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空気を常 lこ新しくする ⑤

- 涼しい且を、室内や席内のすみずみまで特き

わたらせる空気調節装置

・誰にも運転できる自劃安全装置の完備

・どニにでも据付け移劃できる軽量小型構造

・特殊な防緩装置と効率のよい心臓部で静かに

盛 運転できる
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地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の防水効果を発揮して居ります
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米 国 u s ラ バ 一 社 と の

手支締j !是持主 tこ よ る

ビ ニ ー ル と 金 属 と の 積 層 板
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東京事務所 雲JL22区宮IL話ど11

⑤八幡謀議係長会五
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皆様の設計と施工に東洋の床材

¥

ー
、

リノタイル

ＱＺＺ号ートタ ｾｊｾ

ヌボ〉ヂシート

大阪事務所

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代) 3531 ・大 阪 (48) 4490

東京都中央区銀座 4 丁 目三和ピノレ

電話京橋 @ 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁 目三和ピ ノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

。ソフトな感触

ーく〉優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 后

カ

タ

ロ

グ

進

呈

ー



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る
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( ピポ ット・ヒンヂ持出し吊り型)

(カ タログ御入用の節は御 申込下さ M ‘)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

( 中心吊自由開型)

布 施 市 横 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布 絡(72) 839 ・7713 番

東京都千代田区神図和泉町 1 / 11 電話 東京 (866) 3051- 2 呑

⑩ 
特 許

経費節減527万円♂

利益を ｾｴ

平JI トMPボイラ
女 高 性 能

.  
福 射 型

女 石炭・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「革命見現るノ

':.1 - - - - - .  女 1年間 (7200時間)の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

望

株式曾枇平川鉄工所

7' x  30' ランカ 乙/ ヤボイラと

比較して

日課伎にて

m刀ス温度 lQT C

527 万 円 益

改Ｏ 但し ｾ ｾｾｾＲｾ ｾｾｾ Ｏ ｨ ｟Ｚ ＮＮＢ ｾ ～～～ｲｮ 1_  ¥ 

(  6000カロリ一石炭6000円/ 屯 |

¥ 1 日24時間 l 月25日として /

平川 ｾ 水管ホ ・ イラ 、 平 ｽ ｉｉ ｾ 機関車型ボイ ラ
寸営業科目 じ〉

平川~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

争

本 社 ・工 場 大阪市大淀区大仁西2の1 電話間島@ 1 9 7 5 - 8

東京営業所東京冊中央区八監州6の7 電 話 ⑮ 5883 ・7787- 8

九州出 張 所 福 岡 県 小 倉 市 首 野545 電 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2
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強 力 型

重 荷 用

4町
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iJ P用 命 lま 全 固 有 名 土 木 機 械 工 具

てを 物 底 へ 御 照 会 願 い 主 す:;..j ム

ア ム ス ラ ー 油 圧 式 機 型 引 張 試 験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ っ て 試 験 す
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' レール接続の革命 f

新 製 品 完 全 防 錆

種 目

トラ ックレール ガイドレール

P E m( 2 2ごムて立入) 複車 ・単車ハ ジガ ー

軽 50ヲん 60'%" ＷＰ ｾ 弘

プ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

カープレール
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25 三 谷 製 作 所 T T : r J 1 3  l  

のそ

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会願います
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(  1・5 事毛 l享)

藤 森 建 株

A

令

官社ヰオ 式

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 2 (大 倉 ピ ノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 - 1  ( 大同 生 命 ヒ・ノレ内)

電 話 大 阪 @ 9 4 1 7 - 8 ・8 4 6 1 - 4

九 州 出 張 所 福 岡 市 楽院大通 2 ー 73 電 話 福岡 ( D1945 ・⑤3473

.近代建築のでご;日耐火;t;......J-!・

. 塗 装 不 要 の 化 粧 板 エ ス ロ ン ボ ー ド ・ カ ラ ー ド ボ ー ド

. 脱 出 向 命 制 BI i 膏ヌヲ衣宇一

- ア サ ヒ ト ー ン ( 1政 行 板) ・ 防 水 ボ ー ド ( 1¥力 水 処 J! J ! . 品)

・ ラ ス ボ ー ド ( 壁 下 地料 ) ・各 種 石膏 プ ラ ス タ ー

21  世紀の i W

- 社 名が変り ま した ・・一! 日大阪 lil i;j 火 ボ ー ド 株 式 会 主j:

日 本 耐 火 ボ ー ド 株 式 会 社

本 社 大阪 ｪ ｬ ｪ 北区制 ｪｾｲｯｔ 5 0 当' ピ ル 'l[!"l i 大 l波 (36) 5453- 6・1141

東 京 支 底 * !.;"f 打11 冶区三: z ｾｊｩ 柿 Ｔ の Ｓ 8  Ｇ［ ｇＺ ｾ，Ｑ［＠ Jlu; ， (43) 6814 ・ 8417

大 阪工 場 大 阪市 東淀川区. n : 今よf!北 通 5 の 24 Ｇ ［ ｲｲ ぷ大 ｉ ｾｬ ( 37)  8361- 2  

栃 木工 場 栃 木 i I i 平 柳 川 1 3  0  0 ・I.! ｬｉ ｾｩ 栃 木 Ｒ Ｔ Ｑ Ｙ ・ ＰＰＶＴ
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茸麦芽斤のま支f蒲

イ 憂 秀 な 製 品

パ ー カ ラ イ ジ

=11lシヤ.，'1-

ン グ 下 地 に 赤 外 線 焼 付 加 工

リ ン グ 使 用 に よ る 軽 快 な 開 閉特 殊 ボ ー ル ベ ア

@J  

業 界 最 大 最 新 設 備 を 誇 る

業J 書館 :1・tl u'I- Jl ff Jl ｾＢｊｊｉ＠ ＺＺｬｉｉ ｪ・ ｐＧｾＢＣＭ 1l7t '6 
本 社 尼 暗 市 久 々 知 宇 コ エ 二 三 電話 大阪 ⑪ 534 t  - 3 ・2959

東 京 東 京 都 新 寄 E 酉 大 久 保 一丁目 三 七 O 電話東京 ｾ ＲＴＷＸＮＹＶＷＸ
札 幌 札 幌 市 南 九 条 西 大 丁 目 電信札幌 (1) I  36 8(且4 8 7 8

仙 台 仙 台 市 土 樋 一 一 二 百 笛 仙 台 (1) 3 2 9 6  

名古屋 名 古 屋 市 中 村 区 広 井 町 二 T ｾ目玉 電 信 名 古 屋 ⑭ 2846  

金 沢 金 沢 市 上 胡 桃 町 三 六 電 路 金 沢 ② I 387  

代行庖 稚内・留萌・士別・絹走・北見・ 劉路・帯広・函館・膏森・弘前・盛岡・秋田・山市

措島・主連若松喜多方・白河・ 前橋 ・宇部宮・木戸・千草・横揺・甲府長岡富山

神戸 ・福井・松本・続阜・焼連 軍部 ・一宮・四日市・京都 ・棄良・和政山・酉包

岡山・連山・福山・広島・宇苗・島車・ li 江 田高松 田寄島・高知松山・八幡・福岡

久留末・ f予万里・佐世保・長崎 ・熊本 ・大骨 . ｾ ｉ ｊ 府 田 ｅ 同・鹿児島
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驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品
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原紙に着色せる優秀製品
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小東製 造 発 売 元

津 装 飾 株 式 会 社

大 阪 市北 区堂向上ーノ二四 T E L大 阪@ 1351- 3

河

本 社 所張出
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事2量緩勾配屋根l さ

軽快た送代建築枚

Ｘｾｩ ヌー ＢＰ｟ i' ， ｾ｜ｉ イド

日ji ｝Ｇｾ，日ン ＢＭＷ イ》タ
伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シールセ〆ント

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 州1- 3

T  E  L  (27)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 39

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2 にイモる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ビル・アパートはも とより 一般 住 宅

ζ 死病おμ 御愛用頂い ていた製品

定 価

陶 器 ( 1級) し 220 ￥ 2 ，750

金 具 ( 仇預血U 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@ ￥ 600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@平 670 ( 2個) '<f 1，340 

排水金具 T 6P  '>f 1，210 

/' ¥，/ クノ、ン 1i

ｾ ｦ ｩ 木ヰ ジ ｔ L  220D ￥ 200 

ｾｴ ￥ Ｖ ， ＷＰＰ＠

参 考 定 価

東 洋 陶 器 株 式 会 社

陶 器( 並級 ) L  220 ￥ 2 ，2ω 

金 具 ( j にアえ 印)

立 水 位 K 2 0 5  Y  

@ ￥ 510  ( 2個) ￥ 1，020

本 社 茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区高路橋 5 - 3 2  T E L  ｾ＠ 4518  - 9 神奈川県茅 ヶ崎市

T E L ⑤ 2481 - 5  各地営業所 東京 ・名古屋 小倉・広島 ・高松 ・札幌 ・仙台・富山 T E  L  2105- 8  

止 水 ｦ｟ ｾ K 4 A Y  

@ ￥ 570 ( 2 f国) '>f 1，140 

排 水金具 K 6 P C ￥ 1，030  

い つ も新 しい感 覚 で清 潔 感 のある

一旦竺? ビニール建材 I  

揖 準寸 志 摩2 5mmx 巾 I 83cm f  6尺) x 長27 45m (15坪轡)

ｉ 古じ 白地 がよくｉｩｩ れ ｴ ，［Ｎ い、 血 ｉ ｭ ｾｩ 生は 極的 て 低秀 、 色彩縦美、

手 入れはホ j ，( さ で よ ( ￙
ｬ

Ｂ 問 ・ 佐治的 、ｾ 気 ・ Ｑ 眠 気 ・ 薬品 ・ 油

IHH' iに 没れ L-'.; い。

最 高 級 ビ 二 一 ル タ イ ル

(尺 角 ) 30 . 3cmx 30.  3cmX 2 mm 

1草光屋根・ 間仕切 ・笠 {事 ・天井 ・装飾用等に』干過な 近代理材 です。

11月る〈美しい. 経〈て強" ，燃え立い . 安い

庫さ 1.  1.5.  2. 3.  4. 5mm 

透明 ・不透明 ・艶，肖し ・曇 1) 平 板 巾 ｃＮ ｈ ｾ Ｍ Ｈ 3砲 × 品 川 明 ( 6 尺)

i.it!i :  11】7長m(2.4R)  x且182= ( 6尺}

型 押 網 入 ・4異様 飯 吾種 立高持品]巾ii記(i協 × 品 10m (331モ)

182，伺 ，6尺}

「ピニ J レカ、簡単に貼 れたり J

これを解決したのがロンフイ y クスです。

どん 年制でι 訟にでι 否 ι1に貼れ ( 特妹血l工) 、どんr. 汚れ ι

ー ・ 吟 石 蝋 か、出始 由できれ l 白にとれて 釧 せ ず半ホ久的iニ新! i

で、ft 粒ヰ新製品です。 ( ' k llUJ j 草E古品等469550'); ')

単色・ ニ色 ・フラノ 巾96cm(3.17尺) X  18m ( 5坪者 j

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社 制 工 唱 東京 間目飾 区本問四 川 T5  4  ＺｴＡ Ｚｾ 糊 Ｈ Ｖ Ｙ Ｑ 11:1<1946  

神田宮蕪所 東京間干代! 日1><.神IH揖治町 2 Ｍ Ｑ Ｖ 屯 ［ｾ 車 京 Ｑ ＲＹ Ｑ 曲 ＰＳ 、 Ｔ

士固有名 内仏 工 ｬ ｬ ｾ 古に 御 ｩ 羽 生下さい 大阪宮 実同 大 阪 市 同 区 北 出 ri! 町 3 3  ＺｴＡ ｾ ，大阪 Ｑ Ｒ Ｗ Ｑ 4358- 9  
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デ ュ ー 1959 年 忘 年 懇 親 会 開 催

〈 新 し い 企 画 と パ ー テ ィ ー 型 式 に よ る シ

ア

. 6.  

=  
年忘

本" 1 ' - もあと僅かで過ぎ1 : ; ろうとしているあわただしい乙のばi， 会員皆

織のご仏 ｾＮＢｉ 鹿賀に作じます。似 ｊＢｲ ・の忘ＢＱＧ Ｎ 会開催 Ｑ Ｑ がやって来ました。こ

の度はくパーティー型式＾とＮ従来とは型式を変えて，会助には模擬ｊ［ ｉｾ

くた ζ 焼 ・rHかっ ・おでん> を設けるなどいたしました。例年お rll 込み

が遅れて不木道、ながらお断りする方々多数をみますので何不お早くお rll

込み下さい。

記

12j:j 17 11 ( 木) 午後創i寺( 開会) →81時( 閉会)

太閤園 ( 市内部品限引野問問 2 ー 1 電話 ( 35)

17 17 ・2353 ・2495 : 市也1'1'PIJ 駅および京阪 1'1' IlI J 釈より

と き

と こ ろ

徒歩 10分)

500PI (日IJ に補助があります)

1211 まで に 会 貨 を 添 え て お 申込み下さ l 、。 イ11 し定員

(250 r，) に達し次第〆切ります。

(  1)  iWU:Uの都合上当同会場では受付いたしません。

( 2 ) 当U 欠席者で 15日まで取消しの通知! のない場合

Ｈ立会 Ｇｉ ｾ のご負担を略目います。

(  3 )  Il ¥席者名簿を製作します。氏名と物務先を巾込

みの際お知らせ下さい。

/.1 '1席者全員と更に j111せんによる当選者に会員有志で寄贈日を贈号し

ます。

芸人による奇術およびスイングパンドによる演奏と . 有志の問、し芸

を披露。

費

込

お 願 い

会

申

• 
• 

-、4

.  
ふ

昭和34年12月・ 1月

建 築 団 体 合 同

新 年 催

明作の年始に際し，fii ，!日lにより下芯のとおり建築同(本合同のすr{下交礼

会をｬｽ ｾｈｴ 致します。建築Ａこ関係する者が一主に会して新ＢＱＧを夫 ｩ ほぐとと

もに. 各自廻礼の煩をfi きたいと存じます。お繰合せの上多数ど出席下

さいますようお願い巾します。

開
4

2

 

礼交

新 年 交 礼 会

記

時 1111和351，-1: ， 1月 4 11 ( 月) 午後 1n!j - 2n与随時

所 大阪往及会館( 天神橋南詰め)

， 隆 司f 300 

込 12月2011

各白所属の ｉｉｾ 使宜の会へ会貨を添えてお巾込み下さ ｴ 、。

名簿作成の部合上〆切口を厳守下さい。

共催団体 11 木建築学会近畿支郎 大阪府建築士会

U4' 建築家協会関凶文部 大阪建設業紛J 会

日本建材協会 日 本 建 築 協 会

日

場

会

申
• 

1

1

1

1

 

、



4

2

 

員
国.

J ι 
賞の

11よp
1
u下記のとおり本会々 fl がill 投手業関係功労者として褒立を授

与 されました。乙とに誌してその栄誉をお祝い巾し上げます。

2己

1長絞褒竜 育 抑 貞 1住君( 評議員会議長)

同 池 田 富 彦 君 ( 元副会長〕

同 今 西 末 吉 君

同 回 辺 信 君 ( 監 事 )

Eま綬褒章 初i 奥 荘 君 ( 九州副支部長)

日本学術会議会員選挙に建築関係の当選者

口本学術会議第 5 J明会員の選挙で， 第 5 t市 ( 工 学 滞 門) i l l 築関係よ

り， 下; 己の方々が当選されました。 (50制限)

西 山 卯 三君( ) ; ( ， ｾｦｉ大 ＧＧｦＺ 助 教授Ｉ

武 藤 i，'i 君 CI! U;{ 大'J!' 数十' %: )

「近代建築調査委員会」の調査にご協力下さい

ど承知の ように，明治. 大i l の時代に建て られたi千風建築で今 円既に

滅失 し または改築に到るものが大変多数ございます。そして乙れらの

建物の中には， わが悶の22.築史においてなんらかの意義を持つものがま

た甚だ多 いのであ ります。 しかしこ れ らの宵いものにつきましては. そ

のおi l l : な当初の資料が現:(E殆ど5たわれて了 ったり . また ζ のまま放置す

るときは漸次欣侠 して しまう変いのあるものがこれまた多数あると考え

られます。 ζ れはわれわれ建築に関係するものとしてま乙とに遺憾な次

第といわねばなりません。よって本会におきましては. ζ のたび「近代

建築調査委員会」を設けまして，乙れらの記念すべき姑物を調査しそ

の資料を取りまとめて将来のために参考に供する乙とにいたしました。

なお乙の調査は，いろいろの関係上近微における建物を中心にいたして

おりますが，すでに数件の調査もまとまりましたので，明年から述 ｴ ｾ 毎

号ーこれらの資料を会誌上に発表してい く予定であります。何卒ど期待下

さい。

つきましては，乙の種の事業は広い範囲の多数の方今のご協ブJ を得る

乙とが最も肝要でありかつ効果のあがる乙とでありますから ，わが国の

建築史上何 らかの意義を持つ古い洋風建築についての資料ま たは資料に

関す る情 報 を， 何 ｾ多数本委員会までお寄せ下さるようお願い申しあげ

ます。

. 6.  

コ玄 告 2

会 員 の 受 賞

日本学術会議会員選挙

建 築 関 係 の 当 選 者

近代建築調査委員会

ｾ＠



)  

住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

A・

所業工棄美
株 式 会 社

電話@J 4938 ・5888 ・⑪8050大阪市東区瓦町二丁目 ( 三和ピル)

⑧ 4  4  6  8  

テ パ ヤ シ 筒 庖

京 郷 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 話

タa 株式会社 木 下 謹 三 商 唐

大 阪 市 西 区 江 戸 嬬 開 通 5 ノ 3 5 電 話 ⑬ 5 4  Q  8  

合資会 社 岡 田 建 材 j吉

名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 Ｒ 電 ｅ 縄 ｾ ＰＱＲ Ｑ ・ ＲＰＵＷ
庖

5 電 話 @0 2 0 7 - 8  

商

砂 .r

f呆

区 真

株式会社 久

大 阪 市 北

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 4 ' Ｑ ノ Ｒ 屯 ｚ 掩 ｾ ＱＳＲＹＧＲＱＰＶ ・ ＲＸ ＱＷ

社

電 話 @ 6 1 7 6 - 9

m品，' Q) Z 2 0 1 ・2 3 6 0

日 東 物 産 株 式 会

本 社・ 名 古 風 中 区 東 瓦 町 3 9  

舷阜出張所 ・雌 阜 市 竹 原 町 2 7  

⑧ 1  2 7  8  

合名会社 利 倉 孝 商 底

大 阪 市 剛 区 長楓 鳩筋 2 ノ20 011制姻電伴前) ⑮ 0471 - 2 ' 0371 

⑫ 7  6  0  4  

京郁営機所 京 都市中 京区河原 町 ｾ 川 下 ル電 話 ③ 3  2 9 9  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 細 江 上 過 1 ノ 3 5 電 話

内也

.  
.  

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・広 向 市 鉄 飽 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1'- 4  

岡 山 ・岡 山 市 東 岡 町 3 m:1<ID7 9 1 1 ・8 1.619

福 岡 ・同 ・ 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

関西三星タイル会員

@  3 2 8 6  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 締 筋 2 ノ 3 6 電 話

手口

⑤ 2 6 9  7  

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 電 話

‘、

石



J g脅

G1t . / プ・デロンカ

東 レ ナ イ ロ ン絞I t ・鍛通 は100%スパン

ナイ ロン糸を使用したもゆで ・摩擦 に強 〈

・弾力性に宮み・吸皇性が少なく

. 虫の害を全く受けません

E 置Z

議戎聾毛・来段ミ量

このほか価格低廉な 100% レーヨ ンに点る

東レカーペット も好評を博しております

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社戸 一 党売五( 株 ) 泉 商 会 大阪叫M411 iu :??とJ

、R

ピニデラ y クスは当社の技術| ゆが久しく鋭:也、研究を杭けて

完成した新しい型の合成樹脂ラテ ック スペイ γ トで，他の

ラテックスペイント lζ 比べて，多くの優れた性能をもっ品

質優秀なアク リノレ系合成ゴムを主成分とす る塗料です。

ピニテ. ラックスの用途は主 l乙ゴシクリ ー ト・モノレタ ノレ ・プ

ラスタ ー面などの塗装 lζ 好適な塗料 で， 建築内外部用設が!

として発売以来好評を博 してお ります。

・ピ二デラ ックスの特徴

圃 作業性が 非常に よい

ノ、ヶチパキが非常に軽く ，乾燥も普通のエ 7 ノレ ジ ョY ペイ Y 卜

より速くて， 作業能準が よろしい 。

・ 耐久力が よく' やけ' がない

アクリノレ系合成ゴムを主成分 とするため，他の ラテックスペイ

ン トにみられる' やけ・がなく，耐久力 に優れ ています。

・ 耐水位 ・耐水洗性がよい

乾燥塗 脱 は非常に強靭で機水性があるため耐水性がよく，特 に

塗股ーが汚れたときには石総 永で洗うと，たやすくきれいに なり

ます。

園 優雅な光沢ある仕上り

会 面はエマノレジ ョY ペイジ卜に 見 られない優雅な光 沢が ありま

す。

・ 付 着 カがよい

コテ仕上のよい 平 滑な塗 面や，ハ「ドプラスタ ー，調合ペイ y

k 塗 函にもよく付着 し， ν ート状にはげ ることがありません 0

・ 耐薬品性がよい

耐 ア リ カ リ 性 が 強 < . 稀薄 な酸にも耐え，又カピが生えません。

・ 色 晃本付カタログご希望 の方は 当社宣伝課 Z 係までお I和付け下

さい。

ｾＺ宇弓 ｾＮｬ Ｇｬ ｬ
4昏 関 西ペイン卜 株 式 会 社

'  大阪市東区伏 見町 5 丁目

6  



地 方 建 築 特 集

表 紙 'う u : r; ;i 11， di /i 合

建 築 と 社

. 0. .  

""" 

第 4 0 集 ・ 第 1 2 号

光 価 1 都 1 8 0 円・送料共

昭 和 3 4 王手 12 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 4 年 12 月 2 5 日 発 行

発行所社団法人日本ｾ策協 会

大阪市東区北浜 3 丁 目 3 7

屯話 大阪③ 9648・9649・9640lff

仮 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 帯

編 集 人 松 ，1 昭 光

発 行 人 沖 悶 誠 一

印 刷 所 株式会社 研 文 社

大 阪 市 It 区 立 山 町 6 6

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 寄

印 刷 者 網 野 栄

建 築 と 社 会

1 2  
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Ｍｅ 量 置 ｅ 頁 ョ・ｾ 書 司・

{国
后 ｾ
A 辺 、

佐 々 木 米 太 郎

ｊ 也 Ｉｊｾ 築 とい っ ても ， いわゆる民家のどとく ， 気候風土や ， 伝統的な慣習による郷土的

特徴を衣わすも のではなく ，むしろ大都市で見るよ うな砧築と比較 して， 規模は小さくて

も俊る とも劣 らない地方建築の作品が，紹介される ζ とは有志議であると思われる 。

ｒｉｬｾは形態を持っているので ， われわれの目には一番ふれやすく ， それを理解すると否

とにかかわらず，その11j 1( .住む人，そ の都市を訪れる人1 (.与える ，造形的なまた視覚的な

影粋を考 えると ，われわれには . ｾｾ を慎 重 に 計画 しなければならない立任がある 。

地プ，) Rl!;築 とし て叫もれている fl :i品が，推目立紺介さ れる ζ とは，地方 lζ 活動する建築家を

tj)l まし ，その i也プj の新 しい11j づくりの京IJ戟ともなる乙とを JYIf占し ，われわれが単にと乙で

しるばかりでなく ，それを産んだ地んにお ける文化組織が， とれを採りあげぷ12するなと

の機会が与えられる乙 とが望ましい 。 また II 築は眺めるだけのものではなく ，使用 される

ものであるから ，数年後，再び乙れの価値判断をするととも必要と考えられる 。

R I l 築は計画されるとき ，敷地とか，予算とか，いろいろの制約を受ける乙とが多く ，そ

の」 二 ｬ 乙 立っ て正しく 解決 した ジ ｦ 苦な どは Ｎ 与 Ｇよ江を見るだけではＱＧｦｾ察する ζ とができないが ，

それ K 関係し ，実現し た人述 l乙敬ぷを払 うζ とを忘れてはならない。

オキ怖¥i lTは， 新しい街づくりとして ，街路計画 . * ぷ地計画，地域計画，上下水辺計画など

をもち ， おそらくは遅々としてではあるが災施されつつあり Ｎ ＰＡ築がその ｊ ，Ｇ ｾ凶との調布 ｼ を

ｾボされ ， また風致上の制約を 受け るときは ， 在米通りのｒｉｬ物 ，たと えば ， 昆 似を設ける

とか， 日本瓦で茸く とかすれば1!!¥知だという ， 乙となかれ ，，1'.';究の処置が多く ，乙れでは 近

代郎 ￯ ｬ 了としての 発 ｊ ｊＨ は 盟まれな ｾＩ ｯ む しろ ， 古い商家や ， 武家屋敷の街なみ Ｎ i 5社寺の近

傍などはその街の代ぷー的部分のみを，保存区域として指定すればよいのではないか。今，

点 111¥岡崎公園内 Iζ ，施工 '1' のい41採火; 化観光会館 lζ ザIJ をとれば ，当初計画にあたり ，鉄付，

鉄筋コンクリ ー ト ｩｴｩ ではあるが ， 入町屋 ｩｴｩ りの旧 公会堂や ， 干 ｾ ｈｗ ｊｦｩりの勧業ｦｬＧ Ｑ ｾ Ｑ ［ ，美術館，

それに半安利1'，' ;' ; の* の大鳥居 J 1，' ; '; ｨ 投な どに 後して ζ れをｾ てるので ， ζ の環境を尊重して ，

やはり平11風屋似をのせるべきか，どうかを論議 していたが，たまたま ，京却を訪れた，イ1

名な外国建築家 l乙ぷ見を求めたととろ ，その |時代のスタイノレが一番マッチするとかい った

ので ，設計 lζ は，級王にの注文;をつけなか ったとか 11[ 1いて いる 。

1';.派 I乙造られた仰心の幹線道路に沿 って，低い木造娃築が櫛比している桁絡は ，寒心K .

J，I!; えなし沿道路 IIJ IJ . を考 慮した ，刊さの故低制限を設け . Ｑ ジ ｊ 火ｾ 築指［の ｪ￟ｬ 点 ， 土 地の わ ｊ 伎

の不Ij JIJ と111侠 って . 11j なみの X MJ Iζ 役立たせたい。 また Ll illIJl li の良市な発速によってその

駐 ，ーｾ を ， ｾえるとき ， 少なくとも公共施設では ， その犠 ＱＧＱＱ が変わると思う 。 辿築家はその地

) j の都市計画を認識して ，tii 築計画 lζ 努力すべきである 。

( 本会理 'J. ・Jj( 冊li li 管財局住 宅営t ; . r I l 民)

，、



1，南 側 外 観

2，西 中 庭

福 山 in  庁 舎 稲 1LI 市
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工事施工者

建築工事 渚 水 建 段 株 式 会 社

電気段備工事 清 水 建 設 株 式 会 社

給排水衛生暖房工事 株 式 会 社 朝 日工業社

電話量備工事 日本 電 信 電 路公社

客用昇降機忽備工事 三 菱 電 機 株 式会社

ガス設備工事 福 山 ガ ス株式会社

所 在 地 福 山 市 新 民 均 町

構 造 鉄筋 コンクリート 治 地下 1 陪

地上 Ｕ 防 ｊｾ ，， Ｑ Ｒ 隣一部地上 Ｒ 隣住

5，775.40m"  

7，878. 41m"  

地下 840. 58 m
2  

1 防 1. 496.  475 

2 陪 1，651. 985 

3 階 996.96

4 陪 918.96

5 階 918. 96

t吉原 l 階 152.41  

J1¥ffi 2 階 134. 40

J I[1i!i 1陪 258. 64

'1[ 1'112 陪 386. 64

門転市置 J-!a 122. 40 

ｊｾｉ 起工 昭 和 3 3 年 5 Jl 1 日i

竣 工 1111 和 34 年 7 月30 Ll

足 恨: アス 7 アルト 防水 ，防水モ

J レタ J レ，ス- ，マメタロイ円

外壁 : タイル貼，一部エ マールリ

Y ン' ! X付，サンドイ γ チイ

ンシュレイションポ ド，

れ ， コンクリート打政し

テラゾー . 1) ノタイ ) V，ゴ

ムタイ J レ，7 スタイ J レ， ジ

ュウタン

モルタ J レ・木喫ペンキ ，瓜

ミカゲ打. 凝石， シオヂ，

ウオ J レナァト ， クロスJ t l iゾ

ラコー ト

天チ1
0

: 吸音テックス ，ゾノライ ト

7 ) レタイノレ

会

問

同

市

福 山 市 庁 舎 建 築 事 務 所

( 所 長 信 岡 竜二〕

庁

補 ILI

市山福

設計 ・管理

駅地而fifll

延 而 町I

内沢

3. 南 庭 東 よ り み る

4. ホ ー ル よ り 中 央 階 段 を み る

f"， : 現場テラ ゾ一 天チ| 吸百テ

ックス !!({l Yj  :  ) レミ，マヰノレ

5. 市 長 室

日ミ ゾュウタン .!.if : ウオルナッ

ト 天 ｾ ｉ 吸音テ γ クス 附明 :

J レミバネ J レ

‘  

壁

コ二

外部仕上

3

一4

一5

内部fj 上

福 山 市 庁 舎 段 計 に つ い て

本nrrj "1 i の設計は ，行政 'Ji務改i ' : ' IC ｾｴ 行して

従来のJ J ' 合の観念をさらに民主化し公家の車II!J!

と，公務能率のWI;佳を ifi:，t.' J. として取り 上 げたも

ので ある 。 ζ の行政 'Ji務の改善は ，自治Jj にお

いてモデルケ スとして取り上げら れている 新

しい試みであって，従米の f刊 '11の窓口 'jl 務をす

べて- 3*I C統合し市民3
1

r.を r ilr 民のすfi ヲ!1't' l: 怖を

すみやか に処理する ため の市民相談室を設け ，

また事務の能率化のため ， ｦｲ 積 Ｇｊｩ 務機器 ｬ の，ｪＺ ｪｩ Ｏｾ

とカード式分頬' ! I 'H [ を 行 な っ て い る も の で あ

る。そのため平商 ICおいて市民の動線の主 (.1は

i!i t，，;i 札j J i 長相談室 ，il1金剛 IC集中させ，交付

カウンタ ーはその室のみである。 ともすれば刊

雑化不使化しやすい市民の窓口を簡明 IC解決し

得たのはむ しろ φ!i 務改善 IC 白うと ζ ろが大きい

と思っている。従米のT " i l T 式 'Ji 務を行なう J r17

と近代的; カ ード式分野I整PP. を行な う乙 の組物が

今後いかなる ｊ ｛ｩでわれわれの目 ｬζ 写るかｾく見

γ りたいと思う 。 (信岡竜ニ〉
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福 ，1， 市 庁 舎

議

山

崎引

4

0

 

場

ゴ ム タ イ Jν

ゾノライ ト干 I血. I且j 血リプクリヤラ

ッカ ー，一部 クロス l砧，ペンキ吹付

ツイタテ クズイh貼

村 カ シ ュ ー 仕 上

天井 。被紙( 銀モミ) . - ml ゾ ノ ラ イ ト

.  

.  

階 平 面 図

F、
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福 岡 大 学 新 校 舎 ・図 書 館 稲 岡 市

段計 志 賀 股 計 事 務 所 稲岡市六本松 ＶＰ Ｙ ｾ子 ｬ 也

施工 株式会社 原 因 組 稲岡市刊新聞J 5671時l也

2  

F、

1. 新 校 舎 外 観

外部は色モルタル吹 Hおよび色モルタ ル

カキオトシイ Ｑ ＱＺと性 ｾＱ の人［白石洗 ＱＱＱ し仕上

中央械の1[ ， u'(のJ.HII! 畳は 3 防以下はパイプ

シャ 7 r ， 3隣 以上 は映' う屯の排気筒 IC な

っている。

新校合と左側旧館とのn: ]l c少 し見える 処

物 が 図 3 館の 3階。

2 図 書 館 外 観

; ( ，のプロック が tlHill で ， Ｕ 刷の ｴ ｬ ｾ 架にな

っている ，見プロッデが本向' [ で，外部(J: J:

は色モルタル11)，:f.j-お よび カキオ トシと1i ' ' I '1

の人 ji'Ffi 洗 111 し仕上げ中火の貯が階段。

規品目 ， 構 浩 ， 円ｾｊＯｊＮ

校 合 鉄骨係筋 コンク リー ト治 3隣J J !

延 1，165.58月z

図3 館 鉄筋コンクリート辺 3 附 処

(，'lJoI，のみ 5 桝 ) 延 442.  64li' 

延 :n 1. 608.  221i' 

J :  Jij l  n  11日刊I 3  3  ｾｉＧ＠ 1  0  )J 2  0  11 

i; ＱＱ 円 ｾｉ 3 4  (1' 7  )1 ド 11

主 要 f l 上

ホール ， ローカ '11. . .. .11，:  J l l テラおよび人「肝

)'i 給 rl J 也博人り

腰 '¥'号 テラゾー プロ γ ク貼り ，モル

タルヌリ ｖ Ｎ ｐ ｾ 苧

7、JI ピ オ ン リ ノ マ ー O. P

教 京 11、 ス ー パ ー ラ イ ト ヌ リ

腕 モ J レ タ ル ヌ リ V. P

ｉｉｾ＠ :  _ ，ラスターおよび吸汗プラ ス

ク - .... 1: 

天 )1 吸rr. テックスおよびヤシマ民

ｲｲｾｩＭＺ ｩ干

ｴ 司 ｩ ｬ ｾ 町 ｛ ＮＮ Ｎ ＱＱ 、 主としてアスファ J レトタイル

およびピノ リューム! 駅下F

腕 モルタルヌリ V. P およびピ

オンリパー O. P '1f

明 プラス ター およひピオンリパ

- 0 .  P 守

天11 吸rr テ γ タスおよびヤ シマ吸

? ? 似' 耳

17 



叫方

新校* 正面玄関をのそ' む

/  

新佼合側面より玄関をのぞむ

新校舎 2 階大講義宅

新校合 3隣人ー，)1，盟主

/!iJ 上 1 y 而

福 岡 大 学 新 校 舎 ・図 書 館

18 

Ii l¥ 岡 大 学 % r 校 舎 平 而 図

3 階

1. 大講』富市 A (640宝)

2 階

1. 大 講J官o; r A (640附 )

2.  大J日J霊前 B (449防)

11-11 

1 階

1. ，1、教主 (130府)

2. 小教立 ( 1ω附)

3. '1'教京 (15m品)

4. ホ ー ル 5. ゼ ミ ナ ル

6.  ，1、教官 (1∞ 附)

7. 小教京 ( 1∞ 附)

8. ｾｻ験宅 9. ; 器材宝

10. 研究官

設 計 者 の こ と ば

① 

」 よ 」om

志 賀 股 計 事 務 所

福岡大乍は稲 ｬ 凋ｔｉｩの阿南部の風光明ｬＱ￬ ｊ で勉予 ｬ￯ｾｪ 直の羽 ＱＹｩＱｃ Ｑ 立 ｬｩＧｬ する ， 今 ｊｾｉ ｪ｝物は競椛，Ａを Ｂｊ によるｾ選 ｴ 告を災現 内

させたもので . j ] 物は新校合と図占舶の 2 附になっている 。

枝子7駅 j 血は IE阿の '11がPI ' えられており ，その J : j 也維がr J '火部を除いてMH国両側部が旋土状の軟斜地位であった 。

そ乙で 12求、1i ! J " i を納めるの IC対象平而畳! l cよりt ，Yl .2i . 険fill . ｑＺＡ｛ 上極めて好荷ｾｾなととを号え山聖 ｉ 平面ＡｲＡｬ ｣ 締め

た。止II 物は 111) 引の縦刺， 3プロッ クを E X P. J OI NT Iζて構造的 le分縦した。 己の平ｔｦｬ ￯ｾＧＱ がｊｲＮｈｩの ｦｬ ｬＮＮＡ｟［Ｎを生み出

したが，南北縦割I r 配凶による西日の jjl 磁 の川世jを応募飛では 午後 3 時半まで遮光できるよう l占1定 式 P . C コンクリ

ー トノレーパー ICて防いでいるが，予算の伺1ft 上取付けられなくなり現在は「ベヰシャンブライン ド」のみに頼っ

ている 。

l司mlii は本向lと;'lJ ・j ( とを h'i 造 (/'}I C 分離した 。 .'1J，J(は 5 刷になっている。 Ji H去に本ffl 物は械めて低予算の工。J' で

その閣僚を克Rf i して光1" ，させられた施工- n 名位 IC対し心から敬意を表したい。



福 岡 大 学 図 : ! ? 館 平 面 図

3 階

1. 閲 覧 宅 2. ホ ー ル 3. 4  wr ｾｬ＠ W 

-.  

階

宝

宅

佐

且

務

閲

市

P
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1
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3. カ ー ド宅

階

1. 館 長 室 2 予 倒 " ， 3 作 業 京

4. 新11" 閲覧3 [ 5. '11 務 宅 6 五l瑚ホール

7. 附 室 8. 1 階 占 ドr(

。
ｾｭ＠

冒

圃

1

l
砂

ー一

圃

圃

一
圃

l
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凪
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E

l
i

-
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一
。
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1
1
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-
U
旦

噌園 l

ー!

関 館 正 而

施 工 者 の こ と ば K K 原 因 組

新校合は勾配床のある大講義室の 3 プロック IC より形成されている 。 地権が中央部と両ｾ部が全く ｹｾ ったもの

で. [t 火線は極端に堅牢であるが. ) ¥側住列は III 地の底土になっており抗打工事( 鉄筋 コンクリ ー トおりをする

とと IC なっていた。

それで設計者におかれて 3 プロック IC建物を分躍してあった乙とはL工事工程その他において非常IC助かった。

内外とも ift 型色測が斬新な中 IC 務活きがe E まれ松の緑の中に その雄姿を望むとき施工者として苦労の甲斐と喜び

を一入品目感する。

照明は部光幻，大講義室lζ はワイヤレスマイクを位F f I して良好な音響効果を発拘iでき た。 また 3 階大講義室IC

は映写持の- j ! J ! のm動暗幕装置があるが，窓の段迎い ICはぬ々と 苦労したが極めて良好な開閉動作をした 。

暖房は低圧真空直接暖房方式で，ルームサーモスタット IC より各室を適温IC 自動制御してある。 1:.1:.1C無事完

工した今日私ども IC懇切など指導をしていただいた当局および設計事務所の方々ならびIC 各職別業者のど協力の

pgと深〈感謝する次第で ある 。 福 岡 大 学 新 校 舎 ・図 書 館

内、
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島J艮 県 rj-' 舎

松 江 i !J

位 計 建 築工事 建 段 省 営 繕 局 建 築 課

段備工事 建 股 省 営 繕 局 股 備 課

庭 園 工 事 東 京 都 重 森 完 途

監 理 島 視 県 庁 土 木 部 建 築 銀

施 工 建 築 電 気 工 事 大 成 建 股 株 式 会 社

位 世 松 江 市 殿 町 - .11'， )也

敷地問的 約21.∞oτf }j;l'， (約7，000坪〉

!.l!物而t/I 本 町! 延I市町'1 16，914.070'1'プ'j ;1'， 

(5，116. 506門'.)

M!'1i t， .， 3，527. 785 

( 1，067. 155時)

中央l l I ! " 413. 820 

025.  180li' l  

自転JI'足場 。 288. 0∞
(87.  120)'1" 1  

ポンプ京その他" 118. 618 砂

¥35. 882即)

昔十 21. 262.  293 "  

(6，431. 843坪 )

構 j吉 本 町i 鉄筋コンク リー ト浩一部鉄竹τ白

議官ｾＭ［ＧＨ IliJ 上

ｾｉｬ 火事 ｵ 鉄筋コン クリート ｩ 出

自転車 位 場 パ イ プ泊 レヂノ 鉄桜ぶき

ポンプ室その{ 也鉄筋コンクリ ー ト泊

辿物自さ 木 町 { パ ラ ペ ッ ト 上 端 ま で

23. 85m 

‘  ー・

1111-，1パラペッ ト上端まで

31. 55m 

二島市中 2階パラペッ ト」 悩まで

8. 12m 

議場政府阿古 13. 95m 

階 歓 本 館 地 下2階 地 上6階 出 回2隣

議 事 堂 地 上 2 際 一 間l 3 陪

中 央 棟 地 上 2 階

工 ｊｾｉ＠ jn 工 昭 和 3 2 年 9 月 9 日

唆 工 H円相1 3  4 午 1 月 3 1 円

2  

3  

1. 大 手 前 広 場 よ り 本 館 東 側 を の ぞ む

2. 東南側より議事堂東側，本館南側をのぞむ

外袋 コ ン ク リ ー ト 打 主 主 し

メ タ ラ ッ ク 11)，: H  jl :  _L  

Ｚ￟ｾ＠ :  - f{i) ｉ ｲ ［ｾ＠ I勾 pl，: ｲＮ見タ イ ル ｾｊ ｾ

JJt モザイクタイルリ Ｚｊ ｾ

手 附 . プレキ 十ス トコ ン ク リ ー ト

J レ_ ，ぜー P S コンクリ ート 1' 1セ メ

ン トII)，: H

3. 本 館 と 磁 場 と の 問 の 中 庭



設計 IC先き 立ち「敷地の環境と伝統への調和

J および「都市計画的見地からする県斤= 合の雄

投」 について 苦慮 した 。 照と ｉ ｾ ｉ の階調 による天

苛 ｉｾｉ Ｎ 緑の ， ｧｾ Ｎ 昔日の幻屯 Ｑ をたた える品目 ， 千，Ｑ，［［

城三の丸跡の敷地，加えて穴jjji草l ・大tl lを中 心

とした自然の1*観を立地条例とした以IT合は規

模の大きさ ，デテールの尖しさ ，単純化された

自然への剥和，乙れ らの1m閣をいかに新JT合に

表現するかを第一のテ ーマと考えた。第二は官

庁営繕の立場からする PJ! 惣的な都市計画的形態

をとる E とが E の際重要であると考えたが. rll 

Wt c より実現でき なかっ たが将来の都市計画 IC

文郎ないよう配慮し た。庁舎自体の設計 IC当づ

ては ①耐震 ・耐火 ・耐風位 ②郁務室はDi i則

として南面するとと ③:l1: JuJt宜凪室内への導入

@ 独立性を班求する五のプライパシーの伺i保，

その他は移動式家只nn仕切による区制 ⑤tJl物

の維持l :mの而から以験 i斉材料の{J I ! J l j ⑤県内

Hli資材の能川など ICっき巧隠した。以上簡単で

あるが設計の 1' ，子を述べた。

舎

市

l;f 

江

庁

3

・
動

作1

と』

県

の

根

者計

息
μu 

段

4

一5

一6

-.  

4. 議 事 堂 玄 関

5. 議 場 内 部

川J じゅうたん，傍聴席 スポンジ γ ート 張

!立 正 ｲ ｵｩ コンクリ ート ｾ銀モミ Ｇｊｮ

側面白ラワンリプクリヤラッカ ー塗

天川 し お じ ま さ 合 板 張，一 部 | 司右イL

合 桜 ク リ ヤ ラ γ カ - ｾ童

6. 本 館 玄 関 ホ ー ル 受 付

日 ｊ ・ ｙ ｉ ｾ 内盛大 Ｗ Ｓ 石，大相 Ａ｢ ｈ コ Ｇ［ｬ ｾ

1畳 ・以内Hl i 福光石悦， 民 主陶苫1はめ込

住ｾ Ｚコンクリート 打放し

天井 ・吸 音 テ ッ ク ス 妓、

.  
.  
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全 最

上 。 西 か ら 背 面 を の ぞ む

下 ・ 正 面 玄 関

山 口 県 警 察 本 部 庁 舎

山 口 市

段計監理 山 口 県 序 建 築 課

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

所 在 地 山 口 i I i 厳 品

規模m造 鉄筋コンクリー トj占 j也下 1 階

地上 4 附 一 部 5 階

延 I師 W 4，564.  1m"  (1， 383. 06坪)

桁行 58m !..'s11n 15m 

処 策 費 坪当り約52，300円

(鉄 lけ( 3 ω  

セメント 6，8ω0ω3 伊 @tυ l  

f氾E 主筑¥，設没備 1岱F 同Ｇ当り車 ｆ約〈甘ｾ 6，8∞ 門

l 給緋ノtz ¥

荷f 生l眼房 j  町当り約13，2∞ 円

， ス( 給排本 ) 坪当り約 川 ∞!l l

暖房

鉄 筋 虫 222k g/伴

セ メ ン ト iu: 0. 8t /付

コンクリー トi.1

-)'1 枠 五i

型 枠 長i

2. 1 m"/W 

8. 4m"/坪

2. 1m"/町一( 打政部分)

段 計 者 の こ と ぱ

1. 3 0 mのポー リング調引の紡県山鏡花位i i ! l し

たと乙ろであるが，IJ 椛なく ，ベタ Jι 伎とし

てその紺 ｩ ｔ げ ｾ ｬｩｩｊ を平 ＱＱ 川して合ｪｯｊｩ ， 車 Ｑ ・ ｬ Ｇ に し

た。

2. 敷地の，' . 低去を利川して，地下五の排水を自

然勾配でml のiliilζ 流した。 乙のため I 階の此

を地盤から 1 m 50 上 け'て地下室の採光，換

% に役立つため窓をとる 。

3. 雨前のパルコニ ーは非常I'J 通路と通風，口問

調節に利用するとともに ，ガ ラス w姉月 J ) E場

として使用するととにした。

4. i.J!物IC 2以上の階段をとる脱則になっている

が，内 郎IC 2 カ所と ると[ 町wが附加するので

内部IC I カ所とし て向型! J IC 2 カJ 9iの階段をと

り，1 カ所分の階段而般を池町内より節約す 。

5. 内部/[n仕切は ，耐波!立の他 は総て位式仕上 と

して石綿叡 ( 6 m m)  ＱＱｾ スプレ γ ド サテン 塗

とl . . ，一部特殊な箇所のみコンク リートプロ

ック J告とす。

ＶＮ ｾｩｾ ＧＺ ｪ Ｎ 天 ｪｈＧｾ を名附｛ｴ ｩｊ ー にす 。

7.rYHffi 窓は三段階( 上， III IJ I.iIt ・ドスベリ mし)

IC分け i副風のT l ii で調節できるよう l i'，-Q:す。

8.MJ 住時IHJ の大きい問i l; l.をi甘j( lilζ し，u W茸tlC

人数の少 ない 揖ih1を Itf仰 ζ す。

9.対件!笠の柾!EEおよび窓 ，IJ¥人口 のll Xり} j ICは

特 lζ 通J ，r，が十分できるように号l症す。

10. 内 部の色調は各部I _t. のIl' i主を 巧え， '.! >務能

ヰ{ と近持11&のJ t 何iできるよう調節す( 例 ，、li

務 当 ， 天引 ， 盟は ｍ いあたたか ｉｾＢ のある緑，

会設五，本部長室は本部ti 材と温色〕

11. 外部のデザインは環岐とJ ，r ¥J 伐に適応させる

乙とを与えた。

‘ 帯

， 



山 口 県 警 察 本 部 庁 舎

山 口 市

.  

2 階 本 部 長 室

宿

寸

地 階

1. n  ｾ時 Ｑ ＱＱ Mf 

2. ボイラ 一室

3.  fr JoI l  

4. PI! 髭 3 K

5. 光 凶

6. n転車h I l

巴三三コ し」

L  

一一l r=

1 階

7. 過 幻 室

8. 自 動

交 換 除 室

9. 交 換 台 室

10. 休 想 室

11. 通o山'}fH9i

所 長 室

12. ti ¥I l 池室

13. ・J l 務室

14. 9J t ; 使 所

洗 I函

沿 討1: :l;: 

15 玄 |刻

16. :'1: 付o直室

17 小 使 室

18. エレベ ータ

4 階

19. J WII 部長室

20. 予 備 室

21. 鑑 識

カ ー ド室

22. i.t l丘型化学

試 験 室

5 階

23. エレベ ー タ

険 械 室

24. 映 写

I量 影 室

25.  "j: J: ¥ ｵｾＮ＠ i邑

r r == 

一ｾ
階

4 階

明

』

一

根

山 口 県 警 察 本 訴 庁 舎 平 面 図

23 



正 面 外 観

側 面 詳 細l

24  

佐 賀

位計監理

施 工

県 医 師 会 館

佐 賀 市

佐 賀 県 土 木 部 建 築 課

株 式 会 社 松 尾 組

段計者のことば Ｑｾ 賀ｾ，｜ｩｪＡ策， ＡＧｾｈ 高岡 徹

本工Ｇｊ￭は ｾｉ ［ｴ ｾ正ｮ＾ ｬｩ 会の ｦｩ Ｎｬｴｬ ζ より ， 本年 Ｒ ｊｊ よ

り ｉｉｍ ｬＡｾ在諜において Ｑ 没 ｊｉ をしました。まず，投， ＱＱ

計 耐 IC 刈って，木造と鉄筋コンク リート 造との

得失について組々の観点から日fJI した結 jl，. l詰

大の維 i山である軟弱地盤 le対する) ，_ 礎工法の技

術的解決が見通せたのでＮＢＧ￭会のｦｦｉ司を ｬｾｊ . 鉄

筋コンクリート Ｎ［ｾＡｉζ ｩｫｬ どした 。 ｅ のＧＭＧＱ，没 ＱＡＺ ｏ 也は

政側 le ('主ti 城此の内 Jl!i がありますので ，その環

境 le 剥宵1するよう . lu : 近流行の 11 本調をぷ現 l .

l1i: J引さと近代感党を盛り . mられた予算内で会

館としてl止大の効果を発仰するよう努 ) J したつ

もりである。主n物の慨裂をまとめると ，

1. 所 :{E j也 佐 賀 ili i I J ; 松町 It 拘i 端

1. 総 工 費 1. 5  0  0 万円

1. 苅 工 111 { 和 3 4 年 4 刀 1 0 日

1. 峻 工 II{{ 111 3  4  11四 9 n  1 5  LI 

1. 敷地i ! ，i W 2 4 9  J-;' 

l.l. ll ｾ拒而 ｷ 延 1 7  8 坪

L 延 床 面 W 2 5 1. 4 5 f1' 

ＱＮｊ ｾ＠ 礎 コンク ザー トパイル 14 m 物

1  0  2 オ4

1. タト

1. 内

，ト
争之

装

コンクリ ー トfl 政しおよび リ

ν ン仕上

a  大PJ! I  il ; U泊りIi IHl l l .

アスフアル トタイル等.  
ｾ＠ ゾラコ ート ，サテン等

天 .1 吸音テックス ，プラ ス

ターボード等

なお ，本J : ' Jile あたって医師会の不断のどJ'J.

なと ，九m l !! の工JUJ日:IBlI ζ 合わせ予 JUI以上の LIJ

米ぱえをもって完工した松j 己組 !e対して深くお

礼" ，し上げます。 ( I ml ! 341n O月23 U)

側 I師 を み る

.  

.  
.  



佐 賀 県 医 師 会 館

佐 賀 市
3  

段計監理 佐 賀 県 土 木 部 建 築 課

施 工 株 式 会 社 松 尾 組

施 工 者 の こ と ば 株 式 会 社 松 尾 組

佐賀以医師会館新築工'JliC当りでは ，エJUJ が

短期( 4 }j 10日泊エ 9 月15口竣工延1ω n) であ

るため ，仕上JUlI llJ を短給することは ，工事の粗

足I をきたすので，竹村千ユニ引のJUlIlI Jを納め仕上IC

十分な日数をかけたいという: 0 : 図のもと IC，6  

月末日までに 3 階コンクリー ト打を完了するよ

う工程を組み現場以を旬励しました。

( 抗打 IC予恕外の n数がかかり 4 月17101 T'( 打

l¥' 1術活干 ，4月21日打込開始 ，4月30日打込完

了) 地中mから屋階ま で コンクリ ート 打上 lζ 約

ω日しかなししかも梅雨期を控えていたので

昼夜滞行の作業の車山県工程通り 6月29日コンク

リー トを打ち上げる ζ とができ ，以後の 2 カ月

半 IC各仕上とも予定通りの口数をかけて施工し

所期!の成! I ! を挙げ得たのは ，梅雨期 IC隣雨の少

なかったととも非怖にギいしたわけですが，そ

れにもｊｩＧ Ｑ して 設 Ｂ Ｑ 円ならびに ， 施工ｾＱ￭ ￭ ｊｬｊｬ fi' の方

々が工 'jl の進捗IC，ι じて ，色彩その他のすrlj'jを

遂次決定して下さったと努力の賜と存じ ，刷工

者として誠 lζ 喜び Ic J 晶えない次第です。

戸主1

J 一一一」
3 階 1. '1時 l点 所 2. 会 議 室 3. パルコニー

2 階 1. 飽l占相談室 2. 便 所 3.  ; 1( 官室( 調PJ!) 4  ローカ

5. ｾ司 ｬ 主 6. 小会活室 7. パル コニー

」」一一ｾ m 1  階

1. .id珂ホ ール

N-

5. サ ロ ン

9. 小 使 宝

2. 使 所

6. 会 長 五

3. 脱 口 問I 4. 事 務 室

7.  ｩｾｽ 沸当 日Ｎ 浴室

玄 関 ホ ー ル

，、

2 階より 3 階階段をみ る 羽l 室 会 蛾 . 室

25 



上 南 市 全 景

外 部 仕 上

1階 床 正面五! 刻ポーチクリンカ ータイル

貼り ，プール I' ID: 砂利沈11¥し

!立 1") 猷火山日曜↑ f材佐川コンク リート

ブロック制み ，一部モザイク タイ

J レIL'; り

ti'型 コンクリー ト打欣し γ リコン' ! i ; H

Ｒ ｾ ｩ＠ ｾｾ＠ :  !，U 御 i 品 川 本 前 IL' ; り

Ａ Ｎ ｜ｾ＠ :  7 ) レミ ，スバンドレ J レパネ J レIL'; り

ＭｩｾｬｩｾｪＡｪ ド 比阪 ｉｌ Ｇ［ り

，，11

'

¥1: コンクリー ト，1放しシリコン' ! i ; I.t

3m J"  : ク リ ン 1J - !I イノレ/ L ' ; り

26 

民王刷 A、 レ ン ガ W，:t. 辻 ［ｊ ｬ ｾ＠

E躍 。人 41 石 塗 り ，i : i ¥; 出し イ上 上

下 正 面 玄 関

玄 関 口 ピ 一 部 仕 上

比 ピ ニ ア ス タ イ ル l砧

ｾ＠ 天 平 陶 石 盤 肘 乱 !L';

11:立住 1' 1 大 型 石 貼

天 )1 リケンパーJ レタイル儲

( 亦荘、化粧竿ほ) ，一部

吸音テ ックス貼

l 階玄関ホールより

喫茶室をみる 惨

フ ジ オ ｦｩｾ＠ 本 放 送
メZE三A三

館

Ａｩｾ＠ 本 計T

位計 野 中 建 築 事 務 所 野中 卓

施工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 九 州 支 庖

J9r  (E J也 熊 本 T 1i 111 崎 町 3 0 器 地

品{ 校 鉄筋鋭、 l' ( コンクリー卜地上 3 階0 !

ｾ ｾ高 ｉ ｦｊ汁 Ｇｴ Ｇｬ ]， 1  9  1  m"  

延 If，i W 4， 4  8  6  m"  

J :  JIJI IIfl 羽13  3  11' 5  )1 2 8  J_J l i工

IItl 111 3 4 年 3 )1 3 1  11 ［ｾ工

設 計 者 の こ と ば 野 中 卓

乙のＰＡ物は ｔｖ とラジオを ｊｾ 泣するロ ーカル ｝［ｊ の送 信所を 除 くすべての

機能を持っている。 lJJ'.O也市町i が桜端 IC割、かっ たので，他 };;j のどとく機能を

平而的 Ic]I(IJMする乙とを止め ，1 [ ( 柄的配置を試みた。すなわち ，スタジオ

・ 現業機械 ｾｦｴ 宝 ・ ｾｈ 務 室の Ｓ 部門を Ｑ Ｑ 時 Ｒ 階 Ｓ 階 ｉｃ 重ね ， 垂直勤線でｩＡｬｬ給

した 。 I 階はタレン トスタ ジオを| 児a Jf: 主で取り 1mみ 保護した コア ーの政

側を ]"j 合 IC近づく 人II!J のアプロ ーチ( ピロティ ・玄関ホ ール ・ロビ ー) IC 

州側は川合えll'l ヰ上必要な' 物・ のアプロ ーチ( 前w干しピロティ ・ガレ ー

ジ ・設備機械宅) ICI ) I j 政した。 2 附は T Vとラジオ ill Jl Iのための現業部門

が，スタジオ' ! i ; tb: 部を J[.( り凶み ，その外) ，' J を見学荷i . ! f JTI! 廊下でさら IC凶み

動線の交鎖を防ぐととも IC，外部騒音を遮断した。ス タジオ の上 iζ 事務室

が的接来らぬよう ， 2 防と 3 際の 11¥11c 半開刈を持つダ クト 階を設け ， スタ

ジオおよび機械室への必大な IW音グク トの送り ・帰りを内包 させた。

乙のため ダデトの点検 ・補修 ・改JJ5が: J 1' 'i i¥i c簡単になったと同時 1( ，事

務主とのi ! ! l 苛は完全 IC成功した 。

ｬ 階ロビー蛍貼りの石は天 Ｑ ，ＧＮ 産｀ ｾィ Ｑ をはじめて試みに貼ったが ， 木 目の

ある軟かい色調は魅力のあるものであった。

2 階外壁はアルミパネルを試1 ' 1して取り付けたが， マスコミI l ! 策のダイ

ナミックな感じを表現 したと思う 。

ザR
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ラ ジ オ 熊 本 放 送 会 館

熊 本 市

設計 野 中 建 築 事 務 所 野中 卓

施工 鹿 島 建 股 株 式 会 社 九 州 支 庖

No. 2 ス タ ジ オ 入 口 lii¥

玄 関入 口より交付カウンタ ーを望む

玄関ホ ールより見学者用階段を望む

T  V ス タ ジ オ 部

叫、 : プ ラ ス タ イ ル llli

ぼ ド リ ゾ ー J レ i砧

天 )1' :  ;{j 孔三井ボ ード， V PI!).: 

H  

R. di 。 ス ヲ ジ オ 部

J，li ラ パ タ イ ル 貼

虫 ロックウ ール下地，スリ

ッドベニヤおよひ'-l i イL三

井ボ ード ，V PI!).:f.t 

天 )1 カラ ー ， へツゾ 4 ンクロ

ース貼お よひ';{ j .f L三) 1ボ

ード， V P  吹 H 一 部ア ー

トモザイクタイル陥

上 l 階 No. 3 スタジオ( ドラ マ用) 下 l 階 No. 2 スタジオ( 音楽用)

2階 テレシネ室内部

27 



ラ ジ オ 熊 本 放 送 会 館

3 階

1. 一 般 事 務 室

2: 階 段 主 ホ ール

3. 女 子 便 所

ＴＮ Ｙｊ 子もｾ 191 

5. i品 沸 主

6. 社 只 休 徒 主

7. ｐ ・ ｂ Ｇ ｘ 交換ｾ

8. P ' B .X ラ γ ク

室

9. 氾 池 宝

2  階

1. T V ス タ ジ オ

」二 部 吹 抜

2.  T V ス タ ジ オ

ｍｉｉ 翻ｾｾ笠

3.  T Vスタジオキ

ヤ γ トウオ ー ク

4.  T  V 廊 下

5. T  V 現 J控 室

6. T V 主剥惣: ; ，:

7.  No. l l スタジオ

8.  N o.12スタジオ

9. テ レ シ ヰ 主

10. フィルム縦県宝

11. 7 イ Jレ ム 自 動

現 { 生 機 宝

12. ス チ ー ル

現 倣 lfff 室

13. プリ ント 附 室

14.  ｾ｛＠ 学 者 m廊 下

15. No.  5 スタジオ

16. N o.  6 スタジオ

17.  No.  5 スタ ジオ

日11 調 整 3:[

18. No. 6 スタジオ

/tI tJ 潟 盤 出

19. ラ ジ オ 中 継 室

20. レ コ ー ド ・

ライブラリィ ー

21... レ コ ー ド

r: ニ タ ー

階

1. .11:: if lI !，; 1見i

2. 去、| 児ホ ー ル

3. ロ ビ了

4.  1喫 ノ"、、， 'i {  

5  .，走 J - j カウンク ー

6.  T  V  III ii凶 名

i!.ι r  f; 亙i

7. rt 事L 司王

8.  T V  ( No. 1 )  

ス タ ジ オ

9.  it w  

10. j ) メラ町内Ilj);*}' .j{

I し 大道具合J O I i

Ｑ ＲＮ 辺 ｊｾ {五 位 主

13.  k 千 1誕 191

14.  !J J 子 似 J 9i

15.  m 討 ｉｾ ＺＱｾ＠

16. ラジオi J l i)i( .1'i 

f 年
eノ1L1  

五f

17.  No. 2  ( 音波!日)

スタジオJ i i r 宝

18. No.  2  ( 苛烈!l J)

ス タ ジ オ

19. No. 2 スタジオ

I副l 泌 魚 沼

20. 合 J.Ji 

28 

10. 会 長 室

11. 社 長 室

12. 専 務 室

13. 常 務 室

14. ス ポ ン サ 一室

15. 廊 下

16. 応 接 室

17. 文 占 室

18. 屋上低闘( 芝生〕

19. パ ル コ ニ ー

22. テ ー プ

モ ニ タ ー

23. :()- JOIl 

( 将米スタジオ)

24. ラ ジ オ 現 業 京

25.  F M主 :l B 'L:i，:

26.  A M主 制 政 五

27. ラジオ小スタジ

オ( アナウンス

- ブース)

28. 前 五

29. IFr 主 廊 下

30. 技 術 工 作 主

31. 合 )!I': 

32. カ ッ タ 一 軍

33. エ コ ー 宅

34.  No.  2 ス9 ジオ

上 i耶 l次 tJ<

35. No.  3 スタジオ

上 部 l次 抜

36. ダ ク ト ・

ス ペ ー ス

37. 宿 u'i 当f

39. 予 {崎 五f

39.  ＺＺｉＮｾ巧ＺＱＧ＼ ｾ，＠

ＴＰ Ｎ 女子色ｾ J9i  

41. Yl 子 民 所

42. 泌 沸 ョι

21. N o.  3 スタジオ

Ii U  五f

22.  No.  3  ( ドラマ

111) ス タ ジ オ

23.  No.  3 スタジオ

IJ!j .l 'd ＧｴｲＮｾ出

24. No.  4 スタジオ

( ナレー ション

- プ ー ス 〉

25.  /{l J  当f

26. 合 w  

27.  '. j  持1 i { 

28. M ｾ主州政当 ｊ

29. 外録段I . x 主

30. :(r トj(

31. :(r J.J l  

32. 交配: 日 般 市

33. ポ ン プ

熱 交 換 石

34. プ
Jレ

35. 以 外 { 副 所

36. 以 外 it JOIi 

37. ガ レ ー ジ

38. パ ー キ ン グ ・

ス ペ ー ス

In l l l l l l l l l l l  
4  8  12 16m 

L I  U J  

@  



熊 本 市 立 体 育 館

熊 本 r!J

設計監理 熊 本 市 建 役 部 建 築 課

内 藤 盛 築 事 務 所

路 工 九 州 強 位 中 央 情 同 組 合

所 在 地 熊 本 市 11¥水 町 今 744 帯 地

工 JgJ  n  I別 府I 3  2 年 1 0  JI 

雫 附 和 3 3 年 8 JI 

主主 坪 1. 4  0  0 けー 延l ' J ' 2. 2  0  0 汗

工 1'( 122. 000. 000円

構造仕上 小J;;! ダイヤモンドトラス ，屋根ス

レート 11' . そ の他鉄骨鉄筋コンク

リート i世

外部(1:上 11:時間 スクラッチタイル

，)lり ，玄関姐り テラゾー張り

その他 人造洗い出し

内田l仕上 フロア桜フロ ー リング

111り. J<J I o，，J 、1; 板張り! 静電E

*JII およ びボードゴ民り

収 容 人 口 扱大 1 O. 0  0  0 人

29 



ｾ匙

1

2  

30 

興 紀 相 互 銀 行 本 田

和" 伏 111111

設計管理 株 式 会 社 富松建築段計事務所

j1[当 iJ' 、円 作 一

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

l  1氾11 }スl J  寸市I 打伊1 ;，帳宇 f氾11 }ス[ 拘 Jパt 会 4剖

給排水神術 Ｑｾ 生主 ［コ工 ＱにＺす市 ｪｬ 下 伺

事笠ｾ 5気t 湖有和1，設;没2耐耐備ii 大 1，成J正&A池n，;流世付干株kわJパt会判 ‘没止削悶部l  

也E所rr 干在'E J地也 柄和1 歌 l  け山1，市八? 市I昨干丁 二 r帯r J地

Ij  

3  品胤I 1悦提 拶鉄、 I汗;r 鉄 筋 コ ン ク リ 一 ト "白

地 下 1隣 地 J: 4 伊『

ｾ雫而 ｨ Ｇｦ 189. 38li '  延846.82汗

1. 外 観

仕 上 キャストストーン及; f ilTI 磁 気 タ イ ル

IJ 河 口 四 日 廻 り 本 石 本 !i守

2. 客 ，留

イ J レ

関

， ， < ゴ ム タ

3 本 社 玄

3  

rド テ ラ ゾ

ｾミカゲテラゾ

天 )1' :  7  ) レミ ， シ ー シ ン グ プ レ イ ト

カ イ グ ン ・ リ ノ タ イ ル お よ び テ ラ ゾ ー

.  .  

-.  



Ｙ 世紀 中日互 銀行本 ｊｲ ｬ ｾ

4  

4 営 業 室

11， ノ !J イ J レ

腰 。テ ラ ゾ

刊で f註 j 也 ス、 f.t 

天 )f 了 J レ タ イ )1〆

tt : -1ゐ行 G 5 お よ び イ タ リ 一 院 大 }ll[ fi 

5. 大
4  冨

議 室

11、 ノ タ イ J レ

ｬｩｾ＠ コペンハ ゲンリブ ｊｴ び ｾｬｊ 也ヰリ ｦＮｴ

Y、)1 ハ ン チ ン グ ヘ ニ ヤ の 上 ク ロ ー ス

6.  19: 員 室

11、 ノ タ イ J レ

liI: : Jli j 出 J千 f.t 

天 井 ア コ ー ス テ ァ タ ス

7. 小 会 議 室

Hミ リ ノ タ イ J レ

.1，'空 ・ク ス

ヲ<11 ア コ ー ス テ ッ ク ス 5

6  7  

31 



32 

n

H

U

 

H

H

ν

 

::/t 
ロ

r  

T  

"i h守Je t γ r

J 〆j 、{lIl Lノ'，"<:.

設計監理 品 川 建 築 事 務 所 福 井 事 務 所

lll 

施 工 清 水 建 段 株 式 会 社 北 陸 支 底

所 tE J世 知 fl 県立i ;1' /11; ，"1  JJ 江III[ 刈 11¥

lJl 'U也市if¥'! 7， 5  0  0  Ji' 

l.I!寝ITIiW 5  9  7， 5 坪

延 町 1，0 9 8 同'

初 出 木 山 一 郎 鉄 筋 コ ン ク リ ト法

2 隣 姥，一 部 地 下 l 階

コ ｐｬｴ 起 ｉ 占 ｈ 円 ｦｾ Ｑ 3  1f 1'  1  1  )J 2  8  11 

峻: r : II({ T11  32 午 7 )1 3 1  11 

告: 可( l k 3 4 京

設 計 者 の こ と ば

政府TE録同際観光旅館の品位と凪怖を fil ち，

しかも I"IJ 'を広く大衆 1<: f) ll 欣しようという胞主

のMI のもとに ，大 火i去の日1m: 与の，; VI をすす

めました 。 第 ｬ ｊｾｬｲ Ａｩとしては ， パプリッタ Ｑ＼Ｚ

it : i t . ' t をさいた結果，延 1，100 門' の '1' 広大小34の

主: 五をとった 1<: とどまりました 。 乙れが逆 Iζhi [

与の特色ともなり !BI の抜けた大らかさは ，;"ibit 

以 Ht 肱而!wt. のモ百にふさわしく ， 5，000 伴の川

ｵ の大陸邸 Ｑ と相 ｬｾ って ， 浴ＧＴ￭ト Ｑ＼Ｚ あたかも深々し

た良附了 lζ 腰かけたようなやすらぎをりえたよ

うです。 E じつけ ，てらいを tJI し，あくまでゆ

ったり ， という方向 を n指しました。

It. W特イi の降雪，冬! 日|を挟んでの 8 カJI の工WI

は ))1 < 施 J ". ｾｔｎ ノ主主ｾ設の出ＧＩｽもさ ｅ そでした 。

その伐の ｲｬｬｱｬｩｬｮｴｾｾ 山本 ｭｬ およひ Ｚｾｬ￹｛､ ｅＮ j'{dt4i 日

長l へJ レスセンタ ー， ＱＱＱＱｾ 温泉山ＺｆＮ ｉｾｉ ， ホテル ｭ

＼ｾｲｊ ｪ などの ［ｾＧＧＧ Ｇ Ｇｩ ｲＮｩｦｉＡの ＱＴ ‘験を生かし ， [Ii広;0; 郊 2

WI .Cl i l<: はコンシンの努 ) J をすべく. t . :r: 慾 してい

る的今でとざいます。 ( しながわ〉
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明

j
~

 

円

H
υ 花

1. 玄 関

亦 か く し J l l . j血)

桁 米 松 } ス テ イ ン 喰

ノ、刻化事l 粍 ラ ワ ン )

天 )1 化I! t憾の 1/¥1 リ γ  ン U: J 二

牧 焼 杉 九 よ

2. 1 階 ロ ビ ー

3. 背 面 全 長

4. 玄 関 脇 階 段

5. 外 観 の 一 部

6 大 浴 室

JA: 筑 芥 イi l!( 

4持 H: ! ' u 御 影 li

榊 内 部 モ ザ イ タ { ' ) ; 僚 貼

十1 哩1 本山大 f P.Ti I砧，モザイクタイル貼

天 ，1 リ シ ン { l : J ニ

ー.

施 工 者 の こ と ば

何分芦原復興I . l ! 雫総計 7. 700 I干， その内 14%

をしめる附 IE苧 . - 1 ' i のスタ ート ， そしてゴ-

J レインという珍もしいケースで始った集団組築

の一つである。吋、li r，の ?，:7i は大沢のものでは

なかった 。 ＮＱｾＮｬ ｴ の完了を待たないでの材料の発

. . i ' ，ポコ ，変 則 . ［ｾｾＢ関係のｾ推さといった旅

向' :I.l! 築の特y. tl とが 'I! I/' したものであった 。 乙

れは I'IVE' ;'I C限らない . ， Ｂ ・ 日ｻ復興ｉＮｬＡ＼臣全 ｉｾ のｾ

であった。

ＱＹ ｩｾ 木材 Ｒ ＮＴ ＶＰ Ｑ￯ ( ! f"i U 4I i) . 化相t材とし

ての合桜Ui を除いた欽7ーである 。. Y! i l . l ! 材の発版

は，一般の木材イ! 敏の比較な どと い った場fTは

不可能なほど，本J : 'li と争1Li: 'l iとの比率を@i i っ

てしまって . { E %の**:JI が検r I : なしには剖!HI 広

場えないほとであ る。それはそれとして . J' ih江

f証明lはわれわれ JiI !Ji 処築界 . I f，i ll としては "NIC

ぷ1' 1; (，の- Ti' IIil! Eであった 。その '1' でも !'IJ IE>;; 

は一方の雄として咲いた美しい IEであった ζ と

胞 主計の再びとすると E ろ で あ る 。 ( 波 〕

亭

2 階

宿

主
府

川
神
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E

E
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平 面 図 説 明

1. ，'1  W 3. トウシャi ¥

Ｒ Ｎ Ｑ 町長 ｉｾ 応持直 4. 可)l 務 ｾ＠

o  j rn 

-

34 

西 正 面

玄 関

松 日] 役 場

愛 !必 LC1，

股計監理 後 藤 建 築 事 務 所

施 エ 清 水 建 段 K K 新 居 浜 出 張 所

所 在 地 愛媛以j . ' ，J 弔 1郡 小 松 田I

ｊｾ ｉ＠ 11 昭 和 3 3  ij'. 4  !'! ]1'1'r 工

昭和 ＳＳ ｾＱ Ｇ ＱＱ ｽＱ 唆 工

続 校 1階 105.583坪 2 陪 114.054坪

rl' 2  fI!'i 13.96門， 11¥1，( 4f1' 

合 計 240. 597汁ー

hYi 「古 鉄筋コンク リート ［ｾ Ｑ Ｑｾ 主席 棟 。 スチ

- J レサッシュを( ! i : } I f 。外部人;白洗

IJi およびそルタル，エマルリシン

ｦ 十 上 。一部 附下 Ｇ￭ｾ ｉｃ 鉄 ｔＺＨ￯ 乱 ｩ［ ｊ ｾ り

玄関制りＡ仏 ｉｅｉ 品ＩＩＮび本 ｊ ｦ ｾ き Ｇｭ り 。

小 松 町 役 場 の 計 画 に つ い て

乙の役場は町村合併 IC よる ，)j- j lij でJ J l 1: ' mr と腿

，11村を合む町とな ったため，役 場li' 1:'を wねた

民会所IC も快うも ので，収私人nは 500 人 ぐら

い。 しかし m1 : ' の乙とで一人川の附子など1止わ

ない1'iW)， でよい 。集会所 に， また選挙 IC，また

小型の映画もできるよう ，婦 人会の 'Il 会 IC も担!

と，なかなか iJ 文は多い。 このような主'I rI:は ，

rn合 町 ICは多 も、かとも 1!! ，われる 。 '1f() 也は ，i主に

li 鎚の11，舵 ICfcl かれた jji! ，oi は 3 キロぐらいで，

瀬 i '内海の静かな鼠色の見えると ζ ろで J;l 色の

よい場所である 。 1fl !キは ，mri 吐助としての一般

・Jl 務室および公衆市1，111納五 . mrr主主 ，占wを

H け，一 般i町民の利ml Cよいように ， また外米

のための便所を内 部の r. と 1伝川にした。

u持は ，議会関係と大ホー J レ， ζ れは目指場IC

も飢い ，一般照会 IC も( 止ぅ。

ｦ 汚岳 ｬ は ， 消防の見張り所を ｉｾ ねて ， 内 Ｑｩ ｬｩＩＧｪ T  

Ｇｽｬｾ りにした。

7. 'J)J_ 池 9. 放 送 宅 1U 昆 長 虫 13 大 ホー ル 15. ステ ー ジ

8. 111 納 :;i 10. 交 換 前 12. 委u会 不 14 位 京 16 通 路

2 階 平 面 図



内，

明 顕 寺 ( ，1，号 藤 城 l上，)

山 主 rlT

民ｾ築場所 応 根 県 IH m 市 今 市 町

住 職 鈴 木 11: n  

設 計 監 ｾｕ 板垣 ｊ ｾ ｪ十 Ｇｊｬ 務所板垣刻一

照 明 間 m 耗 訂

彫 刻 山 本 博

施 工 株 式 会 社 団 山 組 岡 山 作 l I i

1金城山 IJi J顕' Ii 'は ，元疎白山と号し ，浄土真宗

IC属 L . 鈴木源左衛門尉震幸( 紀州和歌山藤胞

の1 J 1 . 1 C住める武士にして，仏門 Icj;} 仰Jf(.く ，本

願寺派 Icifr 民し ，智J¥tのt. 将石山合 Ij 虫の市師)

の嫡男教宗法師を ＺｉｦｬＩＮｾ として ， 日 ｮＪｦ 相承 Ｔ ｊＧ￯余

年の法士 Ｑ を護持する伝統の山紡あり ， 後 ｉｾｉｊ ｉ ヨ Ｓ

j金主松平不味治卿の信心あっく . ill 号を改称し

藤城dl と称えるにいたり ，以来 2 百有余年の歳

月の流れとともに ，主字の腐朽甚しく . ｾｗ ｩＡ ｊ 恒

人七百忌記念事業として，纏従総x ! ; の決議とな

り ， ζ ｉＺＮ ｉｃｾｾ 匹の悲願を達成するにいたった 。

寺院経営の近代化は，法要 IC. 布教 IC . また広

く一般地域担会人の会合 IC週合すべく ，ふさわ

しき 寺院の形態を黙えたものとして発足した 。

建築の外観を通じて，真宗派を表現するため本

堂上層階 IC位する法浴の外周四而の 中心部 IC阿

弥陀如来仏の湿土を彫刻する ，すなわち正而 IC

聖観音菩 敵 ， 左而 ｉｃ 勢歪菩 ｉｾｴ お而 ｉｃ 文明ｾＭｧＮ目指

背 面 IC普賢菩敵を配 L . 1抗の頭部7・7銅の宝珠は

避雷針の水煙 IC擬したるものとともに ，優雅と

荘厳を加えている。

主n築 而 杭 2ωm"  

床上延而W 330  m"  

ｬＮｾｦｊさ ＲＲ m 

工 ｊｾｊ 1958年 3 月- 1958年10月

主体構造 鉄筋 コンクリート 浩 Ｓ 隣ｾ Ｎ 法 ｊｬ ＼［ｊＮ ｩｬｩ

部の ＳＱ 珠は Ｉ ｉｊ ｾ 銅製を載也して迎 ｭ ｾＱ

をmff う。

外 壁 モルタル塗り . T ，f， ロリシン (1 色ス

プレ ー

外

や.

件

内 壁 : プラスター塗り ，れ裂セラス トーン 玄

巾木人造石田f出し

外 ｐ ｬｩ 床 ・ プラスタ イル貼 ， 内 ｾ ｉｩｬ 草木板陣フ ロ

ーリン グ一部担蚊き

夫チ ＱＧＺ 外 ｾ ｉｩ 三チ Ｑ 吸音板 Ｇ ［ｦｾ り ，内 ｾ ｉｱ Ｏｬ み ｬ げ

三つ式，折り上げ栴天"1事塗令1 ni丘

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

観

A  

I則

函露翻

上 lよ 問

下 内 F'¥i 正 而

陸選謹調醸璽誼
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審 査 概 評

審 査 委 員 長 佐 野 正 一

段 計 要 件 S K (OC I-l BO O K  

a. 敷 地 駅 前 の 敷 地 ( 任意想定のこと)

b.  建築の面積 3 0 m
2

以内

C. 規 模事務室，休憩室，便所，湯沸場など

d. 構 造 不 燃 構 造 で 平 家 ま た は 2 階 建

待作会は/ l R和34年10月 1 n午後 2 時- 6 叫にわたって，佐野市在委nn. 足立，

北町 ，恒川 . 111中. rilll ，長沢， 二保科帯 M l の1m品を得て， 本会 4 ｾ耳ＧＱ Ａ 会 ｪｻ に

おいて ｉｉ ｉＡ官 ＱＱ した 。 本年も Ａｴ 海道から脱山ｾ Ａ［ｾにわたる全国の工品より ＲＴＱ 主 ・ ＸＹ 点の

比、募門品があった 。 蒋査方法は 1i f ' 米通りの定選びを行ない， 約 3 分の l t1. l([ の( ' f

川，を残 L それより投票 ICより陥同、市l ' i を進め ， 入選作品10収を選んだ 。 入選作

品についての存在日各位からのど批評を要約して作品の項 IC拘載した。

どく身近かな題材が課題になっていたのだが， 機能の理解が案外むずかしかっ

たＧＮＧ，ｾがあったのか ， 応募作品全般に口 ＱＱＱ な泊形が抑制されているように見受けた。

i j ! 物としては小さくても ， 公衆の悦泊上も . P Bの( i . 在の無コのQ: 味からもな

ICか光った設計がほしい。 何 時 IC郎ili 生活のコムミュニティの- f i ! としてデザイ

ン」ニ引置すべき E とが多いのである 。 応募規程ではとの点の条 rl をあえて内紙に

しておいて白山 ICQ:、慾 のあふれたt J ( 裂を待ったわけなのだが . irt 憾なが ら' 111c 郎

ili のパタ ーンとして処理されてし まっているのが大半でj則的外れに終った。

' 晶子rの結* は偲健 ， ｾｾｊｾ なｪＧｆｊ，ｬｬ，のものと ， 平而形式その他で従米の型から脱け

/ 1 ¥す努力のあるもののニ傾向が選ばれたが. iFI  I'i lCは平凡があり ， 後r，"ICは殿能

上の欠点がつきまとっていていずれもど乙か満足できないものが残った 。

制悶の伏ｪ，ｦ［ ｩ Ｏｃは今一段の努力と Ｚ ｲＮ ｾとがあってよい。 透観図では入 ｪｾｈＯｆ ， ｬ 山では山

上1t . 柳 瀬 Tt. 他 は一寸お! fH であって， 選 IC もれた1 ' 1品のプli fC心ひかれるもの

がいくつかあった。

フロアレベルが日床である ι とは災 ｊｉｉ 上支障 ｉ ｃ なるが ， とのれの良い ＮＱＢＮｾ は τＱＧ Ｎ ￯ｦｬｩｊｉＢ ｪＡｊ ｩ と

棉足 ｩ ， ｾｉＢｔｉ ｾｩｬｃｩｬＮ ｑＢ Ｚが行きとといている ζ とにあると旦 Ｑ われるので ， たとえフロ了レベルが

地平 IC降りr - mがなくなっても作の良さは大して変らないだろう 。

名 古 屋 市 立 工 芸 高 校 2 年 大 野 義 輝

36 

ザ‘



4、

.  
.  

φ  

なかなか述者な図面で，' 也匠も !l f ましいものだ 。平 面計画も 191快であるが，

図面上の均斉感というか尖月l を超えた対P . U!I' !IC 1 : だわりがあったのではない

か。悦 i9 i や湯沸場がひどく立派だったり ， ドア の配抑lが劃一的な点を指摘して

おきたいと辺、う。なお内自1から外への見逃 しの点は似! l 1 J 材料の選択の上で工

夫がほしかった。

神 奈 川 県 立 神 奈 川 工 業 高 校 3 年

ｾＧＭ ｾ一一一一

山 上 i青

円if3の平面をまとめようとすると ，ζ ういうあまり大きくない

面前のものでは盟の 1111而l が:ft¥!躍になってとかく 無駄な，; o，: ll i I がで

きやすいものだ。' ，fi J' rする制| では それを巧みに 解決した円) f 3 の

錠系を心まちにしていたのだが， 成功作はなかった 。 乙の1 ' 1で

は ｐｬＩ ｦＳでの処Ａｾの困難の点を ｬｙ 珂 ｩｬ｣ 矩 ｩ ｦＳ部分を組合せる ζ とで

解決したものである。 それだけに解決を不徹底に逃げた、ド凡な

ものになってしまったようである 。 1%1縦の断面はもう少し) f 3

のよいものがありそうである。

徳 島 県 立 徳 島 工 業 高 校 3 年

大へんうまいものである。 一本柱による l別快な 814世と下部のガラスの多い壁面!

とのパランスは好ましいリズムを生んでいる 。 ただ; J < 施の上でとの出掛の排水は

艇がありそうだし ， 底ffi 下のもう一つの屋胤だってとの図而のように簡単な構造

では納まるまい。 そういう細部の検討がもう少しあったらずっとよくなる刊だっ

た。

神 奈 川 県 立 神 奈 川 工 高 3  年 柳 瀬 寧 彦

岡 敬 .es  

/.l -千

9句" ヲえ
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ガラスと 2 本の住による h哲也、である。 十分実現の可能性もあるよいものだ。 し

かしいくつかのm途の迩う宝の笠は1m口の状態も逃い ， かなりヴァ ラエティが多

いのであって， アクセントの強いコンクリ ー トの住と広いガラス而の対照は情 11¥

はよかったのだが， 実際 IC はかなりどちゃどちやしたものになっているようだ。

大 阪 府 立 西 野 田 工 業 高 校 2 年 本

乙れという特徴はないが， 良く練れたプランとQ : I ! [ によって%

のきいた趣告を Ll I している。 構造的には少し緑地があるようだが

大した欠点とはいえない。

大 阪 府 立 西 野 田 工 業 高 校 3 年 日 下 己

平副 ｊｬ￯ ｊｬｊ ｉ は ｊ ｉｦ作を通じて ｬ 詰も使れたものの一つである 。機能がよ く ｐ ｊＡｾｾさ

れ， 色節分の大きさ ，配タIJ ， Ａｩｾの ｉｊｍ 口などいずれも妥当である 。ｾｾする に隊

なのないよ Ｔ 引な作だ 。いま Ｍｴｪ ａ 乙れに迫Ｉｽと郎 ｔｬｩ 倣へ の接近が ｾＡＡＮｉＱＧ，されてい

たら文句なく ｊｉｾ . 1級のものとさ れた ζ とが惜しまれる 。

京 都 市 立 伏 見 高 等 学 校 3 年
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鹿 児 島 県 立 鹿 児 島 工 業 高 校

平凡きわまる 1' 1 であるが，平而， 立而 IC平凡ながら捨てきれぬ叫、の

ある点が買われた 。 各部分の寸法や材料の決定 ICー工夫の洗練が: l J nえ

られたらずっと光った1 ' 1ーになっただろう 。

東 京 都 立 墨 田 工 業 高 校

一つの挺楽としての怠設がある。プランの構成や立国Iζ かなりいい

加減のものがあるけれども ， 都市を芯: 識した上での在り方を; ; m< 追及

している態度は大変結構な ζ とだ。今一つの迫力 IC欠けている のは ，

三 ｦｬｬｽｾ は平面計画上なかなかむずかしかった と思われる が ， うまくまと

めた平而である 。 しかし昼恨の架構 ICは無濯があるようだ。 調11冊目の寸法 IC

は不自然なもの が ある 。 それらをもう一度整理して 三 ｦｻｉＩｾ の干前を生かし

た鋭角的な ＱＱＱｾ の 軽 快な切れ味を発ｴ＾Ａ ｬ してもらいたかった 。

2 年

2 年

手火 回 重 雄

1-

@  

礼 沢 成 治 ・ 富 田 勝 弘

せっかくの良い拶がそれだけに止まって現実感を見る人 IC与えない図

面になっているからだ。

早 稲 田 大 学 工 業 高 校 3 年

永 田 実 ・ 茂 自 昌 昭

菅 家 靖 夫 ・ 篠 塚 八 郎
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土 俗 的 表 現

タク 7ν イ建築が木{ ，i i の時代とはな った。戦前の !liJ tJi:

なモダン建築をしりめに ，まるで土蔵のようにド ッν リ

したものが求められる 。 qJ I乙はチ トどうかと思われる ν

ロモノもあるが，ープJ 日本位ニ宅公団ノリレミ高Ir' i アパ ー ト

のような傑作も生まれるというものである 。 乙うした

「都雅J K 代る「土俗」の表現のもつドロ臭さというも

のは，ライトさんのいい分ではないが，地方色も伝統も

一切合切スチ ーム ・ローラーでならしてしまうような

「生活の ハ コ 」っくりからは生まれなｾ '0  i 辿築芸術の

まじめな研究の本当のキソは，いたると ζ ろの地方 の系

朴な建物 lζ も存:( 1:する 。…・ かかる民衆の建造物は，イ"f

す す ユ ラ ル

よりも土から生まれたものであり l二|然的なものである 。

ー そのよさはｽ ＺＺ［ＺＡｊＺ￬ ＧｾＱζ 密接にむ すびっくとともに ， しみ

じみと民衆の心 lζ 通う 。 もろもろの機能は誠実に考慮さ

れ自然のフ ィー リングでも って表現せられている 。そし

て結泉としてはしばしば夫しく ，かつつねK 教訓的であ

る。」今は昔1910il 二の F . L ライトさんのコトパを ζ 参

考迄 lζ 。 (MM)

人

<<< 

少t

天災は忘れた頃にや って くる 。台風が1l i i l-' お省;刻、にし

ている 匡 ｪ の金言 である 。 Ｈｮｊ処かの凶がＩｊｉ ｣ ロケ ッ トを ｊｉｾ

ばせば，負け じと 一枚 lζ 向'1'の大都市を出現させる 。-l JI'

風が吹き ，宙が地上lζ|咋りるお図柄では驚くに当たらぬ

ととか も知れぬ。だがありし |二11乙竹槍をも って，機銃十111

身! と爆弾のJJ ，¥Iζ 耐えたわれわれを，洪水から守 ったのは

土手に生える 竹政だけだ ったと附いては，皮肉なものだ

とすましているわけにもいかぬ。* と紙の家を姶てて，

欽と石の新j苫K 移ろうとしているわが1J!lだ。家のI.' ，j りも

一つ立派にしたいものだ。r'i 米の! 世火をひもといても，

治水対策を怠 っ て盛えた ｬ 司はなｾ '0 世の為政白も泌を冷

やして考えて下され。

「ラ ｕ 家 ， 竹 ｷｸ 附 ， 地 ￭ ［Ｚ，ｩ￬Ａ ｾＷ ｊ Ｈｉ ζ 安全」

など というのはいただけな い。 (By)  

押 入 文 イヒ

車内屋や引l ' 入の '1' で，いろいろなガラクタの，変l乙徽臭

い湿 っぽい空気をl奥ぎながら ，いつの頃とは知れず積み

上げられた純物を盤Eli していると ，あれにも ， とれにも

不思議と拾て日11 い愛Jつがあって，なかなか思い切って処

分ができないものである 。.(nf 十i lムかのぷ)Jを経 た古道具

ｾｩ のＺｫ周知的自は誠にあ ｅ わしいが ， さりとて ， 古い火鉢は

いつかは客用に役立とうし ，liJ t竿の先の玉は，今使って

いるものの予備に ，戦時 '1-'のrW，:j マスクは子供の玩具に

でもなろうかなどと 三考えていると ，11i :f 1三大相除の& 句 lζ

ガラク タの移動を繰り返すばかりで，ついつい整理をす

る機会を逃がして しまう 。

，'， 道具屋然とした道 ｊｾ を飽えて ｩ ｬ ー を越さねばならない

のも ，J羽j全，納屋ゃれl ' 入が:(f，(Eするためなので，今をハ

ヤリの鉄筋アパ ー トにで もII i.GJI
1

;'すれば，案外さ っぱり片

づいてしまうのではなかろうか一一乙 んな乙とを話し合

つ てはみるが ， 日ｉＡ程大工の辺 ｊｾ 箱や ， 人様からいただい

た記念品，鉢や小皿，おIJ 善のたぐい ，掛'14h，u1.物， さで

はuiL 界}ill¥の始末なとに思い至ると ，コ ンクリ ー トの文

化& 川 ? と押入文化の不がJ 1' i さをfli るのである 。合理的

な文化生日と 1' 1' 人れtt とは ，かくもうらはらなものであ

ろうか。 ( HR)

ガ ス 中 毒 未 遂

三ク) J 程古i] のζ とだが私宅で ) 1 ス'IJ .，U未遂事件があっ

た。t刻?1i宅すると ' 不の '-1' が )1スJ込い。家人 K flfj くと今日

メーターを取り を与えてい ったので，あるいはもれたガス

が絞 っているかもしれないという 。窓などを閉めると ，

どうもますます尖い。柿子 K 上 って天 j l'.ili くのメ ーター

をしらべると ，あまり必くねじをしめつけたので，継目

がねじ切れて;:cがあき ) 1 スが ヒュー ヒュー もれてい

る 。 あわて てｾを ｉｊｉｊ け ＧｮＧ 業所 ｬζ 主主 総し た 。 自転車 ｬζ 釆っ

てや って来てくれ応急処i白がすんだのは 111時半であ っ

た。 “ 工事人はカ・ス メーター を取り替えに来たので，そ

れを取り 十与えればーl必いいのであとのととはあまり "

という修理人のいいわけであ った。c o含有 175ちという

1心 1』のものを光り付けている ) j ス尽さんの仕事に対 する

点的必がこの程l文かといささかt . ' i なか ったが，建築i桁生

を勉強している者がガス '1' ぶと いうみ っともない乙とに

ならなくてホッとした乙とである 。 ( Is)

..'・



座 談

. o.  

=  

建 築 に お け る ロ ー カ リ テ ィ に つ い て

日 時 : 10月22日午後 6 時- 9 時

局 所 : 大阪北浜「北水J

出席者 ( 五十音/ 1民 ・敬称略)

足 立 孝 ( 大阪大学教授)

浦 辺 錦 太 郎 ( 倉敷レイヨ ン KK 営絡部長)

岡 橋 作 太 郎 ( 口建設計工務 KK 常務取締役)

小 JII 正 (KK 竹中工務) ，5 設計部長)

笹 川 季 男 ( 大成建設 KK 大阪支活設計課長)

鳥 国 家 弘 (神戸大学教授)

( 司会)

白 石 博 三 ( 点都工芸繊維大学助教授)

ま え が き

座談会は上 ｉｦｾ のように ＳＱ 時間にわたって行なわ

れ，)ι 己主まは太郎なものに な ったが，それを神戸大学

の島田勝次氏が巧みな編集技術を発祁して，もっとも

興味ある点を摘出して下さった。それにさらに私が加

筆したのが乙の杭なのだが，その結果，出席された諸

氏のど以窓と巡ったものに な ったのではないかとおそ

れている。諸氏のど校閲を経なければな らないのだ

が，発行日まで時日がないので，お許 しを得たい。も

し誤りがあれば，それはすべて私の立任である。

( 司会者)
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中央に対する地方と国際性に対する地方性

白石 今月号は「地方建築特集号J として，地方にお

られる方の作品や論文を集めているのですが，乙れを機

会にして，建築におけるローカリティ( 地方位) という

ものについて皆さんのお考えをうかがいたいと思いま

す。一体ローカリティとはどんな怠味をもっているのか

それにはいろいろな考え方があるでしょうが，その考え

のプロセスをたどってみた上で，地方性というものが今

後も発展して行くべきものなのか，それとも消し去るべ

きものなのかなどの点について，結論が得られなくても

よいのですから，自由 lζ 皆さんのお 15えをお述べいただ

きたいと思います。

浦辺 一般に地方というと，中央があっての地方なの

だが，乙こでいう地方とは世界に対する n本を指すの

か，それとも園内で，例えば東京を中央と考えてその他

を地方というのか，まずこ乙でいう地方の意味を限定し

てから話を進めたらどうでしょう。

白石 私がこ ζ で考えておりますのは，ローカリティ

のすべてにわたってお話し願いたいので，日本の中から

始めていただいてよいのですが，視野は広く拡大してい

fこだき Tこい。

足立 建築においてロ ーカリティが問題にされるよう

になったのは戦前はインターナショナル ・アーキテクチ

ュアの反省として出てきた。戦後数年前から出てきたの

は，中央の安っぽい文化に対するものとして出てきてい

る。例えば建設省の標準設計のアパートが，地方lζ も函

一的にどんどんと地方的特性を無視して建っている ζ と

IC対して，その地方の特殊事情も考えねばならないんじ

ゃないかという形で出てきている。すなわち戦前は国際

的に対する日本的として，戦後は中央lζ 対する地方とい

う形でロ ーカリティが出てきている。

笹川 足立さんのいわれるのも，浦辺さんのいわれる

のも，結局はど乙が中央かが先ず問題のようですが，と

乙が中央かの問題だけじゃなしに，こ乙でいうローカリ

ティでは，その地方の特性をつかまえ，発展させるとい

うことの方が大事なのではないんだろうか。

浦辺 近代建築のインターナショナノレの主張lζ 対して

ローカリティが出てきたのは，その地方に立つインター

ナショナ J レという乙となんだ。その地方だけの特徴をク

ローズアップすると，共通なものを失い勝ちになるんち'

ゃないかと思う。そ ζ の特性だけを見てはならないんじ

ゃなし、ヵ、

笹川 というと，地方性の今後の問題としては，共通

的なものもやはり掘り下げる乙とが大事だというととで

すね。
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浦辺 ええ，関連する問題です。

小川 自然の風土 ・気候などの諸条件が異なると，例

えばコ J レビュジェのチャンディガー J レや，ニーマイヤー

のブラジリヤ，ヨーロッパ各地のローカリティ，アメリ

カの商業主義など，やはり近代的なものをふ£えた上で

様相が異なっている。 ζ れなどを与える乙とが大切です

ね。

鳥回 数年前にいわれていたローカリティというもの

は左翼の国民文学論の焼き臨しで，それをｾ築に移行し

ただけで狭い，もっと広い立場で考えなければいけな

し、。

j甫辺 まず身近かなととろからローカリティを考えて

みますとね。日本で東京は中央窓識がまことに践んだが

その好惑は別として，それに対して京都は地方で，田舎

だとか都風だとかいわれているが，私は京都は中央だと

思っている。

白石 いや現代における京都というものは，地方K 追

い込まれた悲哀を味わっているので，昔の中央という意

識は少なくなっている。今では京都人はインフェリオリ

ティ ・コンプレックスをもっている。

鳥田 今の発展は明治の文明開化以来のものなんで，

東京は日本の国際的立場におかれたローカリティをその

ままもってきている。自窓識という函からみると，京都

は地方ではなく. 東京の方が地方的でしょう。

浦辺 木造建築では，材料の点からも空間処理の方法

の上からも，京都は地方ではない。

鳥田 京都は日本的なんだ。日本における中央は京都

にある。

白石 しかし現代的な意味での発展性はない。

笹川 そう，京都は歴史的にも日本的ならのの代表者

だが，現代は必ずしもそれが発展してし、かなし、。そ乙が

面白いところだ。

浦辺 しかし京都のボ聞に対して守帝京l. t 今でも田舎

問だ。( 笑声)

足立 京都はなかなか京閣を姶てな L、。そ ζ l こ京自，1¥人

の底が見えるような気がする。

笹川 東京は外国の採り入れに懸命で，中心となるも

のがわからないが，京者j ) には口本的ローカリティといえ

るものをちゃんともっている。

浦辺 外人は京都IC 日本のローカリティを比11' ，してい

るが，東京には発見しない。

足立 しかし京都は半面，観光都市としてローカリテ

ィを売りものにしているという意識があるから，コンプ

レックスを感じるんだ。
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京 都i の 晶 る 民 家 台 数 の あ る t 蔵

鳥田 京都は国際的に日本的だが，: J ャポニカという

もので浅くしか理解されていないといううらみはある

ね。

小川 だが京都のローカリティは日本的なものとし

て，世界のローカリティとして大きく評価してみられて

いると思うんだ。

鳥田 昔のヨーロッパにおける北欧のローカリティと

いうのと同じように地球における京都になるといいん

だ。

小川 その意味では京都はすなおに評価されていると

もいえると思う。

白石 しかし今の京都は過去の遺産や伝統の食いつぶ

しをやっているだけで京都のローカリティにはヴァイタ

リティが乏しいでしょう。

浦辺 もちろん伝統をそのまま保持しようとすれば，

亡びるより仕方がない。それを新しいプリンシプルに乗

せなければ駄目なんだ。京都に残っているものは，部で

あったという側の力でもっている。

白石 そ乙でローカリティというのは，一般γ どこか

で，伝統とつながり，歴』炉、的なものであるといえます

ね。

足立 確か! ( 現在地方文化で取り上げられるものとい

えは，踊りだとか民謡 ・漆器などの古いもので代表され

ている。そして案外地方で行なわれているサークノレ活動

などの面はお留守になっている。未来の可能性は，価値

として認められていなし、。もっと乙れからの時代には，

可能性の方lζ 目を向けなけれはいけない。京占sは過去の

保存に自分の価値を見出して，乙れから生み出すことを

忘れている。昔はインクラインを造ったり， U 4 : 最初の

市電を定らせたり‘ 意欲をも「てどんど‘ んやっていたん

だがね。

鳥図 京都は日本の大急ぎの文明開化で取り残された

が，それは僅か一世紀聞の乙とで，乙れからもっと前向

きの盗勢でとらえられないか，という乙とも考えてよい

と思う。

足立 他の都市では震災や戦災で過去からの脱皮の機

会はあったが，京都はそのチャンスもなく，過去の重み

をやっと持ちとたえているんだ。風俗史の本を見ている

と，震災後洋服の利用がふえているが，京都はそれがで

きなかっTこ。

小川 しかし一世紀閲でもう今日の東京は行き詰って

いる。日本の国際会議場を京都K するという乙とは，政

府自身が認めている。日本圏内よりも国際的世論がそう

なってきているんだ。京都は乙れから大変なものになる

と予想される。 1霊前世宮は日本建築のメッカとして国際的

存在となっているが，いずれは崩嬢する i革命にあるし，

またあの帝国ホテノレをあのまま残せというのはあの位置

では将来ナンセンスだ。その意味で過去のもので京都を

語るとすれば消極的ならざるを得ないが，それより別の

意味で京都は問題の上地K なる。われわれにはその窓味

で興味がある。

笹川 白石さんは京都lζ 往んでおられながら，どうも

弱気だが( 笑声) ，そのローカリテイが国際的なものに

なってきている。

浦辺 日本の木で造られた建物が，国際的 f( も完成さ

れたものであるからなんだ。現代建築の立ぬから木造を

どう評価するかが問題になる。

足立 だが昔は京 ｬ￭￟ 文化が地方のｾ家のすみずみまで

脈打っていれが，現代はそのように脈打っているものが

取しであるかとい弓ことも問題でしょ弓。
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|  末 端 的 地 方 性 と 対 立 的 地 方 性

白石 京都について大分話しがはずみましたが，今ま

でのお話では，世界IC対して口木がローカ リティを持つ

場合，京侃はその代表だという乙とだと思います。そ乙

でローカリティというのはインターナショナノレに対する

特殊なのか，そうだとするとそ乙に共通航念があって，

それに何かプラスか 7 イナスかしたのがローカリティな

のか。それとも個別的なものが並存する一つ一つがロー

カリティなのか，それ lζ 加えてローカリティの; 立味は，

過去と現代では変ってきているのかなどの点はどうでし

ょうか。

鳥図 ヨーロッパ中世以降ではローマン ・カソリック

が中心にあって，それがtfi 函なんで，そのインタ ーナシ

ョナルが北欧へ行くとデフォノレメされて，地方性がl 1 l て

くる。文化幽が隔絶していれば，J 1 l l 方性は問題にならな

い。例えばヨーロッパ文化に対して忠告I i は全く異質で.

ローカリティとは l 、えない。関述されるものの中で普通

性と地方性ができてくるんだ。

白石 鳥田さんのお話では一つの文化圏の中 l乙中央対

地方があり，中央がデフォルメされて地方が生まれると

いわれたのだが，現代のようにインターナショナノレな一

つの世界になってくると，乙の問題はどうなるのでしょ

うか。

鳥田 今1立西欧と東洋で異質なものをぶつけ合わせて

いる段階なんで，もう少しすると i片いヨーロッパでのカ

ソリック対北欧というようなノミランスが新し く地球の上

でとれるようになる。ヨーロッパ文化悶のなかではイン
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コルピユ ジエ ・チャンデイガールのm祭

ターナショナノレだが，他へ行くとまだL、まはその過渡期

なんだ。

小川 ね閉さんはローカ J レを過去においては中央!こ対

する末端と解し，今後は異質な文化圏のぶつけ合いにな

るといっておられるが，文化圏の問題よ りも現在は経済

圏に関述 してロ ーカ J レがあると思う。経済閣の拡がり で

共通性が拡大する。建築K ついてもそうだと思う。

岡橋 正112裂を文化の中心という面からみると ，経済 ・

政治 ・社会 ・交通などすべてがからんでいる。いままで

はその商からの話であったが，建築を物理的にみると ，

E主築はその上地土地に定若しているから，その土地の気

候 ・風上などの自然的条件ーによってそれぞれの特徴が出

てくる。

鳥図 そういう諸条件で建築は変形されて， ロー カリ

ティが/ . I . l てくるんだ。

白石 ， ｴｾｾ 回さんがいうように普通的なもの，共通 的な

ものがもとになって変形して行ってロ ーカリ ティが出て

くるものと，それとともに共通的なものがな くてそれぞ

れが個別v対立するローカリティもあり得るんじゃない

かと思う。例えは英語 ・仏語 ・独語というような対等な

立場にあるローカリティもあるんじ ゃないですか。

小川 確かにアメ リカあたりに各国の建築のデザイン

が集まるとすべてが選手で，ロー カリ ティなんだ。アメ

リカの建築雑誌の編集者にとっ ては，その選手はみな対

等l乙ローカリティの表現だ。

浦辺 インターナショナ J レの理論が生まれるまでは，

すべてのものは対等じゃなかったかと思う。今の理論は

その普遍性lζ 対する特殊性を認めようというのだ。 工学

技術の上では一応世界は共通の地盤の上に立っ ている。

その上lζ 風土性が加わる。
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土地がつくる地方性 と 人 が 生 む 地 方 性 |  

浦辺 そのインターナショナルの主張は手工; R 的u築

から工業的建築へという乙とだった。工業と建築とがピ

タッと結びついたんだ。それが膨脹して，ローカリティ

がナんだん縮小されていった。その典型はアメリカだ

が. いまアメリカは手工業的なものを求めるとい った矛

盾のなかにある。しかし工業的地盤を乙わした ら話にな

らないんで，とにかく建築的設備がどんどん発達して く

ると，ローカリティはどの辺で残るのかというととにな

る。またコミュニケーションが発達し，飛行機がどんど

ん飛んでくると，例えば北欧と日本の聞の距離感もなく

なり ，ローカリティは薄らいでいくね。

鳥図 建築文化はまず物質文化だから，一応同化して

いく。

浦辺 建築は人間精神の物質化されたものだからね。

ただ最後には精神が問題K なるんだが・・・・。

足立 簡単にいえば，日本でも外国と i儀式の似たもの

はどんどん建っている。現実の日本ではローカリティと

いうものはなくなっ ている。そのなかで日本独特のもの

がどうなるのか，残るのかどうかという乙となんだ。

小川 その点で，現在はもうインターナショナ J レの段

階を通り越している。例えばコノレビュジェがチャンデイ

カ、ーノレ lζ 出て行って，その土地のローカリティのなかで

デザインの解決をしているし，スキッドモアの最近ゃっ

たプラッセルの銀行も，その土地lζ 合わせて曲がりなり

にもローカリティを出している。またミノル ・ヤ7 サキ

も神戸の領事館で日本的なローカリティを出そうとして

いる。それらの是非は別として，建築家はローカリティ

をそれぞれ解釈してや っている。入閣がその土地l乙動か

されているわけだ。

鳥田 小説家がその土地へ行って糸材をつかんでやっ

てるみたいI r . ，建築家もなってきた。

小川 建築家はその土地ｾＨ ，将机の駒のどとくに動か

されている。そういう現象だと思って興味をもってみて

いるんだ。

鳥田 それはど乙でも創造力のある系材を求めている

、という芸術怠識なんなろうが・・

浦辺 建築は純粋に工業じゃないんで，コンクリート

は位界の共通材料だが，工業生産ではない。日本のコン

クリートはクラフト的だし，ネ J レヴィのはもう石になっ

ている。コノレピュジェのコンクリートはまた巡う。同じ

コンクリートでも巡うんだ。

小川 それはローカ J レの技術の問題だが，現地のレー

パーの問題でもある。コ J レビュジェのチャンデイガール

のコンクリートは犯のようなコンクリートだ。それを否

応なく使わされているのか，うまく素材として佼ってい

るのか知らないがね。

白石 するとロ ーカリティが出るのは，建築家K よっ

てではなく，その土地によるという乙とになりますね。

浦辺 しかし工業が発展して，飛行機でコンクリート

を迎ぶという乙とになると，みな同じものになったち

ゃう。( 笑声)

足立 技術的な点から似たものが述つとなると，ロ ー

カリティの現われる問題は，やはり平均化されたものに

対して例性の尊重が出て くるので，その個性のなかにロ

ーカリティがあるのかないのかということになって行

く 。丹下健三はどんなに変貌しでも，彼のなかには木ｾｊｩｩ ｊ
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的なものは残ると思う。個性のなかからも ローカリ ティ

が出て くるんではないかと思うんだ。

白石 ノマーソナ リティとロー カリティの結びつきです

ね。あるいは土地に固着しているロー カリティと J l 築家

の血統におサるローカ リティ のからみ合いですね。

[  これ4 瓦 築 の 方 向 と ロ ー ヵ m -

笹川 そ乙で話しがもどるんだが，インド !C科学性が

でて くればどう なるだろ うと思 うんだ。私は しか し科学

技術が発達しても，建築においては造形性が主体と な

る。インドにもインタ ーナショナ J レがでてきた後は，イ

ンド的なものを出そうと意識するものが主体となってく

る。ただ科学技術が発達してくると，ローカリティはな

くなるとはいわぬが，小さく なる面がある。そうすると

- j :1そになるのは面白くないので，バラエティをもつもの

が強くなり，結局心の求める表現が表面に出て くる。ロ

ーカリティも心の対象として出て くると思う。骨子は共

通だが，ローカリティ iζ は楽しみがあるんで，それが問

題化してくる。最近文化人のなかにはロ ーカリティ K 郷

主主をもっ人が増 している。 アメリカ ではペンキの色まで

工業化されて，中間色が規格化されてたくさんでてい

る。そうなってくると，色を選んだり創り /r¥す楽しみが

なくなって面白くないといわれている。

鳥田 勅使河原斉風がアメリカから帰ってきて. r建

築( 立本来技術的なものなんで，すべて同じものになっち

ゃう。当然そうなってくる。そうするとそのなかで，気

持の! 位かさだとかロ ーカリティ， くつろさなどのための

生花は，ますます需要が多くなる」というんだ。そうい

う11日分郎分のなかでうるおいを求めるようになるとする

と，tilt真家としては悲観論で而11 くない。乙の訴は: : t lこ

わかりやすい明快な話でちょっと女JjJGできない。私は建

築に造形性はなくなるとは恩わないが ・・. .。

一同 そうはなりませんな。

浦辺 わかりのいい話なんだが，生花屋さんは困る

ね。

小川 技術を純粋に押し進めたものに ，ジェット機が

あるが目

浦辺 ジェット機は確かに時代の先端なんで共感があ

るが… ・・。

小川 あれは確かにインターナショナ J レだ。各国のそ

れぞれの気候や風土に耐えて飛んでいる。

浦辺 ただものすごく高価だ。建築はとてもインター

ナショナノレ !Cはできないね。( 笑声)

白石 インターナショナノレがあっさりと否定されてし
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まいま したが，とんどの建築の進む道はどういう方向で

しょう か。

浦辺 荘、は工業 JJ く準だと思う 。

小川| それはヒュー 7 ニズムだ。

笹川 それは心の問題だと思う。

岡橋 インターナショナ J レo ! ) 考えの起ったのは，建築

の目的と手段に共通なものが多かったからなんだ。それ

によって失われた人間性の回復が，乙れから大事なん

でしょう。

白石 ペヴスナ ーは，第一次世界大戦前は機械化の方

向の時代で，その後はオ ーガニ ックへの時代だといっ て

いる。ロ ーカリ ティもオ ーガニックの下段と考えてよい

でしょうかね。

浦辺 一応そうでしょうね。そういう転換点があった

と考えてよいと思う。

白石 ヒューマニズムというのは機械に対してで，建

築はジェット機のように ならぬ方がヒュー 7 ンだ。また

ジェッ卜機は土地に定着せず飛び回っ ているが，建築は

定着している。そ乙も大事だと思いますが…一。

小川 確かに動くか勤かないかは大きな要素だ。ロー

カリ ティの底には気候や風土などの自然的条件がある。

各民族はそれぞれの地方で建築に設も快的なものを，原

始的かも知れぬが絶対 !C確保している。そしてそ乙に定

おしているんだ。自然のものが大事な面もある。

笹川 確かに自然な存在の方がよい。

岡橋 うち( 日建) の塚本( 猛次氏) がヨーロッパか

ら絵英世で， r北欧の建築を見たが，日本の新しい述築

もよいと思う。設備などは日本の方が進んでいる」とい

って乙られたが，それはそれで間違ってはL、ないが，向

うは口本より耳は住みよいし，自然のものを大いに利用

している。そうすると迷った答が出て くると思う。

小川 確かに北欧の窓の構造などには頭が下がる。い

かにその風土!と合うように エネ ノレギーを使っているかが

うかがえる。

岡橋 窓は密閉しているのがよいのではなし空気の

流通などできればゃった方がよ 1、。設備をやればよいと

は限らない。

浦辺 機械化も各国閉じではない。サッシ一つをとっ

てみても，工業的といっ ても同じではなL、。

岡橋 例えばジェット機などのように高い空の上を飛

ぶものは共通だろうが，地上lζ 下りて定詰ーするとやはり

巡ったものになるだろう。

浦辺 ジェット機は共通性では最高のものだが，建築

となると最高のものが共通になるといえない。

鳥図 乙のごろではもう「スペース」というとー宇宙

を指している。建築のスペースから地上lζ へはりついて

• 

.  
.  
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ボヤボヤするのは少しがっかりするな・... .。

設 計 態 度 に お け る ロ ー カ リ テ ィ

白石 インターナショナ J レなものがあるとすれば，そ

れは建築の共通概念のなかにある。しかしそれぞれの建

築は条件がi : n うから. そ乙 lζ ローカリティが出てくると

いう乙とになりますね。

浦辺 そのそれぞれの条件の解決方法のなかからロー

カリティがひとりでに出てくるものか，立識して始めて

出るのかの問題はある。いままで問題にしていたのは主

に意識しないで出たもの会いっていたが， しかし乙れか

らは意識して出そうとしている。これも問題になるね。

笹川 作品のなかには伺性の上からいって，体質的に

そういうものを声にしなくても出てくるものと，意識的

にそうしてはじめて出てくるものとがある。後者が乙れ

から発展していく。

鳥図 つまり民謡のように意識しないで出てくるもの

と，作家が窓識的l乙モチーフをつかまえてかl るのと二つ

ある。

白石 過去におけるローカリティはむしろ怠識せずに

出ていたが，今日では意識せずにはローカリティは出な

いので，努力しなければだめだという乙とになりません

か。

岡橋 設計するものの態度としては，しかし意識して

ローカリテイを出そうとしない方がよい。ローカリティ

の要求をつかまえるのは必要だが，それをそのまま表現

するのではなく，一応ローカリティ lζ 現われているテク

ニックをテクニックとして使えばよい。

浦辺 確かに下手なものがローカリティを出そうとす

ると，必もちならぬものができる。

岡橋 ローカリティに現われたテクー y クをまず消化

して使う乙とた。

浦辺 ローカリティをぷ通りするのはし、けないが，そ

の生のまま使うのはどうかと思う。

小川 われわれが大和民族である以上，日本のローカ

リテ ィは習わずしてもっている。インターナショナノレの

ー場K 出れば，それはやはり出てくるものなのだから ，す

本的なものになって出ているものがあると思う。

小川 しかし二位κ はその国がないので，丹下さんよ

り迫ノりのあるものはできない。 Tこだペイなどは逆に支那

人であるという乙とを忘れているので， ミース lこ対抗す

るものをもっているが，民族性というものは，やはりあ

るんだ。

笹川 ローカリティの哀にある民族性というととだ

が，例えば東京は地方のロ ーカ リティの混血だし. 世界

も段身混血で縮小して， 民族意識が薄らいでくる。

浦辺 * 京にはきまったカ ラーというものはないが，

あらゆるものが存在している。しかし本当は何もないん

だ。

小川 それは結局，クラフトをもったものが勝つとい

う乙となんだ。アメリカのデザインはもう動隠してきて

いる。もちろんクラフトや 7 テリアルだけを過伝- すると

いきづまるけれど。

笹川 ' 、衆のレベルがもう少し向上して，ローカリテ

ィを求めるものが出てくると . ローカリティも出てくる

が，それまではまず便利だとか安定性が第一なんだ。

小川 さきほどのジェット機じゃないが，人聞が動い

たり活動したりする限りではインターナ シ ョナ J レなん

で，メカニックな方向だが，人間が休息するという而で

はロ ーカJ レなんだ。

白石 乙れは誠に面白いお説だと思います。確かに休

息するときは，各々さまざまですね。

岡橋 満州で口本人は，畳を敷いて休んだりしたね。

小川 働く家具は大体きまってくるが，休息する家具

はいろいろのデザインが出てくる。そ乙 1[. クラフトが入

ってくる。

浦辺 工業製品はインターナショナルだが，クラフト

が入ってくるのは，工業製品だけでは十分ではないとい

うと乙ろからなんだ。

小川 その工業製品の発展したアメリカの悲劇lは，ア

メリカに休息、や個性がないから なんだ。

浦辺 オフィスはそれでよいが，住宅は能率が目的じ

なおに 出せばよいので，消そうとしても消え な いもの ゃない。

だ。

鳥図 アメ リカの二世のi j ! 築lよ，大体 もっているもの

をそのままさらっと出している。それが国際場裡でその

まま受け入れられているんだと兵庫県庁の光安君がいっ

ているが...一。

岡橋 二世の建築をみていると，日本よりはるかに日

足立 例えばアメ リカの風呂は，スピーディで，プラ

イヴァシーや衛生面が確立 しているが，事務的だ。東洋

の風呂は リクリェーションの意味が加味されている。乙

れは合理的な考察だけでは解決がつかない。社会心理学

的! [ . 研究しないとだめですね。

浦辺 便所にもいろいろローカリティがあるが，結論
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は水洗にいくだろう。だが水洗にはローカリティがな

し、。

小川 便所lこは感伯が入るのかどうかわからないが，

不用のものを出すだけだとすると，水洗便所で・よい。住

宅公団で水洗便所というインターナショナノレを採用した

のは，評判がよいよ。

笹川 それは年令庖で ｪｾ うんだが，若い庖には人気が

ある。その意味でローカリティよりはインターナショナ

J レの方に向う面が大きいのじゃないですか。

浦辺 しかし全部がインターナショナ J レになるかとい

うと . 一隅 K はどうしてもローカルなものが残る。非常

にローカルなものが残っていく。

鳥 図 ローカ J レなものの残っていく畳だけが問題では

なしその質もまた問題になる。つまり生活が分化 して

くると ， リクリェーションのあり方が問題になってく

る。リクリェーションも生活の根から分化していくとす

ると，その質はインターナショナルになるだろう。残り

のものは質的ICは本質的なものだが，やっぱりせまくな

る。乙の畳と質と二つのバランスを考える必要がある。

足立 人間の単純な行動はインターナショナ J レの方に

行きやすいが，住宅のファクターは複雑でなかなか… 。

白石 それに歴史的要素が反映してきますからね。

足立 人間の生活のなかには，変るものと変らぬもの

とがある。生活で一審基本的なものは，絞るという行為

だが，乙れは変らない。作業は流動していて変る。基本

的なものは子供の育つ状況のシチュエーションや潔墳に

よって異なっていて，同じにならないものとして必ず残

る。大きな変る函ではどんどん移り変って同化していく

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌

建築技術者と材料業者の必読書

建 築

雑 誌 材 料 と 設 計

建設文化社

毎 月 1 日発行

B 5 ￥100干共

全国ｾ庖で発売

本社東京都文京区小石川町 1 - 1 電 話 ⑨幻39

支社大阪市西区西長招1- 5 四ツ繍ピル電話⑧9200
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けれど。

白石 人聞の生活を作業と休息に分けると，作業はイ

ンターナショナルの方へ，休息はローカリティの方へと

いう乙と K なるね。

小川 ローカ リティの残るのは消費面なんだ。例えば

帝国ホテルで日本料理がないというのは馬鹿げた訴なん

だ。そしてそのローカリティはますますデラックスにな

る。デラックスとローカリテイが乙れから結びついてい

く。

白石 その面では，ローカリテイを意識せねはならぬ

のですね。

浦辺 いままでローカリティは程度の低いものとして

考えられてきたが，ローカ リティは段々高級になってい

くんだ。デラックスにおき換えられていく。クラフトな

どは高価なものだからね。

小川 それも消費面の高さだ。段々高度のクラフトが

要求されてくる。

白石 最も非生産的な面IL最もローカリティが出るん

ですね。そのロ ーカリティを維持するにも大変な金がか

かる。

笹川 地方へいっていつもと巡った景色一つをみて

も，そ乙になにかなぐさめられるものがある。そ乙に何

かローカリティの大きな存在価値の一面があるような気

がする。

白石 視野の広い面白い話になってきましたが，時間

も大分たちましたので，乙の辺で終りたいと思います。

みなさま，どうもありがとうどざいました。
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中 小 都 市 と 建 築 に つ い て の の 問 題

佐 藤

都市のm築といっても，その範囲は極めて広く，総括

的に取扱う ζ とは不合理でさえある。しかし，大都市は

いうまでもなく，中小都市においても都市建築のありか

たについては，いま極めて重要な転機lこ立っているよう

である。大都市における都市計画上の再開発の問題が乙

とのほか最近やかましくなってきている乙とも，その一

端を示しているとともに，その根底に社会の都市生活上

に大きな進歩，あるいは変革があったという乙とであろ

う。たとえば交通の問題，工業生産のマスプロ化，商業

上の大資木化，ならびにマスコミの発展に平行した 7 ー

チャンタリズム. 乙ういった都市生産性の向上による者I1

市概念の変化を生じている乙とも，こういった都市生活

変化の一例であ ろう。しかも乙れはけっして大都市のみ

の問題ではない。すでにさし迫った転機にいたっている

大都市の一郎には非常K 困難に追いつめられているもの

のある乙とを思うと中小都市もその轍をふまないために

すでに同様の転機にあると考えて支障がないど乙ろか，

それがほんとうに必要になってきていると恩われる。

このような現今の都市計画や都市建築，者I1市生活概念

の変革j切に際し，われわれ建築の関係者として，何を最

も重要なるｾ題として Ｎ 乙れらの各磁の計画に進んで関

与し，またいかに関与すべきかの問題についてニ，三を

取り 上げてみたい。

まずtfi ーに考えられるととは，土地の所有権の限度に

ついての問題であろう。いままで地上杯ーについては. 上

空の航空権と地下資源についての鉱[ 衰の権利については

およその紙念があるものと恩われるけれども . 都市建築

の多周化につれては，地上相官がもっと細分化される傾向

にあって，主s売分譲高層アパートなどにおいては一割引ζ

乙れが実施をも見つつある状態である。 ζ れはいままで

の土地所有権，地上権. 地上収益桁ーなどについての近代

的拡大を都市的方法によりはかるものであって. 都市の

重 夫

集約実用化において格段の開発を意味するものであると

いう乙とを考えねばならない。しかし乙の乙とはそ乙に

危険を含むものである乙とを忘れていると，はなはだし

い都市障害になるということである。いま少しこれを詳

述すれば，乙の地上権の立体化は現有権利の無条件の私

的鉱大を芯味するものではなくて，そのよってでき上

る，すなわち乙の立体化による利用度の拡大による椛利

の拡大は立休化の条件の上にのみ獲得し得るものであっ

て， 乙の条件な くしては発生し得ないものである。だか

らその発生源がいかにして創作し得られたかによるもの

であり ，その発生源は社会的，協同的，都市計画的， m

築的企画によってつくられ，建築された多層建築によっ

てのみ発生し得たもので，その多層建築のために払われ

た努力や投資は，ただ元来の地上権者のみに発生狐を持

つものではないからきしたがってかかる拡大地上権は.

当然大きな郎分が社会に寄属するものでな くてはならな

l 、。もし乙の権限の発生源について充分なる認識を忘却

すると，官iJ述の危険，すなわち極端な私有権の慾張りを

はらむ乙ととなるものである。とにか くこういった認識

が都市の立体化，あるいは スーパープロック化lこ先行し

て充分に社会通念と なるととが必要であって，乙れはす

でに大都市の問題というばかりではなく，他の中小都市

においても，大都市の轍をふまないためには，充分に早

く認識されねばならないζ とだと思う。乙れは者11市建築

の問題の最初にまずいま . 打ち開かれねばならな l 、。

第二に考えられる乙とは，者1，市の集約立体化には人と

物とが充分に よく収終され，その illbきが整理され. 五s築

計画上，建築技術上充分に計図設計されねばならぬとい

う問題である。建築規準法は最低の規準を示したものと

してきたが，乙の法規lまあまりにも包括的に処理しよう

としたために現実の矛盾をもまた数多く包含してきた。

しかも . 少なくもこのだミ作程度には寄らなくては，健康
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にして安全な建築物はあり得ないとしてきたけれども，

通風，採光はもちろん，名 目上のみの 乙と で建物が実現

していっている乙とは万人の承知のi湿りである。乙れは

建築技術者側にも責任はある乙とであり，技術者があま

り にも利 的に 走ること な く Ｎ法規以上Ｈ こｾ ￎｦＮ派な 木 格的な

設計や施工でなくては，いかに要求さ れても実施しない

という，強い確固とした権威を持たねばならない乙とで

もある。これは いし、かえると建築界がおのずから都市と

建築を混乱せしめている責任を要求されている乙と であ

る。せっかくの中高居建築にしても隣地lζ 同様の建物が

できれば，その住宅はただちに通風. 採光とも不完全と

なって しまうばかりか. 事務所，庖告fi 部分にしても，自

動車が考慮されたものは殆んどないために，それに収容

される業種は限定されており ，現実は歩道が駐車と仕事

場ーに なって しまう。また昇降機の設置もあまりにも 中ノl、

ピノレのために不自由なもの となり，社会的にも不経済は

加重されてしまう 。まして，屋上や地上の庭園や広場な

どはとても考慮される余地は生 じてこないもので， ζ れ

は都市延喋および都市の真価を低い程度の限度におさえ

て しまう結果となる。私はかかる矛盾 について，かつ て

学会の都市計画研究協議会lζ 問題を投じ，対策と都市地

域制の再検討を提示した乙とがあ ったが，乙のよう に例

えば中高層不燃化建築方法IC も都市建識を混乱に通ずる

問題がある。より 大き な計画のもとにおける個々の建築

というより大き な建築の計画上の充分さが，またそれに

ついての前述の権威がせ' ひとも求められているわけであ

る。

第三IC思い当た る乙とは都市美の問題である。都市が

軒をそろえた街区ICよっ て統一されるというととは願わ

しい乙とで海外や一部の日本の都市の戦前のものにそれ

を見る乙とがで きる。しかし現在は前述の通り街区を一

つ一つの建物の問題ではなく，そのより広いプロッ ク詳

の建築的計画が要求されているととから生ずるス ーパー

プロック計画は，中小都市においても. いま乙 そその計

画を立てるべき機会であるから，都市美の問題も同様に

大きな区域についての立体的構成がその糠底にな くては

ならない。しかし大都市はもちろんのこと 中小都市にお

いても， どく一部分を除いて， いまだかつ て広場などと

ともに軒をそろえて都市の全体的美観に寄与しようとい

う乙とや，そ うしたζ とは極めて稀でしかなかった。だ

から都市美や建築美については各都市ともまだそれ以前

の状態にある という乙とを歎かずにはし、ら れなし、。して

みると蜘スーパーフ. ロック 化による都市建築美などとい

ってみてもとんでも ないと思われる し， 以後は乙とのほ

か都市の美観l乙寄与しようというど乙ろか，あまりにも

個々の建物にのみ注目しているととは， 何と悲 しむべき

乙とであろう かといいたし、。 しかし私は建物の画一的統

制を美の面において強制しようというわけではない。J i
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築が芸術である以上，そ乙 』ζ 美も個性も当然、ほどばしる

ものであろう。けれどもそう いった創作を求めての試み

それがとか く焼写 しのまた写しとされては何ともいただ

きかねる気持になるのは，その根底にまZの意図がうすれ

て しまっているから なのであろう。なかにはお手本より

も早く写しが出来上 ったりするが，とにかく乙ういった

乙とで個々の建築のみが7 スプロされていく。乙の乙と

は中小都市といえども， いな中小都市なるが故になおさ

ら乙 うな っていって，そ乙 lζ は言葉にもいえないローカ

リテ ィなどという香りはいよいよ薄れてい ってしま う。

しかし都市が立体的に構成された美を持つためには.

かかる小さな技術的手段による美のごときものはさほど

重要ではな くなって しまう。またそうでなくては全体的

な構成など生まれ出ずるものではなかろう。私はかつ て

ある新聞に空からの建築という小文をのせた乙とがあ

る。それは広島で見られる戦後の造 形 的成果の第一は

100メー トル道協と中央公園のみであるといった ζ とで

あるが，乙まどまとした建築はいまや問題ではな く，美

しさはたとえば空から見てよい建物でもあろうと思 う。

それは限を細めて見る とディテ ーJ レが消えて大きな構成

が見えやすい絵画彫刻などと同じく，とにかく全体がつ

かめるということで，建築物も同様に，その大きな美lま

空からだと割合によ く全体的に見えるからだと思う。だ

から公共的な広い敷地の建物はかなり独創的な美しい建

築物が要求されてしかるべきであるととも に都市の街区

ぞいの中小建物は，小プロッ クの建物や小宅地の個々の

ピJ レなどはいよいよ個性の控え自のものほど美しかろう

し，乙 れがスーパーブロッ ク化して くれば， くるほどｾｾ｜

IIi J味の強いものがっ くり得て，それだけ美し くなるもの

であろうと思う。してみると，都市美の問題も中小都市

において，個々の建築の美をとり上げるのは時代錯誤も

はなはだし く，大都市の混雑した轍をふま ないためにも

早 くスーパープロッ ク化への建築的認識，努力 . 協力が

求められな くてはな らない。

広島市においての交通事故も一日平均死者 0 .6 人. 傷

者13 .7人，件数14 .9件という数字になっており，けっし

て平和安泰なものではないし，その他あ らゆる面で中小

都市も大都市の悪の面のみの後続をしている ζ とがわか

る。看板とか，色彩などの乱脈さなども小さい乙となが

らど多聞にもれずであり，広島 市 中 心地ではすでに駐

車に困難を生 じてい る始末で. 寒心にたえないものが

ある。

このように中小都市においても都市! i l l 築の個々 の問題

が大切であ るとともに，私は中小都市なるが故にあらゆ

る函で， いま乙そ根本的K 都市E主築のあり かたを樹立す

べき時だと思い，乙 ζ に二 三の問題を述べ. ご教示と

ど協力をお願いしたい。

(雫 者 広 島大学教授・工学部建築学)



北 陸 地 方 の 建 築 上 の 諸 問 題

塩 原 正 典 ・ 寺 井 俊 夫

‘ 4・

乙のどろ北陸路にも古s会にもf . l . けないような大脱紋な

オフィス ， 工場 な どが主 ￟ 築されつつある。 ｾｴ 匠的 ｬζ はは

なはだ立派であるが，質もそれにふさわ しくとも なって

いるであろう か。

乙れを論ずるには北陵地方の特殊な気候を除外するわ

けにはい くまい。 北陸地方は有名な古どころである。 L

見としやれる 乙と のでで. きる陥閥1はよいが，雪の位が余 り多

いと建築自体にも ，建築に携わる者 IC も種々な不都合を

生ずるもとになる。その上例外な しに毎年台風がやって

くる。福井地方は地震の洗礼も受けているのもわれわれ

にも生々しい事実である。

まず冬の気候であるが，その原因はシベリヤ大陸から

の冷たい空気，いわゆる 冬の季節風 と日本海の1暖かい水

蒸気とにある。乙の大陸の冷風が ｉｾ かい水蒸気の供給を

受けると宰を生 じ，さ らに 日本列島の山脈に突き当って

雪を降 らせる が，ーたん山脈を越えると ，乙の風は乾燥

した関東地方のからっ風κ 変わるのであるが，哀 LI 本は

雪，表日 本は快1f ; ! 1の典型的な対照となる。

まず福; J I 地方の気温，湿度，降水日数，日照|時1::，]数な

どを比較してみる と下表のようである。

いま日照時間数についてみると 12月- 2 片では表日本

で 1 日平均 6 時間ほどもあるのに北陸路では 1 日半均

2 時間弱， 冬北陸で! 晴れる日は 1 カ月に 3 日ほ どであろ

うか。述日虫か，雨か， 雪 lζ 見舞われているわけであ

る。一方. u は雪国であれば涼しし、かと思うとそう でな く

湿度
8096，温度が 30

0

C 近 くにも釘- る蒸 し坊 さである。

以上の気候条件を念頭においていただけば，われわれ

の進むべき道はおのずから ｉｹｾ らかになる。以下現在の建

築K ついていままでに問題とな ってい る点を断片的に述

べる が，乙れらはさらに検討 されて整理されるべ きもの

と考えている。

雪荷重の再認識

ZJ の単位lli : ! i l : は現行の建築基準法によると ' J 国では 3

kgj m2
以上と規定している。福井地方では長期荷重に対

して総2 1mを3E求されているから ，雪荷重は屋根市 l乙

300 kgj m2
となって雪のない地方に比較してはなはだ不

利となる。 われわれの2，3のi ! ( I ] 定結果では地上
1m ほど

の積二日誌に なると新富では半均 1. 60kgj m2 くらいで基準

地の約 ｾであ る。乙の雪 が屋板 から落 下して水分を合む

と
4Skgj m

2 ほどになる。しかし乙の重誌に なるまで
1m

で毘根に成っ ている乙とは殴屋板でも稀であろう。なお

基準法では昆根勾配が
30

0

_ 60
。では雪荷重を軽減で き，

また 60。以上な らば全然考えな くてもよい乙とを定めて

いる。乙 れを逆用すれば 60
0 以上の勾配にしてZ' 荷重

を免れるか，あるいは軽減できる程度まで勾配を急にす

るかという乙とは構造計画上では実際的な問題に な って

くる。いままでの陛屋被を防JK上の不利なる点を考えな

くても， ｉｬｬｮ 国屋板 な どにとっ て代えれば，明 らかに工ｾ ＧＱ

は節約される。さら lζ 60

0

以下でもアルミ 板の どとき l丞

級王十材を利用すれば， 古を 自然、格下させ得る可能性があ

る。今後の実験的研究から ζ れらの{確実な数値もね られ

る乙とであろ う。

また22を自然務下させると屋糠主主材を損傷させるとの

説がいままで冨止めを必ずつける習慣を生んだもののよ

うであるが，アルミ板のごときでは，その警はいまのと

乙ろ少 ない ようである。 アルミ瓦ｾ傘立の ｉｬｬ ｬ ￯ｦｦｩ 屋綴をもっ

工場で，当を自然落下させたと ζ ろ，それが当のバ リケ

ードとな って吹雪をよけ，冬の快適な通路となってかえ

って郎合がよいという話を聞いている。室内が人工附| 引

で差し支えなければ厄介似してい る' ム・の利用である。

計画原論よからの展望

構造上の欠陥は建物の変形，亀裂な どの 目に見える税
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象となって表われるが，いわゆゆるｾ物の快巡性という

点は一見したと乙ろではわからず，建物を佼用するにつ

れて欠点が11¥てくるものである。したがって乙れは使用

者以外κ 見過どされやすい。また乙の快適性は，構造計

算書でどの程度まで精密に考慮したかを明示するよう

に，一般には表示しなくてもよいのが普通であるから ，

音響，照明などはとにかくとして，熱，換気，湿度など

に関しては，その地方の気候条件を充分理解しないと失

敗が少なくない。

北陸地方の気紋的特色は先IC も述べたように冬j引の降

水量の多い乙と，湿度の高い ζ との 2 点にある。乙のよ

うな環境が福井，金沢などに人絹，絹の産地として栄え

させた原因ともなっている。したがってこれらの条件に

合う建築のディテールなどが進歩しでもよいと思われる

のに，そのような工夫が見られないばかりか，< ' スコミ

のために潔境的考i位が払われずに，他の地方からそのま

ま移入してきたような建築が見られる乙とははなはだ残

念に思うのである。

冬期積雪がある乙ろの月平均湿度は前表の示すように

8696で，気温は2. 3

0

C 程度であって，t ' ( 雪のためにさら

に屋根函，地表面の温度の降下，地下水面の上告lーなどの

現象が起乙る。従来の建物では，簡単K いえば室内温度

の低い状態でお物を重ねて保} 叫するという方法をとって

いたので故障は少なかったのであるが，室内を| 援める乙

とのために欠点が多くなったといえるのである。

化学繊維の紡織には従来の人絹に対する程度の工切で

は絶対駄目で，常時一定な温湿度を保たなければならな

い。福井地方の既存の機業拐などでは，乙のために採光

面をつぶさずに保温性を増したいという愛ー求が多 く，慾

函はそのままにして壁面の保温) ] のみを閉そうとする場

合が多い。 ζ れは全体的にみて不釣合である。保協には

空気侶を利用したほうがよく，採光国を保作したまま空

気回を利用する方法としては，探) ' i : . 凶 lζ ポリエチレンで

迎当な空気j凶をつくる乙とが行なわれる。] 収外しの 1I (J( 

なポリエチレ ンのフス 7 のよう なものを取りつけ るのも

一方法である。この方法だと! 民自体がl妨湿隠となり結践

の心配はなくなる。また主体は鉄骨造で I 型剣の柱の問

へ7' ロックを光恨 した壁体，サーモペーンを取りつけた

スチー J レサッシの窓，現場吹き付けの石綿保組問を持つ

天)1: ，アルミ li . の毘板で空気調整を行なうような工場で

は，欠陥がたちまちぷわれてきている。鉄' 円・住やスチ-

J レサッシの熱伝導性がよいので， 他の断熱性の壁 l.uiも熱

的K 短絡され，鉄部』ζ 結露を生ずる。なお天井 lζ 防湿j百

をつくらないと室内圧が高い乙とと相まって，湿気は容

易lζ 小屋裏へ位入し，小l五哀の鉄材木材』ζ 結露しj符蝕を

早める結果となる。乙のように保温と防湿とを同時に考

えねばな らないという点は見逃されやすい。

.h'i 雪があるため， bi 上のスラフ' の保i1n¥はJ.J.[ );O'也) J の必
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l交では不満足な乙とが多い。たとえ保組問だけあっても

l勿湿庖がないと保温材がだんだん湿めってきて役にたた

なくなる。したがって大きなホールな どの仕上材として

吸音性，保温性を充たすからというので岩綿を裸のまま

貼る乙とは考えもので，その上ICI妨混同のポリエチレン

でも貼ればよいが，吸音，保砲の点でｾＡなる空気庖とあ

まり変ら なくなるという心配があれば，多少施工は面白l

でもポリエチレン朕による数庖の空気回をつくり，表面

を保7. i l i する必要のあるときは，穴あき板で担うというよ

うな方法がよいと思う。稲子|二地方の高混は住んだ人でな

いと: I: 1l像できないが，冬拘l入へ入れたフトンはじっとり

と湿めり，コタツで乾かせば湯気が出るほどである。当

然苦悩が多く出そうであるが，あまり耳にしないのは諦

めているらしい。乙れには押入に換気口をつくるとか，

ポ リエチレンの内1 I 占りをし，また小さい白熱電球を下部

lζ つるしておくというような簡単な方法も有効である。

松雪があると地表面が湿めり，地下水があるから床下の

防湿も考えなければならない。したがって乙の地方では

高床式が最上と恩われ冬の季節風はかなり強いから床下

の後気は容易である。し かし同時に床の 保温が必ｾとな

るから住宅などでは，多. f L性材料をポリエチレンの袋に

対入したブランケット状のものを線太の! 日Hζ 入れるのが

ｾＺＨｪ使である。 ｬ 約湿 ｬ 凶としてはポリエチレンにまさるもの

はないと考えられ仙の上手な使用法が考案されてよし、。

北陸産の建築材料について

セメントは敦賀セメント K Kが有力製造者で，その生

産品は月額約 4万 f on で， 北陸一帯が主たる販路である。

木材は福井県を例に とると，生産在iiは針葉樹，広葉樹合

計で約 110万石，一般建築用材としては約 80万石で県内

で1自白される。コンクリートプロックは各地で生産され

買の良い製品もある。さらに，アノレミ瓦と称して，高岡

からアノレミニュウム采材を1. 5)てX 3. 0尺にすでに瓦日体:0，

ml 乙加工し，輸送， 1反りつけを簡単にしたものが製造さ

れている。今後大いに発展性のあるもので，乙れにはア

ルミニュウム特約の白色のものと黄禍 ｾｉ 乙ア ｊ レ Ｗ イトさ

れたものと 2 種類ある。アルミのロー J レ板を使用するよ

りはるかに簡便である。断熱材も石川県に岩綿工場があ

り，長近市販されている。乙れは岩紙! をブランケット状

IC成形したもので当地方に利用されはじめている。石材

』ζ は邸; 々なものがあるが，後j谷石が結i)l 'm郊外からr I l1¥

される。乙れは縦灰' I ' l 凝灰岩で石更II は級省すぎて，栃木

ｾ， ｴ ｬＡￌの大谷石のごときｗ［ ｉ Ｎ沫に乏しいが，背いので土地の

人々は背石と呼んで， ! 放石， 1 I 占石などに使用している。

乙の石は水とよくマッチし， 7I<I OJ d れるとさらに深味の

ある! 必じが出て浴室のタイノレ代りに使用すればおもしろ

いものである。

e附 溢 原 筒 井 大 学 助 教 授〉

者)1' :  1，，1  講 師

‘ .  
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福 井 地 方 に お け る 新 建 築 の 影 響 お よ び

そ の 批 判 と 地 元 建 築 家 の 活 動 状 況

伊 藤 道 夫 ・ 江 上 外 人

ま え が き

北陸の戦災都市福井は，織物国制MI ""の力強さで，復興

lこ立ち上ったが，その途中にあって，再び越前平野を襲

った福井地震にみまわれ，越前半野の他の地域と同時に

ほとんど域滅した。建築物の被害もまた極限に逮し，小

は住宅から大は学校その他公共建築物 IC至るまですべて

の木造建築は倒域して当地における建築の地方色は一掃

された。乙乙で雄々しくも再び復興建築に着手し，柘¥31

市内の復長l建築が当県金成の指導力を保ちなが ら主s設が

進められた。乙の ζ ろからの悠築を木県における新建築

の第一歩のふみ出しと見るべきであろう。

復興建築は，根強い地方色をおびた建築と ，そのとろ

警告された「地方の戦災都市を訪ればど ζ へ行っても同

じようで，各自 ｾｉ 市 の独自の雰聞気がＡ必じられない」スタ

イルの建築との間で激しく競い合ったものといえよう。

乙の新建築に舞台を提供したのは，何といっても北陸の

一都市としてはその乙ろ思いもよらなかった雄大な稲31:

市の都市計画といえよう。 ζ の舞台 lζ 立つては， ￯ｾ￯ まけ

た衣装では演じられなくなり ， ｾｭ 誌の独演となりＡ協ち

であったのもやむを得なし、。さ らにその乙ろ施行ーになっ

一一一一 某 病 院 砂

組 井 曹t ピ ル

た建築士法は，新建築の方向へ向つてのテンポをさらに

述めた! 必がある。当地における新建築の第一歩を福井駅

ピルの建物と見倣すのは誠に当を得たものといえよう。

| 日来の建築スタイルからかけ離れたスタイルは強くわれ

われの自に映って，新しい道が1mかれた喜びを感じさせ

た。多吉多雨の当地として，ピロチはさらに有効な利用

価値が多く，また駅としての性格を充分に乙 な してい

る。

当地』ζ はi j ¥築科を持つ| 臼福)1""高等工業学校を母体とす

る福 )1: 大学が存在するため地元建築家の数が多し した

がって中央の設計・者による建築は至って少な くなり，ずf

m築のほとんどが大学の研究室をはじめ地元設計者によ

って設計管理されていて，北陸としては異彩を放つ建築

のレベルを保っているといえよう。地元設計者ーによって

設計される利点は，地方の風土，気候 ，慣習，すなわち地

方色彩をおびた新建築が生まれる乙とであり，乙れに反

し表日本の設計者により設計される建築は，時には幾多

の不合理点を伐すかもしれない。すなわち，強度汁詰[ に

ついては，砧' : Gf u: の採り方』ζ 未経験であったり，屋外に

! 豆綴を持たない直通階段を設計する乙とは，冬季を迎え
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ていかにに無役であるばかりか非常の際はむしろ危険を

もともなうものである乙とを恩わせる。

新 建 築 の 影 響

新建築の影響を最も多く受けているのは， il 諸活 ・事務

所建築といえよう。乙の種のものは，建物それ自体が営

業宣伝部分であるべきは当然で， したがって当地にも極

端K 前進した商庖建築が競い合っている現状は誠に喜ば

しい。乙れらの建築は，耐火建築促進法の初j切にスタ ー

トしたものといえよう。最近さ らに ，住宅金融公庫の中

高居住宅の融資を受けた商庖建築を先頭K ，自己資本に

よる耐火建築へ改築繭庖 などが追従してきわめて活ば

つに建築されつつある。有{ 五かに商庖建築乙そ近代都市

化の指導者であるどとく，商庖と商品，そして客との関

係、を地方色のもとでしっかり結びつけ，しかも美しい姿

で都市の近代化の役目を果たしているように思える。乙

れらの新建築のx : c 匠のーっとしと用い られる手法IC，外

壁を構造部から縦し総I純子張りとする設計がある。乙れ

については，構造強度国からは新聞雑誌に広く論議され

ているが，地ｾの軟弱な当地に建築される場合は，払 ｕｉ

地震の際にもあ らわれた被害のどとく，不同沈下 lζ 対す

る抵抗が低いという角度から，いま一度注目されねばな

らないだろう。

冬季の車!i 雪による硝子の破損とか，道路上に山と積ま

れた松雪越しに主主々しく硝子の巨体を横たえる風対をも

また合わせ想像して設計する必裂があろう。室内の体感

度の低下はまた重大である。自身、l : @: の少ない当地では，

室内への採光および日射熱の吸収の利点は泌めねばなら

ないが，乙の反面冬季 lζ 室内の温度を l

O

_ 2

0

C 上げねば

ならないため，暖房設備とか燃料訟が増大する乙とであ

る。と ζ ろが当地方ではまだまだ乙れら建築設備は切り

捨てられる辺命にある乙とを忘れるわけにはいかなし、。

モタン新建築の内部で冬季κ ぶるぶるふるえながら室内

fC一般化炭素を発生させながら居住，執務するアンバラ

ンスに直面しなければならないことκ もなる。壁面の美

54 

県主t ア パ ー ト

しさを強調せんがために，壁面κ 接して，木製または金

属類の枠とか縁を取りつけたり，格子桟とか J レーバー

をみだりに使用する乙ともある。雨量が多く ， しかも道

路舗装のゆきわたっていない当地では，乙れらはすべて

ほ乙りでよどれたり，雨仕ｾの欠陥をきたしたり，室内

の採光を妨け' たり して. 設計者のほほえみとは逆の方向

に建築主をなげかせる乙と lζ なっては大変である。

住宅建築は新建築を巧みに消化して，当地の伝統，地

域性を保ちながら採り入れているといえよう。リビング

キツチエン，食寝分離の間取り，客聞の優遇の慣習，冬

季の暖房 などの問題について，当地条件と強 く競いなが

ら， 心強 く前進しているといえよう。表 日本K 見受ける

鹿取勾配ののろい!I 墜快なところをそのまま取り入れ， !I'F 

の出の深さで重みを表現する木造住宅は，多雨の当地で

は雨仕鮮に支障をきたしたり，積雪時 K 建物の剛性の不

足から建具の開閉』ζ 困難をきたし，軒先を破損したりす

ることなどから，これらはゆき当り，伸びなやむのも大

きくう なづかれる。軽快なノリレコニーも冬季は無用化し

春夏のl市天の日を除き，年中H川、53を地lililC うつして，

じめじめした ｉｾ じを放つ ζ とともなる。

一度建築された建物の維持管} l J j 引をほとんと持たない

公共建築は，商応 ・事務所の ζ ときはなやかさを保ちね

ないのは当然の乙とであり，まず堅牢で長持ちをヨ2・求す

る性質のもので，みだりにft 匠に重点がおかるべきもの

ではない。県市の設計者は，新建築のはなやかさに対抗

官ｾヲ ｬ 事 ＱＱ 社

，・

.  
司、
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しなが ら，お のずから守 らねばならない

-l ' !Mc対して懸命の努力をは らっ ている

ょう K うかがえる。公共犯物の一線をと

ぴ乙えた建築が| 時には出現するとの非難

があるかもしれないがやむを得ないとい

えよう。

戦災，地震とたびm: なる災'.If を受けた

当地では，特に住宅の不足がはなはだし

い数にのぼり， ζ 乙lζ 織物の同問弁の力

をみせて向カによる復興住宅はすさまじ

い勢いで建設された。乙れらの住宅はほ

とんどが大工と硲築主とにより共同設計

施工の形で硲設されて，強い地方色をぬ

ぎ去る ζ とはできなかったといえよう。

住宅不足緩和政策として打ち IJ'，された

公営住宅の集ｼ司 ｭｾ 設は，新建築の地方進

11¥と見倣さないわけには いくまい。当地

においても， lt J t i l アパートの建設に若手

し Ｒ カ年 ｬ ζ 立っ て Ｒ 械を正 ￟ｾ し，画 ｊｕ ｬ

的な住宅段式の 11¥現 として目をみはった

が，その後ζ の:ffiの住宅建設は中断 され

低層化lζ 移った ことは，土地の高度利用

はさし当りのせっばく した要素でないと

じて も， Eii 築構造はもとより， 中! 日アパ

一卜の住宅様式として多くの問題をはら

ませながら中断している乙とは，何とい

っても心残りのするものといわざるを得

ない。 中居住宅乙そ当地における 住宅住

活様式の改15: の 一 環 と も 考 え ら れ，風

土，慣性!C対して特に相反す る不都合を

発見するもの と見倣す乙とも当 らないよ

うである。

地 元 建 築 家 の 活 動 状 況

戦災後の復11- 1 がようやく 6 0 - 7 0パー セ

ン トに迷した l昭和23年 6 月末 lζ ，初升ーを

‘ 有3 井 市 体 育 館

上 m ii'l m 話 局

下。初} ! 県轡熊本部庁合

ノ
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中心とした越前平野一帯は，いわゆる福井地震により再

び大きな打撃を受けた。 6 層建鉄筋コンク リー卜造のデ

ノマー卜が無惨にも倒壊して，多くの建築家たちの研究資

料と なったのも ，乙の|時であった。

地元建築家たちは重なる災害から数々の生きた尊い教

誇Ｑｉｾ学び ， 耐震耐火ｋＮ対する研究は進められ，復興 ｭｾ 従

は，構造的にも意匠的にも一大飛ゃくがなされた。当地

方の新建築への第一歩は，乙の時にはじまり現在におよ

んでいると見て差し支えなかろう。

以下地元法築家の活動状況κ ついて述べてみたい。

旧 Ｑ Ｑ ｾ Ｑ 福井高等工業学校創立と同時 ｋ 設置さ れ た建築 科

は，福井大学工学部建築学科と して現 在 に至っている

が，その間多くの建築技術者が育成され，当地の建築界

も，その恩恵によって多く の優秀な技術者に恵まれ，そ

の質，ill ともに袈 日本のー小県と しては極めて充実して

いるものと恩わ れる。大学の研究室を頂点と して，ピラ

ミッド型iζ 広がった建築家たちは，官公庁，事業場，建

築事務所，施工業者と，それぞれの分野にあって活限し

ている。 ζ れら建築技術者たちは，昭和24年 ζ ろすでに

福井建築文化協会をつくっ て知識の交換をはかり，械の

つながりを持っていたが，建築士会が創設されるにおよ

んで，その目的を，乙れに引き継いだ。

福井県建築士会は，会長に福井大学吉田工学部長を擁

し会員 1，000 名，県下 4 地区に建築技術者の5佐賀の向上

と地元建築界の発展K . 寄与している。士会創立の当初よ

り引き続き会長を願っ ている吉田工学部長は，現在建築

学会北陸支郎長をも兼ねられ，わが国建築界の大御所で

あるが，構造にまた窓匠iζ 先生のど指導をあおぐm物は

極めて多く，先生の一言一句はわれわれ建築家のiY霊な

道しるべとなっている。

大学研究室が当地方の建築界のパイロットとして果す

役割も極めて大きい。研究室の骨かくをなすものは， Ji. 

十嵐，祖原の両教授で，熊谷乙ども園施設，福井村l社，

仏舎利塔，福井市体育館と続くー述の大学研究室作品

は，いずれも両教授の傑作で，特に福井神社は鉄筋コン

クリート造陸屋根の神社として， たくみな手法で近代化

された，ピュリズム建築の代表的作品である。

県建築課および市建築住宅課の技術者たちは，堅実な

手法で公共建築と取り組んでいる。彼らはコマーシャ リ

ズム建築にしばしばみられる大胆な手法にも多少の関心

は持っているが，伝統の公共建築スタイルの殺から ，そ

う大きく脱け けiすことを避けている。公共建築の. . 1 i : 1 ' i 上

当然のｾであるかもしれ なし 、。

県建築課は佐問課長以下41名の技術者で33lrT二度におい

ては 3 億 5 千万円の工事を行ない，市建築住宅課は上回

課長以下14名の妓術者でもっ て 3 億近い工事を消化して

し、る。

昨年度柄引ー市内に建築された総工事 1 位以上の公共m
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築は， 市 体育館，屯信電話局，県ｾ察本部庁舎の三つ

で，市体育館は先に述べた ごとく大学研究室の設討を市

が監理し其柄組によ って施工されたもので，ステー ジを

持つ体育館としてその力強い外観とともに高く評価され

ている。電信電話局は清水建設の施工で建築はほとんど

完成し，現在内宮 ｂ 機械 Ｒｾ 具の取り 付 け 中 であり ， いわゆ

る逓信省建築様式としての独自の味を持つものである。

県省察本部庁舎は県建築課の設計監理により石黒建築の

手で施工中で 11月末完成するが，県建築課の技術者たち

が世に問う一つの建築であろう。一方民間建築家たちも

極めて活発な活動を続けている。 33年度の民間建築はお

よそ35- 40億円と推定されるが，その内容は多岐 ILわた

り一般住宅， 町村公共建築，あるいは娯楽観光施設など

に分れる。設備近代 化 ｉｌｾｾ な う 工 場の増改築および商社

の増改築の多いのは織物王国福井の特性であろう。乙れ

ら建築のおもだったものは地元建築事務所によっ て設計

監理されている。現在，県に登録されている一級建築士

事務所の数は50近 く，大都市にみるような所員数の多い

事務所はなく，せいぜい 7 - 8 名程度である。しかもそ

とから次々と新しい建築が生まれてくる。

去る昭和31年 4 月23日の大火で， 福井市の北約 20km

にある泉都芦原の旅館街が灰飽lζ 帰した。観光福井のー

ょくをに なっていた街の乙とと て地元芦原はもちろん，

県もその復興には極めて私極的であった。大体芦原とい

う街は地] 仰ζ 恵まれず回甫の中に建つ源泉街で，戦災，

震災をまぬがれた奈荘な建築と，それにふさわしい什探

のみが，速く関西人士たちをも引きつけるねたであっ

た。したがって，その I唯一無二の財産を失った7笠原とし

ては復興の目標 IL タッチした建築家たちも大いに迷った

が，従来の郷土主義的デザインを捨て，近代感立による

手法を十二分に取り入れて，コマーシャ リズムに徹した

建築による新しい街造りへと踏み切った。復興なった建

築の一つ一つには，昔のおもかげは，いささかも残って

いなし、。古い7T原lζ 知1I : I t ' ¥を感じている人に取っては却l時

みにくい姿かもしれない。しかじ，その後の温泉街は旧

lι 倍じて遊客で賑わっている。 ζ れを見ると芦原の復興

建築は新建築として正し く的を射たものというべきでは

なかろうか。

む す び

新建築の影響は都市およびその周辺において干干しく，

その他の地域においては比較的少ないものと恩われる。

したがってわれわれは福井 市 を中心とし て 論じた。ｾￇＱ下

全般についてはあるいは一部正当を欠く点があるかもし

れないが，乙の点おゆるし願いたい。

終りに本稿を草するに当たり写Jl 資料の提供をいただ

いた清水建設，石黒m設，三木組，真柄組のど好意lζ 対

し深く感謝いたします。

(筆 者 稲 井 県 土 木建築調! 係良)

.  "  
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福 井 市 の 都 市 計 画 に つ い て

約ナ ｼ市 がおｾ｜ 市 ［Ｑ Ｑ ・岡 ｴｬ ｾ の適用をうけ

たのは昭和 H ドであるが，木格的 lζ

都市計画事業が実施さ れる よ う 叫 』

ったのは戦災復興事業以来であ る。

li 次災復興事業では市街地の約9596 1ζ

わたる寵災地約 180 万: 坪について約

168 万坪の土地区画整理を実施した

( 現在施行中) が， したがって乙の

ときの復興方針がすなわち木市の都

市計画の基本となっているといって

支障なかろう。

まず都市の性格であるが，木市は

越前平野のほぼ中央 lζ 位す るJ; ! l 業生

活閣の中心であるとともに，大正 ・

昭和初期の黄金時代によっ て代表さ

れる繊維産業の中心である。すなわ

ち明治中年K 木市に機業工場ができ

て以来，市内 はもちろんの乙と近郊

! 災村へも機業がどんどん進出し，J.災

村の隅々にまで織機の音が響 くとい

う越前繊維産業の特殊性と ，それに

よっ て培われた木市の繊維関述産業

の発達は，戦時中の中断があったと

はいえ必ずや平和時における代表的

産業と して， さらに飛眼的な発展が

予想された。また木市の裏口本最大

の都市金沢から約 70km の近距離に

あり なが ら政治，経済のどく一部を

除い てほと んど ｾ Ｑｬ 立ローカル都市 と

な っており一一現在工事中の北陸木

線の複線電化が完成すればむしろ京

阪神の経済箇 IC. ，より一層近づく乙

とに なろう一一県庁，大学，消費施

大 社会綜式

dロｾ＠
防 耐 採

置
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理
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工
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御

設を備えた魁iiij 平野の総合生活問の 寸 10. 0m よりも低い所が多 く，市街

中心 となっている。 地の排水不良商高!i が約 70ha K も述

乙のため戦災復興計画では，繊維 するうえに，木市街地が越前平野J出

工業中心の総合iffi 業を再建発展させ 耕地帯の中心にあるた め，市東部か

るとともと消 Ｗｾ 機関を改善し，都 市 らの瀦瓶排水と市西部への詩型紙用水

美 ， 観光計画をｾｩｉｉえた文 化 者 ￟ 市を 建 が市街地を無数に乱流してい る状態

設することとし，人 口は一応昭和40 にある ので，区画整理によって用水

年 lζ 16万人と批定して計孤立案の基 は整理統合して必要ー最小限の ものだ

磁と した。 けを関水路 と して残すものとし，排

復興方針としては，繊維工業中心 7]<. 1ζ ついては戦災区域を主体とした

の総合i ! E 業の発展と，防火都市たら 全域に合流式下水道を布設する乙と

しめるため，街路は画期的に幅員を にした。乙の他，市東部を縦貫する

拡大 し， 交通のスピード化を図ると 北陸木総の カーフ' を直線化して国鉄

ともに工業敷地の留保 と工業のため 福列二駅をmへ移動する乙とに よ りl択

の条件を強化する。また商業消1 ! 1 活 前一等地の効率的利用と駅裏方面の

発にするため繊維問屋街，前庖街な 発展策を図る乙と，足羽山 自然公園

どの街区構成に特別の考!111、を払い， 南部の丘陵地に近代的霊苑を造成

従来ともすれば等閑視されがちであ し，市内各所 iζ 点在する 寺院境内の

った都市美構成についても十分に鼠; 墓碑( 越市] 仏教王国と いわれてい る

観的配慮をする乙とと し， 県庁前附 くらいで戦災地内だけでも約 140 カ

近 Iζ 政治経済の中枢施設を集めてー都 寺， 19，000 tま;を趨える基J i l ¥! があっ

市造型に役立たしめる。緑地計画に た) をそ乙へ移転する乙と ，市北部

おいては適正規模の公園緑地を普遍 の総合運動場を獲備拡張して! 日内体

的IC. 配置 し， コミュニ ティ計画のー 育の向上K 貢献せ しめ る乙と などが

部ともなすとともに， 市内 を11流す 主な復興計画の概要であ った。

る足羽川，荒川の水辺美化と，特』ζ けだし，乙 れ らの計 画も戦後の無

木市唯一の丘陵地足羽山公園の開発 秩序な復興振りにいささか前途が危

に努力する乙ととする。さらに都市 倶されたが， "召和23年の福井地震で

7]<. 利施設計画としては， 本市が官Ij 述 再び市街地のほとんどが倒域焼失す

の足羽川の堆私庖上にで きた東西約 るにおよんで一挙に実現に近づいた

0 . 1  Sぢ，南北K 約0. 296に勾配をもっ のは不幸中の幸であった。いまふ り

平坦な地形で，しかも市街地の標高 かえっ てみても，それぞれの工事完

が + ＶＮＰｾ ＱＱ ＮＰｭ で足羽 川 の洪水位 了予定年度が多少遅延した点はあっ

， 

を 天

lま井
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ても ，完全K 計画が実現 し得なかっ

たものとしては，北! 笹本tJHのカーブ

を直線化する 問 題だけぐ らいであ

る。との問題は当初，国鉄当局は認

めておき なが ら中途で国鉄側の予算

の都合で他折して しまったが，現在

再びと れが高架問題に発展してい

る。

さて読者諸兄は，乙 ζ まで読んで

こられると福井市の土地利用計画は

どう な っている か疑問を持たれるで

あろう。いかにも土地利用計聞は都

市計蘭の最初の仕事としてf 正案した

が，計画決定が震災直後のl昭和24年

まで遅れたものである。まず用途地

域に おいては昭和 12年指定の市街地

建築法による地法は全面的に改廃す

るも のとし，商業地域は，由来前活動

の肝ー感な中心地を充てるとともに主

要郊外地 lζ 述なる述絡街時沿いを路

線式商業地域とした。工業地域につ

いては，木市の性格，将来の発展 l乙

最も影響のあるもので特K_ 慎重K 考

慮 した結果，水質良好でかつ盗宮な

足羽川の伏流水の利用可能範囲でし

かも交通運輸の使 IC恵ま れた地区を

充当し，あわせて在来の大工場はな

るべく包合する方針をとった。また

住居地域は前記商業地峨を 阻んで周

辺』ζ 位す る土地およ び郊外部田悶の

野趣捨てがたい場所を指定し，円! I l I )

f内』ζ 残余の部分を未指定地 ( 後に-

Ｚ ｾ ￟ を準工業地域 ｉ ζ 遍入Ｉとした。

一一構造地域lliil ，景観地腕1]11につい

ては紙而の都合で割愛するーーかく

して一旦決定した用途地域はかるが

るしく変更する乙とは許されないも

のであるが，現実にそ の後の都市発

展過程を熟視す れ ば都 市 将 来の理想 ｾｬ

実現のためK はよ り精度の高い土地

利用計画の樹立が望ま れたのと，近

郊の用途地域の指定のない地域では

極めて緩やかな面積制限のみが働く

乙とに なり，新市街地をいたず らに

用途地域指定Iヌ域外に追い出す傾向

にある乙とを認めたので土地利用計

画上の市街地区域よりも用途地域は

畿分広い而献にわたっ て指定してお

く必要を痛感じた。さらに現在の用

途地域lljlJ は住居，商業，準工業，工

業の順に llj1m艮が緩和されている傾向

にあるので住府地域を拡大してでき

るだけ混合性地峡の縮少を図るべき

であると考え，乙れらの点を総合し

て木年 7 月用途地域の一部を変更し

た。なお ζ の際一面においては準工

業地域中現況からみて当然工業地域

とすべきもの，あるいは繊維および

関連産業発展策推進上必wとする地

域は，逆lζ 工業地域に遍入したと乙

ろもある。

かくして， 乙れらの基本計画に基

き昭和21年以来14年間K すでに復興

土地区画整理， 街路，都市水利，上

・下水道，公悶緑地，墓地造成等々

都市計画事業1'11乙じて約30億円を超

える投資を実施しC i i次災復興事業の

内界については務誌に照会 してあ る

ので御克服lいたい) ，戦災復興土地

lヌ繭整理|文域内についてはほとん と、

都市近代化の目的を達成しつつある

が，今後の部市計図の課題としては

まず第ーにmJ述の昭和50年における

推定人口 16万人の収界計画である。

計画市街地人口はこのうち 13万人で

人口符度を 160人j ha としても 812. 5

ha，つまり 市街地面私は約 250 万坪

を必要とする。したがって戦災復興

一 特 許 防 火 シ ャ ッ タ ー 全 般

ｾｗＮＩ＠ <<HJ OO・ 悲127ふ

、母、/ オートマ チッ ク

認 小 俣 製 作 所 大 阪 支 庖

( 旧国中 ν ヤッタ ー)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L Q1I 9 0 1 6  

本 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所 及 工 場 ・ 東 京 都 北 区 田 端 町
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事業で区画筆理済みの商高!i を差し引

いて約82万五1ーは土地開発を行なわね

ばなら ないが， 乙の中には既成市街

地約20万坪があるので，乙の地域の

tfl 市改造と ，残り約62万坪の土地開

発を実施しなければならない。そ乙

で昨年から既成市街地の北部におい

て約38万坪の土地開発地区整理を公

共団体施行で実施中であるが，残余

の必要市街地約24万坪についても近

く公共団体施行および組合施行の土

地区画整理事業を岩手する予定であ

る。 もちろ ん， ζ れ らの新し く土地

区画整理を行なう予定の地区の土地

利用計画は決定済みで あるが，乙乙

で第二の課題として新開発地区の工

業敷地の留保を どのように して行な

うかが問題とな る。現 lζ 昨年若手し

た土地区画整理|ヌ域では，工業地域

内の街廓; l .4Jはそれに対する適応性を

充分考慮して決めたのである が，現

実の土地利用状況においては，工場

がそれらの土地を手に入れる前lζ 土

地所有者が住宅用 lζ 切り売りして，

そしてそのために必要とあれば街郎

内lζ 私道を設けてでもより高価で，

より早 く金銭lζ 交換しようと するす

う勢が見られる。乙の結果は将来工

場が土地買収lζ 乗 り11-'，しでもすでに

土地は細分化して多岐にわたる目 的

に利用 されており，一同l也と しての

工場敷地の入手は非常1 ζ 困離となろ

う。土地の私有縦 と財産の自 由制度

のもとでどうしたら工場敷地の計画

的保伺が可能であるか一一工場誘致

予定地の市有化以外の何等かの方策

一一それをいま! ' . i ; 剣に考え てし 、る。

( 福井県計商議l 永井竜巴)

= 鴇 許 =

気光i ¥遁風器塁
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別 委 1 個 人 調 査

世 帯 主
支 化 租 度

調 査 . . 家 続 柄 性 別 年 令 臓 調陸 学 歴

氏 名
新 聞 維 Z車 ラ グ オ ミシン センタクキ そ の 他

平使鈎電気
灯 数

問 量

黒 潮
正 主 男 3 6  .. 業 高 4、 率

fII 家
ア

父 男 6 0  <- <-

司陣 女 3 .  <- 高 女 事
日

1  
の 1  1  1  レ 2  5  1  0  

鎌 女 2  1  挙 生 大 挙 量苦

山
弟 男 1  6  <- 司匹 校

周 光 ピ

長男 男 s  .. 

岩 崎 芳 夫 主 男 4 9  a量 • 司ｾ /J、 事

山

曹E 女 4 3  <- .. 
陽 。 。2  1  

。 。 20..  

間 長 男 男 2 3  .. 高 級 事
新

次男 男 1  5  挙 生 高 貌

間
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産

*  
曹臨 女 5 9  .. .. • 地

二 男 男 3 4  .. 高 小 事 経

3  
の 1  

。 。
1  8  8  

全 審 女 3  1  .. 松 田 技 芸
済

三 女 女 2 3  体 働 専 務 東 京 女 子 体 事

量青

間 光

E畢 女 9  生 健 小 挙 綬

帯
内 臓 車 主 男

‘ 6  

.. 君臨 !日 中 $

'" *  

ア

司E 女 3  8  <- l日 女 挙 綬

日
イ

4  長 女 女 1  7  掌 当己 高 後 の 1  
。

1  3  1  0  

新 ロ

次 女 女 1  6  .. .. 
聞 光 シ

長 男 男 1  1  <- ノト 校

益 田 賢 一 祖 父 男 7 8  ナ シ 小 学 卒

海 山 * 雑 11 

。母 女 7 8  ナ シ タ

山 陽

気

主 男 4 6  • 司昆 膏 年 挙 校 卒

5  の 詑 1  l  
。

ポ 3  5  1  2  

曹量 女 4 3  <- .. 
'"鋪

中
ツ

長 男 男 2  2  .. 中 挙 準

日 間 光 2 ト

次男 男 1  6  ヨ宇 生 高 綬

竹 内 忠 主 男 5 3  .. 電量 高 4、 事

海 山

哩E 女 4 8  
.. .. 

山 陽

間 6  

綱 領

。
1  

。 。
1  8  8  

長 女 女 2 3  事 務 員 高 級 事

8  J!I! 

11.男 男 2  1  型宇 生 大 埠

片 岡 新 郎 主 男 5 2  

‘  

書量 高 4、 準

山

"  A  

セ ア

地

司匪 女 . 7  宅歩

ー

ン イ
燭 . イ

7  長 男 男 2  5  .. a亀 高 皐
ル

2  1  プ
3  0  1  0  

#1 共 プ
l ロ

三 女 女 2 0  ?羊 望邑 和 洋 書 邑 率 ｾ＠

間 務 ク キ ン

次男 男 1  8  挙 生 高 校

司E

水 島 太 郎 主 男 6 7  .. 雪量 高 小 事

'自

家 ア

司量 女 6 3  
多 4少

日 イ

8  二 男 男 3 0  .. 中 掌 率 の
1  

。
1  4  6  

鏑 ロ

全 審 女 2 7  <- 高 生宜 $  

国 光 ン

孫 男 3  

馬 地 従 道 主 努 • 3  .. 司昆 実 業 捕 習 準

司量 女 4 3  
.. .. 毎 山

*  "  

ア

祖 母 女

6 ‘  
.. 

日 陽 • イ

9  長 女 女 2 0  a隆 也 務 高 校 串 の 1  
。 2.0  1  4  

新 新 世 ロ

長 男 男 1  8  • 電量 . . 研 修 事

次 女 女 1  6  嘩 生 調邑 4宜 間 間 光 界 ン

平 次男 男 1  3  .. 中 掌

国 政 英 可 祖 母 女 6  1  .. 集 挙 事

主 男 3 3  
多 青 年 掌 $ 毎 家 ア

• 女 3  1  .. 女学ｾｊｬ率
日 イ

飽 10 四 男 男 2  4  
.. 鹿 学 校 卒 の 1  1  

。
1  8  1  3  

t青
ロ

長男 男 1  0  挙 生 小 機

次努 男 8  .. ι〆'  
間 光 ン

= 男 男 7  
.. 

地
東 冒E 矢 主 明 . 9  E昆 重量 高 4、 事

1) 

司E 女 4 7  
.. .. 山 L 週

、

長 男 男 2 5  .. . . 高 率 陽 ス 間 キ

11 

ダ5 絞

1  1  
。

1  5  1  2  

全 審 女 2  4  .. 女 子 高 車 新
。ナ

司監 次男 男 1  1  掌 生 4宜 聞 主発

E晶 女

ト

1  

国 政 七 衛 主 男 4 8  a  雪量 情 年 掌 獄 事

山 ア

司陣 女 4 7  組 合 峨 員 高 級 事

織 イ

1. 2  = 女 女 1  6  学 生 高 ｾｾ＠ 。
1  

。
2  5  7  

新 ロ

民男 ，唱 1  4  
多

中 校

間
ン

; 文明 男 1  1  .. 4、 4宜



別 表 2 農 業 経 営 調 査

調 綿 地 作 4寸 面 欄 ヨE
膏 建 柚 a量 織 A  

地

査

調 山 練 4、甘 躍 県 タ そ 和 乳 ヤ ヒ ウ ニ ( そ 母 住 台 改 附 属 舎 自 ダ カ ナ カ ク

型且 コ
屋

ｾ＠
JI ッ イ ワ

査 自

田 畑 米
，マ

の ワ

}イ の
経 宅

進

島
-:J 豚 サ 犬 綿 倉 喜 推 庇 制 コ パ ナ

量 4本 査 聖 藷 菓 樹 コ 他 牛 魚
過

所 回

毘 .aツ 切 イ

帯

直 & 1量 1主 反 医 1主B 1主 1量 1主 年教 帖教
}坪 歓

事 牛 ギ ヂ ギ 他 屋 雌 舎 舎 懐 犠 纏 機 マ ワ

山

黒 潮 正 12 1  2  12 1  3  81 51 3  1  l  18 1  1  40 50124.5 3  1  2  1  1  4  1. 51 3  モ1
1 1 1  1  1  15 15 

間

岩 輔 芳 夫 9 13. 5  5 18.5 4  I  1. 61  1  1  1  3  10 128 4  1  0  251 5  1. 5  1  1  1  9  13 

地 鰍 部 諸 熊 ι71 2  20 1 1 1  1  1  2  1  11.3 1  I  20 鈎 22 4  1  1  10 1  1  1  3  2  1 1 1  1  1  15 12 

帯
内 麗 車 61 2  101  6  1.5 1  1  2  l  1  1  1 1  15  120n8.  3  1  3  10 1  1  2 1  4 事 21 1  20 120 

益 田 賢 一 101  4  1  1  10 3.51 1. 5  1  1  35 ｾＱＮＵ＠ 3  1  1  2  1  31 3  
広

10 115 

<t 

、、

間
竹 内 忠 71 3  1  1  7  1  1  2  5  2  22 l ω2 4  。5 1 2  10 1  3  6 1  2  

広

1 1 1  1  110 15 、、

地 片 岡 新 郎 &614.5 7  18.6 2  1  3  1  1. 5  17 ω 2 0  !.お 2 81 4  0 1  2  京 l  1 1 1  1  1  20 20 

帯

ホ 島 太 郎 6 1  5  4  1  6  2  1  2  51 2  1  20 1101  23 i.51  0  01 4  21 3  

広
1  8  1  10 、、

馬 場 従 道 10J 1  9.5 21 31 3  51 1  1  2  1  1120 45133 Ｗｾ＠ 1  411. 7 6 1  6  

広

1 1 1  1  1  20 15 

平

坦
国 政 英 司 15 12. 5  5 1  15 2  1  1  31 3  1  1  30 101 1  150117 ｡Ｒｾ＠ 1  2112 2 1  1  2  1 1 1  1  110 10 

地 JI( 富 夫 10 1  6  3  2.51 1  1  1  51 2  l  1  11 却 却 3  1  3  141 4  21 3  f  l  
1 1 1  10116 

帯

国 政 七 衛 71 2  1  1  7  1 1 1  2. 51 3  1  1  20 却 20 . 51 3  01 7  41 1  

広

1 1 1  5  1  5  
t、

別 表 3 台 所 施 設 調 査

望邑
全

首且 '-' 

シ

捌 理 台 コ ユノ c  カ マ ド 水 i距 戸 棚 食 1，'1 風 呂 場 Z量 焚 物 置 場 味 剛 部 屋 Z量: 備

j由
施 設

面表 備

下 上 高 仕 開 号| 高 七 メ プ 電 石 1l 大 井 ポ ン プ 簡易

-* 
そ 両 片 土 問i 茶 の 間 屋 屋 焚 ロ 広 更

天空日

震 昆 広 採 携 灯

9  
ロ マ

土 数 き 内 外 の 衣 栂
概

l' 
ii 流 さ 上 F  出 き 給 ン ン 気 油

き 戸 手押 2二 水道 槽 他 面 面
引 出 両 用 坐 式 腰 掛

内 外
台 所 外

き 室
タン

内 外 き 光 気 敏

帯

有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有 良 良

調 査 民 家

無 無
米 無 無

米
無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 坪 無 無 坪 ヶ 段

否 否

灯

山

1  期 調 明 正 。。
750.  

<t...， ... 。。750 
。。

×  
。

×  

日

2 連 3 升
。

×  ×  燃
×  ×  

。
×  ×  ×  

。
×  

。
×  ×  

。l 坪 ×  
。。

×  2  7  3 良 否 2  

2  岩 崎 芳 夫

×  
。700 

". 
。。

750 
。

×  ×  ×  ×  

新日

2 述 3 升 ×  ×  ×  ×  
。

×  ×  
。

Oi O  ×  
。

×  
。

×  1 坪 。
×  
。。

3. 75 2  X  良 否 1  

光

3  熊 部 猪 熊

×  
。

6∞ 
.....， ... 。

×  6∞ 
。

×  ×  ×  ×  

レン

3 連 5 子十
。

×  
。

×  
ガ

。。
×  ×  

。。
×  

。
×  

。
×  

l 坪 。。。
×  

0 .8  2  1  X  良 良 2  

間

4  内 藤 点 。。
7∞ 

。
×  匹∞c

"・

。
×  ×  ×  

。日

2 連 3 升
。。

哩且
×  ×  

。
×  ×  ×  

。 。。
×  ×  

。
1 坪 ×  ×  

。
×  2. 25 8  1  X  

否 否 3  

5  益 田 賢 一

×  
。

900 " ル
。

×  
9∞ 。×  ×  ×  ×  

惣日カ寸ド 3 連 5 升 。
X  〉く ×  ×  

。
×  ×  ×  

。。。
×  

。
i 坪 。

×  
。

×  
0 .5 8  2  良 良 1  

中

6  竹 内 忠

×  
。720 

....， ... 
×  

。720 。
×  ×  ×  ×  

新日

2 逮 5 子十 。
×  ×  

光
×  
。

×  
。

×  
。 。。

×  ×  
。

l 坪
。

×  ×  
。

1. 5  8  2 良 良 1  

7  片 岡 新 郎 。。
6∞ プリ. 。

×  6∞ 
。。

×  
。

×  

レン

2 連 5 チ+ 。×  
。。

ガ
×  ×  ×  ×  ×  

。
×  

。
×  

。
×  

l 坪

×  
。

×  
。2  6  3 否 良 2  

間

8  水 島 太 郎
。。

650 
。

×  650 
。

×  
。

×  ×  

日

2 連 5 升
。

×  ×  ×  ×  
。

×  ×  ×  
。

×  
。

×  ×  
。

1 坪
×  ×  ×  

。
1  5  3 良 否 2  

' イル
曹且

9  馬 場 従 道 。。
760 ＮｾＮ＠ 。。

7∞ 
。

×  ×  ×  
。日

3 逮 4 升
。

×  ×  
。

×  
。

×  
。。。

×  ×  
。。

×  
。

×  l 縛 。。。。1. 5  9  1 良 良 3  

平 燃

10 国 政 〆英 可 。。
7ω ". 

。
×  7∞ 

。
×  ×  ×  ×  

日

2 連 5 升
。。

×  ×  
。

×  ×  
。。。

×  
。。

×  。×  l 坪 ×  
。。

×  3  1  10 3 良 良 1  

型島、

11 東 富 夫
。。

650 
ｾＮＮ，ＮＮ ，＠ 。。

650 
。

×  ×  
。

×  

レン

2 連 3 升
。。

×  
。

×  
。

×  ×  
。

×  
。。

×  
。

×  l 坪 ×  
。。

×  1. 5  2  1  X  否 否 3  

ガ

I.!! 

12 国 政 七 衛
。。

7∞ 
。

×  
。

×  ×  
。

×  

日 。
×  ×  

......， ... 
7∞ 

型昆

2 連 5 子+ ×  
。

×  ×  ×  
。

×  
。。

×  ×  
。

I 坪 ×  ×  
。

×  
0. 75 7  2 良 良 2  



別 表 4 調 理 器 具 調 査

lEも二

釜 鍋 ポ ー ル 涜 紺

洗 ぎる
す り 鉢 杓 干 庖 丁 計 器 アミ

X  

地
，マ 油 泊 油 泡 7 マ め め モ セ 片 ユ

-¥' 十 大 史 大 民 持 。聾 0  時

め

両 手 ? 1 宜 卵 ス 議

ト一一「ーー
つ

ゼ

7  ぃ米 ｾｉｾ 1 c 玉 ア シ
ラ ナ

ロ イ キ

il 出 制 バ チ 自 マ
日

"  

た

フイ aー 郡 可セ

大 中 小 j

ツ こ 立
イ イ

ん ん 盆 カ 換 欧 ば 臼

使う 使う

に

帯 大 中 小 大 中 小

上 ょ ん

大 小
拘 杓 ミ 守 プ ロ ヒ

ン 魚 餅

使わ
パ Je ツ

杓 モ

返

ポ 引 し 器 L  1  ， 棒 台 ' 1 I  
ロ ラ

切 刃 身 切
ン

ギ 幽 ス
能 み

竹 し 箱 数

大 中 小 ン ン 鍋 焼 鍋 器
型

る る め 子 子 干 ゾ ぬ

。毎日使う 。。。。。。。
×  ×  。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。×  。。。 ×  

。×  。。。
8  

。。。。。。×  ×  。。。
鳳 瀬 正 ＶＱ ｾ 時め っ Ｊ使たに う

。×  
世 bi l

1  2  1  2  3  1  Ｑ ｾ＠ l  1  l  1  l  2  4  1  1  1  1  2  1  1  1  1  1  1  2 1  1  3  1  1  1  1  1  1  1  1  2  1  1  1  1  17 3  1  1  1  1  2  1  1  1  1  1  17 6  1  2  4  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  I  110 20 u  9  

山 2
×  。。

×  
。 。×  ×  。 。。。。 。×  

。。。 。×  ×  。 。。 。。。。。。。。。。。。
岩 崎 芳 夫 4  全 上

1  1  3  1  1  1 11 1  1  1  2  5  3  1  1  1  2  1  1  7  1  1  1  5  1  1  8  1  2  3  1  1  8  1  4  2  5  1  2  2  1  1  2  1  1  1  1  1  1  84 13 16 7  

間 3
熊 部 猪 熊 6  全 上

。。 。 。。 。。。。。×  。。。
¥ 
。。。。。

×  ×  ×  。
×  
。。×  ×  。×  。×  ×  ×  ×  。。

1  1  1  2  2  1  1  1  3  1  1  1  1  1  2  1  1  3  1  1  1  1  1  1  1  111  7  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  13 1  4  1  1  4  1  1  I  2  4  1  2  1  1  1  73 10 14 13 

4  内 藤 卓 5  全 上

。。。 。×  。。
×  
。。 。

×  
。。。。

×  。×  。
×  
。

¥ 
。

0- ×  ×  。×  。。 。。。。 。。×  ×  ×  。

2  1  1  1  1  1  1  1  2  1  1  11 1  2  1  1  6  1  1  2  2  1  1  2  1  1  2  1  110 1  2  1  1  5  1  1  1  1  2  2  1  1  5  1  3  1  1  3  1  1  1  1 1 1  1  1  1  75 13 15 ，13 

5 益 回 賢 一

。。。
6  

全 上

×。。。 。。。。。。×  。。。。。。。。。。。。 。×  X  ×  ×  。。。 。。。。。。。×  。×  。

1  1  3  2  1  2  2  1  2  1  1  1  1  3  1  4  2  1  1  1  5  1  1  3  1  2  1  1  1  l  3  1  2  10 1  1  I  2  1  1  1  1  10 1  1  1  2  1  1  l O  1  5  1  1  4  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  lω 17 20 8  

中

6 竹 内 忠 4  全 上

×  。。。。。 。。。×  
。。×  。。。。 。。。。。 。。×  ×  ×  ×  。。 。。。。。。。×  

。
×  。

1  1  2  1  1  1  3  1  2  1 1 1  3  1  1  1  1  2  2  7  1  1  8  1  1  1  1  1  3  8  1  2  l  1  1  1  1  1  4  2  1  3  3  13 1  4  2  4  1  1  2  1  1  1 1 1  1 1 1  l∞ 20 12 9  

l問 7 片 岡 新 郎

。。。
5  全 上

×  。
×  
。 。

×  ×  。。
×  x l O 

。。。。。
×  。。。。

X IO  
。。

×  ×  ×  ×  
。。。。。。。。。。

×  ×  ×  OI X  
。

1  1  2  1  1  1  2  1  1  1  1  1  1  2  1  2  1  1  1  1  1  1  4  1  2  3  1  1  2  1  1  1  1  1  2  1  1  3  1  1  1  1  2  1  1  1  1  15 3  1  1  2  1  1  7  1  5  1  3  I  1  1 1 1  2  1  1  1  1  2  1  96 12 21 16 

8  本 島 太 郎 5  
全 上

×  
。。。。× 。 。

×  
。。。

X IX  
。。。× @  ×  

。。。。
×  
。。。。。。。×  

。
×  ×  Ol @ 

。×  ×  ×  ×  。×  。

1  1  2  1  1  1  1  1  1  1  1  1  2  1 1 1  1  1  1  3  1  1  2  1  2  1  1  1  1  1  1  2  1  1  121 1  1  l  1  1  1  1  1  9  2  1  1  1  1  1  1  1  10 4  2  1  1  1  1  1  1  1  2  2  1  1  89 11 19 16 

9 馬 場 従 道

。@  。
7  全 上

。。。 。
×  。×  。。

×  
。。 。。。。。。

X I X  
。。。。。。。。×  ×  。。@  。。。。×  。。。。。

O IX  
。。。

1  1  1  2  1  2  2  1  2  2  1  2  1  1  3  3  1  2  3  1  1  2  7  1  1  2  1  4  2  1  1  1  1  1  8  1  2  121 3  l  7  1  1  3  1  1  15 5  1  1  2  1  1  2  11 1  4  2  1  1  4  1  2  3  1  3  2  1  1  21 2  2  I  145 19 幻 9  

平

10 国 政 英 可 7  全 上

。。。。。。 。。。。。。 。。。。 。。。。。。。
X I X  

。 ×  。。。
OI X  

。。。。。。。 ×  。×  。

1  1  3  2  1  2  1  1  1  2  2  1  1  3  1  4  1  1  2  6  1  3  3  1  3  2  1  2  4  1  1  10 1  1  1  1  12  20 1  2  3  2  1  1  30 1  8  2  5 12  3  1  1  1  1  2  2  1  3  153 18 19 6  

I.!! 11 東 富 夫 6  

。。。 。 。。。 。
X IX  

。。。。。×  x l O 
。×  。×  X I X 

。。×  ×  
。。。

×  ×  
。。×  ×  

。×  Ol x  
。×  。。。

全 上

1.  1  1  1  1 1 1  1  1  1 1 1  6  1  1  4  1  2  1  1  1  1  1  1  5  1  1  4  1  1 1 1  1  1  1  7  1  2  1  1  2  2  1  1  l  6  1  3  1  1  1  4  1  1  2  1  2  s  1  2  1  1  1  1  I  86 11 18 17 

12 国 政 七 衛 5  
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別 表 5 食 器 類 の 常 用 客 用 別 の 種 類 お よ び 数‘量 調 査
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建 築 「そ信通

熊 井

.、 ヒロシ 7 を訪れる建築家の一般の観光コースは，まず

市内東部にある標高70mの比治山に上って，一応復興し

た市中を見下し，大田 川のデルタに位するヒロシ 7 ，東

西 lζ 市の中央を走る 100 メートノレ道路を， ｾＺ後り場を，記

念広場をというように目標を定めて山を下り 100 メー

トル道路を酉 へ行き，イサム ・ ノグチ［設計の ｾｉｩｦｲｬ 大橋を

渡って丹下氏設立| の記念、広協のll3認を見， )1 1)'，¥KJ IJl れか

けて建っている原爆ドーム，それから盛り坊を-;(i(ζ 見て

村野氏設計の記念、聖堂へ，あとは車を泊。 ｽｾＰ へ走らせると

いうのが，大部分の方々の半日コースである。

東京 ・大阪から来られた方々は人口 43万の中郎会，ま

とまっ て小規模で，過大都市の悩みを持たず， li ゆかでよ

いが，木建築がいまだ勉ち並ばぬうちに，今乙そ，何か

強力な規 ｾｉ￭ｾｬ で，住宅問題，交通問題，駐車場など考える

べきだといい，名古尽から来られた方は，広り坊を見て

市内を一巡すると，人口の比例からして名古尽のバぐら

いの規模ですね。 なかなかよく撃っていますねと。博多

から来られた方は，中洲を中心としたゆ多の建築nr を見

た|恨で広島を見ると都市計画が挫い，突にスツキ リした

郎会ですねといわれる。

-.  

たしかに道路は広々している。煤煙は見当ら ない。 川

の水はきれいだ。多少ゴミが浮いているが，立の市内の

川中に見張台が立てられ，大ぜいの児童が泳いでいる。

しかし，よく考えてみると，それは大工場が市内に ない

からである。 なぜ大工場がないかというと ，広島湾の牡

蝋の養殖のためである。中国ーの大田川という 22宮な71<

似を持ち，工業用水として利用できるのに，工場排水を

流せないからである。 牡煽が育てば，煙突は立たない。

小工場はあるが，消白都市といわれるヒロシ 7 は，乙う

して煤煙のない， 71<のき れいな都市とな っている。

それから，原爆ですべてを失った広島は，新しい文化

を求め古いものを見過どしている例として，省りみられ

ぬ文化財不動院を挙げたい。市中心部1より北方約 4 キロ

の半田町にある不動院は，厳島神社とともに戦後いち早

の 後 の 広 島ー|

安 義

広 島 織 天 主 l剖

く新岡宝に折定された* " 建築，P . " I 様の鎌倉円党寺舎利殿

とよく似た下法のノド堂( 室I l IJ J切のもの) と，山門も一般

の人はもちろんの乙と，土地のm築家の方々でもよく知

らない。見ていませんという方がいる。しか し，乙の風

潮はどこでも閉じ乙とかもしれない。流行仏や現山手11必

のない社平J は，文化財でも千Tりみられないのが今の行き

方だといえよう。

しかし， 市は天守| 羽復興ブームに乗り遅れまいとして

昨春の広島復興博の第三会場として広島被天守閣を大急

ぎで建設された。設計は石木ru築事務所。

乙の建築v ! は復興博の収入でまかなったとの乙と。文

化財保護委員会の認可を得てつ くられた天守閣であるか

ら，たとえ鉄筋コ ンクリ ート迭でも， 実物模型として見

ても，決; 化的には有: む殺なものだと思いたい。

次l己最近の建築の話題の幾つかを紹介しよう。そのま

えに，広l誌の土質について一言ふれておきたい。それは

大田 川 が広島湾， ｣Ｎ注ぐテソレタ 地 ｾｗＧ ｌ 堆積さ れた泥土と砂

の都市，概ね地上から 8m くらいまで比較的締っ たl沙問

があり，ついで地下 ＱＵＭ Ｎ ＲＵｭ 程度までがシノレト Ｊｉｾｩ 土居で

それか ら基盤屑( 砂際) と なっている。

上層の砂層はかなりよく締っているので，中高層の建

物の重量を支える乙とはで きるが， その下の粘土屈は j七

密を起乙すので，往々建物の不問沈下の原因となりやす

い。そのために大規模な建物は，杭で砂庖や粘土居を11

59 



広JゐP.li 1万屯m埋断而

通して基盤屈に直接支えるようにするか，または浮爾基

礎などにより地下各周とバランスをとった工法を採る必

要があるわけである。

土車頭倉庫に杭長の36mペデスタル基礎

広島港外貿埠頭の倉庫基礎と して，広島県'ili ;絡課で設

計さ れたのが，乙の地でもっとも長いペデスタル杭 36m

基礎で，今互に打ち込みが終ったのである。乙の計闘に

ついては，まずベタ基礎が考えら れたが埠頭に近い乙と

と，一万 トン級の船ては千糊より水深10mまで捌り下げ

るので，地形がアンノミランスとなり ，移動逸脱してすべ

りtJ 11し，建物 自体が傾斜する乙とも考えられるので，ベ

タ基礎は採用せず，木杭，既成コンク リート杭，鋼管杭

などを考えたが，鋼管杭は海水による鋭iの点と，その他

の杭は経到の点からも割高となるので，ペデスタ J レ杭が

採用さ れた。 ζ れが詳細は，

杭数 332木 重錐 2.7 トン

杭長 ＳＵ ｾ ＳＶｭ＠ 最終沈下盃 Ｐ Ｎ ＳｾＰＮＴｭｭ＠

杭径 50cm 耐力試験結果

鉄筋 19mm- 8本 120屯積載K て

長期許容耐力 70屯/ 1本 加 圧 80屯lζ て沈下 3.5mm

短期許容耐力 120屯/ 1本 加 圧 100屯 1/  4 .5mm 

Ｑ Ｊ の打取数 Ｖ ， ＰＰＰｾＸ ， ＰＰＰ 回 ＱＯ 120屯 1 /  6.5mm 

中国電 力本社屋工事に高張カボルトとコ ンクリート

ポンプ

35年 2 月完成を目指して目下仕上工事中の中国電力木

社屋は，地下 1 階，地上 8 階，延11，213平方メートノレの

鉄骨鉄筋 コンクリ ー ト造であるが，広島としては，初め

ての試みとして施工上採用されたのが，高張カボルトと

コンク リー トポンプである。

まず高張カボル トについては，騒音の低減，災害の防

60 

広 ':blζ はじめてできた生コン工場

止，工期の短縮などの目的から採用された。

ボルトの径は 19mm，使用箇所は22，452本

抜取試験は ポJ レト 500木に 1本

ナ ット，ワツシャーは 1，000個に 1 個

作業量は，予備のインパクトレンチでは ＹＶＰ 木 ｾ Ｑ ， ＲＰＰ

本/1日

本締の トルクレンチでは ＸＰＰ 木 ｾ Ｑ ，000木

/1日

次に コンク リー ト・ポンプについては

コンク リー ト 工 事とし て 総量 Ｖ ， ＷＰＰｭ ｾ のＥの ｩ 立を コ ン

クリー トポンプK よっ て搬送された。

容量 1  ｏｾ＠ 14m3  /111i  最大骨材の筏

ホッパ一容iL1. 1m3  玉砂牙1) 50mm 

I止Ll¥管口
6pす 砕 石 40mm

電動機 40馬力
重 量 5，100kg

輸送距離
水平 240m 

重m直
30m 

ょうやく生コ ン工場誕生す

広島の東郊海田町の海岸IC， 9 月中旬から生 コン工場

が操業を始めた。乙れは宇部セ メント k.k. が 3 憶の費用

を投じて， セメン ト包装工場と併設さ れたもので，海上

輸送によっ て材料を運び入れ，生コンは広島を中心とし

て西は大竹，東は呉方面にまで販路を予定しており，そ

の生産量は，現在どく低自に見ても， 300m
3
/ 日で， ア

ジテータートラック 15台を備えている。東京において昭

和24年に磐城セメン トが生コンを生産し始めてから 10

年目ではあるが，東京，神奈川，名古屋，大阪地区など

の大都市に次いで中都市の広島で創業されるが，今後は

近く静岡や北九州でも生コン工場が完成されるというこ

とであるから，広島は生コン K 関しては中都市 としての

先物Eをつけたものといえよう。

，， -
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朝日会館は建ったが

広島 lζ も朝日会館が昨年12月に完成された。設計j血工

ともに竹中工務庖で， 地上 ? 階， 地下 1 附で延面智l ，

11 ，555m2
で 1 - 6 階が事務所で， 7 - 9 階が約 1，000 人

収容のホーノレとなっている。中高層建築の多い広島に群

を抜いて建った姿は偉観である。

乙の建物の基礎については，短期間の工事が要望さ

れ，かつ近隣への杭打ちの騒音も避けたしサンドパイ

ノレやウエ J レポイントを併用した浮画2基礎を採用し，上部

椛迭はなるべく軽くし，制1;土i i 1 を多くするため地下 1 階

であるのに基礎底面を地盤面下7mにするなど，いろいろ

と苦心が払われている。なお工事竣工までの建物の沈下

五1は約 8 c mであったとのこと。

写真 lζ 見られる通りの立派な朝日会館はできたが，当

地広島は中央の新聞の夕刊のない土地，朝日も毎日もi f E

経も朝刊のみしか来ない土地である。ニュース文化は半

日遅れだが，それだけノンビリできるのがありがたいと

いうわけ。

昭和33年度建築学会賞の中国電電 ピル

広島県庁前にノビノビとした形の中国電々ビソレも完成

してから約 1 年になるが，いつ見ても好ましい建物であ

叫'f'i'l ffi 々ピルの事務副i

る。学会: D: として批Hなされた理由にも「普通的な形式を

採用する客観性の強い建築J と述べられているとおり

で，設計者の言によれば，永年の私上げに基づきスタフ

の相続による所産であるといっている。

写真はコアシステムの事務械であるが，乙れと並んで

現業株があり，その両棟の間』ζ 小市むi の共通棟があると

いう明快なプランニングである。

広島城の東南隣地，もと東練兵場跡』ζ ，乙 の電々ビ J レ

やｾ在庁 な ど建っ てい るが，その地域約 ＲＶ 万平方メ ート ル

を広島における一団地の官公庁施設区域として昨秋建設

大臣の告示が行なわれ，一般官庁を集約して高居化する

工事も行なわれつつあり，乙れについで法務 ・検察 ・裁

判関係 ・県市関係の事業，あるいは文化施設なども考隊

され，広島の センターが計画から実施 lζ 移されつつある

乙とを申し添えたい。

広島もあと 2 - 3 年で下関から京阪神への 2 号国道が

立派K 舗装され，ついで山陽本線電化が完成すれば，交

通上非常K 便利になる ζ と詐i合い。そのような乙とが今

後の広島をどう育ててゆくか ? 興味ある乙とと恩う。

ｵｮ 者中国地 ｾｧ 織部長Ｉ

q¥ 



津 山 地 方 に お け る 農 家 住 宅 の 研 究

' 都市の住宅! とくらべて良家の住宅

は，すべての面において大変なおく

れでその差は益々大きな開きになっ

てきている。にもかかわらず建築家

も技術者たちも，いまだに手をつけ

ようとしていない。身近な問題から

一歩一歩前進させる努力を私たちは

忘れてはならないと思う。

12家で生活している関係、で，特』ζ

興味を持って乙の研究を進めてきた

ので，その概略と最近の状況を申し

上げて皆犠のど批判とど指導をお願

いしたいと恩う。

ー津山市は人口 81.
191Z で世帯数は

17. 408戸を有する，写真のよう な城

下町である。乙のうち民家は 6. 405

戸で45 .51 2反の耕地からおも K 米麦

の生産によって生活している。津山

税務署での調査によると民家への課

税総額は全市総課税額の 1796であっ

てその民家数は 600 戸にすぎない。

私たちが対象とする ｊｾ 家の大半は税

務署でも全く問題とされていないの

である。昨年の長高所得者は 2 アー

J レの田地を耕作する 6 人家族の純j民

家で46万円の年所得であった。乙の

民家lζ 課税された税金は48 . 000円で

あったそうだから生産賀以外を全部

住 居ＧｴｾｦＨＮ充当されたと しても Ｑ Ｕ 万円

長 尾 斉

( ィ ) 専 業 主 主 業 別 農 家 数

1  1  第 1極策業( 主として雌業)

農 家 数 | 専 業 1- ，u 山 l  

1  v  - - 1  従として 従として |  主として

l  l  他の産業 賃労働蹴貝 |  他の産業

6 制 1 3品 1 1 問 山6 1 担

( ロ) 経営耕地商獄広狭別E段量望家巨数

!… 1  Ｓ 町 ｼ 板ｾ班 ｼ 砂川 Ｑ Ｑ 町 ｾ ＱＮ Ｕ 町 い… Ａ
6. 405  1  1. 563 1  1 叩 1 2. 180 1  1. 218 1 お1 I  

;t-ーとして

賃労働職貝

497 

2 町以上

60 

( ハ) 経 営 耕 地 商 積

回

一 毛 作 | 二五作以上 l

J 竺 到 川1版 |

畑 樹問地 | 合 ｾ ｉ＠

9. 制反 | ｾＲＹ 反 ＴＵＮＵＱＲ 反

( ニ) 主 要 作 物

米 -I - ;;t- - - - 1 H- 一面- 1- 均一五五一|

高 雨 戸 五可嘉 吉|側面積 |生産扱 |雨 前I生両| 高戸町五五五|

39・蜘反1211. 8器|肌謝 礼 115li 1 乱調 1 2 512 肌諸 Ｗｾ Ｑ 肌諸 ｼ
( ホ ) 主 要 践 機 具 台 数

原動機 l 作 業 機

低動級 |削発動機 |叫; 凶器ga!品スト|伊1241同盟拍削減|思表面

川 台1 2.480 I ω い6 1  97 |司 7 下62 戸司司 2-; ; - r Ｓ ｾ ‘＠

{ へ) t : ! 家 'fit 伎 世 得 貝

邸 )JII I 専 業 者ヤ ; Tえ5 lf TT|しIl: | 合 計

i |劃 ;i |;:g l 3; ; l

( 卜) 自作段維持制投資金貸付

区 分

時!

貸

百

付

判 数

1  1  0  

5  0  

金 額

14.3∞，∞0円

6. 676.000 

事It 山 市 の 眺 日i i lllll 地 方 の 般 家
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ー気象については地蛾別の相異は認

められないが，津山測候所の統計資

料によれば，津山は海抜 92.15m東

経 134
0

3' 北総 35
0

32' にあり下図の

ように なる。乙の資料によれば寒冷

松雪地帯で 4 方山tζ 図まれているの

で，比較的天候がよく ，天災の少な

い町といえ る。

J I  I  I  I  I  Iバ一「十十キ斗

引け朴付 []] ¥ 1 1  

岐 川LJ 1 1  1  1  1  1  I  1  1  1  1  

r.l 

hl ( ハ) 雨

( ィ) 気

3月sn  

M

m

M

m

%

 

F

3

n

U

丹、“

，。
、

u

n

d

4796 

4096 

乙れらが順次あい前後して取り上げ

られていった。

乙う した改善の ｾ ｊ きは出家の人た

ちが住まいの欠陥に目覚め，一方j込

業機械の導入 と新しいぬ薬の出現な

どによって生じてきた余采労力をあ

らたに他の生l主面に振り向け，経7'(

の捻出が可能と なってきたからであ

る。そ して若いゼ ネレーションの人

たちゃ篤 ｊｾ の人たちが砧極的に新し

い提案をした乙とにはじまる。それ

が連鎖反応的 l乙部落中K. 広まってい

ったのである。

' それらの実態をつかむために 山

間，中間，平坦の 3 世帯の出家を選

定し，さらに資産階庖を2段階，家族

構成を 2段| 併に分け12戸の出家につ

いて実態調査を行なってみた。

民家選定の条件 として， 台所施設

が一通り改善されている出家で生活

改善意慾の旺盛である乙とを前提と

した。調査内容は個人調査から台所

の食器，食品類』ζ 至るまで; 詳しく調

べた。紙面の都合もあるので乙乙で

はその 1 部を掲載する。( 月IJ表参照)

6 天日夕ンク 596 

7. 改良便所 296 

8 . 居間の確立 19ぢ

9  子供部室や個室

1296 1796 

296 5.896 

3096 

159ぢ

8%  

10. 収納場所

程度である。

部分的な改造のみでは12家住宅は

本当によく ならない し，な った とも

いえない。しかし新築すれば大小に

かかわり なく150万円ぐらいは要す

る。前. l Gの状況からいっても乙れは

まず不可能に近いし，どくわずかで

ある。そ乙で部分的な改造になるの

であるが，台所のチョツ トした改善

でも10万円は単位であろう。

生活の向上によって住宅の改善は

必然的に なってくる。しかし，乙れ

らの課題も民業経営の合理化から出

発しなければならない。

ｾ ｬ 臥後 Ｑ Ｔ 年た った 今 日 ， 1. 災家住宅の

歩みを眺めてみると，民地改革とヤ

ミ米によ って昭和22年どろから25年

どろにかけて段家のフトコロにゆと

りができた。したがって台所その他

の改善が行なわれた。引き続いて昭

和27年どろから30年どろにかけて釦

2  jtJ の改善がなされた。そして 5 年

統きの豊作によって現在tl13 J切の改

善に入ろうとしている。おも な場所

を上げると次のよう な順序と なって

いる。

2  Jt J  3  JDJ 

60;杉 1009杉

509杉 709ぢ

6596 8396 

2096 6096 

16%  4096 

期

M

M

m

M

m

M

m

M

m

《

U

《

u

n
υ

、l

句
、u

'

1

4
4

町。

，
』

1. カ7 ド

2. 流 シ

3. 台所全体

4.  n1 i 払水道

5.  ｊ Ａｬｩ｜ｾ場

続・2

(hour l  

I泣 大 風 速

(10分/i日平均1 m/s  

Ｑ Ｍ 孟 記二 ｾ ｉ 1 1_ 2下 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 い0 1 11 1 12 1全 年

I  1_ 土」 ぉ21  ｾ ＳＮＰ＠ 1  48.4 1飴 21ω1 I 58.7  1. 45.1  1  78土i 竺5149.5 1臼 5 Ｑ お ｾ ｌ 一一
川 42.3 1川 町 6 1ω2  1ω8  1日 3い5.6178.2 1  45. 4  1日 9 1  46.3 1  404 1  

- "F 1  47.3 1  45.4 1  63.8 1  76.0  1  75.7 1  47.2 f68.81  69.3 1  54. 1 1回 41  43. 7  1位。「一

月合計 1124.8
也土

4 167.8 1210.4  1204.6 1161. 2  1159.5 1225.6  Ｑ Ｑ ＵＳｾ ＭＱ Ｑ Ｖ Ｑ Ｚｓ ｔ ｬＭ ＴＲ Ｎ Ｕ＠ 11211 1  止と

ω 庁五コ 11  46.0 .  45.9  1  53.7  1  47.3 1  38.2 1お 31  54.3  1  41. 3  1  46.3  1  46.2 1ぬ 9 I  

ｨ附附 ｗ Ｑ 川 ｗＲＲ Ｎ Ｒ叫 Ｒμ刈 ＲＴ ｼ ｊｪｷＡ＿ 可 ｪ守寄ゐ戸 ω Ｐ Ｑ Ｓ可玖 Ｓ品 Ｒ Ｎ Ｑ Ｚｾｲ 押吻 詞琵酷 ｅ ι Ｑ Ｎ ｾｾ Ｎ ｾ ＿Ｚ＿ ｌ Ｎ ｶＮｶ ｾ Ｎ Ｙ刊 ｏ ｉ ｎ も｢｢ 幻弘 Ｉ ｜Ｎ 吻 91. 1'1阿N附?何W2幻1. 4内|附!?w?q型1刈9刊吋Ql叩2一-二」J  l  

JuS"i!i :"s"  ..;j  .. ｾ Ｖ Ｏ 五当 日 Ｔｾ Ｕ ＮＮ ｾ Ｎ ｾ ｲ ＮＮＮＮ ［ Ｔ Ｚｾ ｩ ｪ ＮＮＮＮ ｾｪＮＮ Ｎ ｩ Ｕ ｲ ＮＮ Ｎ Ｎ ［ ＵＺ ［ｳ ｉ ＮＮ Ｎ Ｎ ［［ｳ ... ｾＵ ｲ ＮＮ Ｑ ＹＺ ＮＮ ｾ ｲＮ Ｎ ＮＮ ［ＵＺ ￯Ｙ ＱＮ ＮＮＮ Ｒｩ 組一三竺

Ｑ ｜ ｾｾ ＲＶＮ Ｔ Ｑ ｜ ｖ ｾｾ＿Ｙ ｾｾ ＿ Ｎ ｾＺ Ｎ Ｙ ｬ ｾｾ ぉ Ｗ ｉ ｎｗ Ｒｏ Ｉ ｎ ＲＳ んｶＮｶ ＿Ｕ Ｚ Ｔ ｬＮ ｾ ｾ ＿Ｗ Ｎ Ｉ ｉ ｾｾ ｨ ｬＺ ｾ ｌ ｾ 蜘 ｌ ｾ Ｎ ｾＺｾｌ Ｎ Ｂ，， ｾょ う ｖ Ｎ ｾｾ Ｚｾ ｉ
|白31ぉ1 ＲＸ ・ ｩ Ｕ ＯＮＮ Ｎ Ｎ ＳｾＺＲｦＮＮ［［ Ｘ Ｎ ＮＮ［Ｔ ｩ 五Ｚ .. 91.... 32....;I... ..j;η 3i. i;; r 五五;r ゐ.151 26 ぉ1 31桐28. 9. 25  

m l 182l nH 吋 一| 一| 一 | - | - l 三 l - 1 01 94 ヲ?
凋 25. 101 2叫 ii: .. sl..... ｾ Ｎ ｾ ＮＮｲＮＮＮＮＮ ＺＮＺＮＺ ＮＮｉＮＮＮＮＮＮｾＮｔＮＮＮＮＮ ＺＮＺＮＺ ＮＮｬＮＮＮ ＮＺＮＺＮＺ Ｎ Ｎ ｲ ＮＮＮＮｾ ＮＮ Ｑ 一 Ｑ 23司 u 相20. 2. 25 
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園地.
画自圃霊 ・ ・・

士三!: :=:目

雄@ 台所K 家事i J G張の場所があり ， 新聞，

古車，手紙， 文1 ' 1 など盤砲されている。

⑤ 釣仰やメカコ・をかけてある。 ζ のように政

家は壁面の利用が大切である。

' 私の研究は以上のよ うな調査を多

角的に検討し隣家の生活を十分つか

み，現在の民家住宅』ζ 欠けているも

のをあげ理想的な民家の諸施設につ

いての基準となる設計資料をつくろ

うとするものである。

' なお現地調査において扱影したス

ナ ップと農家住宅の設計図をつけ く

わえて読者の参考 lζ 供したい。

⑪ カマ ドは自然式で飽率的である。問題l台，

流しが部屋の中央I( 配陸宮れ，床下には引

出式物入がある。

⑥ 母屋とはなれて灰小A がある。
① E の隣家は生活改善の元組で各所 I( その成

来が うかがえ た。

⑫ マナ板をとれば内部は焚木入れであり恕商

には 7 ，戸がl寵められた食器時樹となってい

る。

⑦ 北商の下屋下はシイタケを殺指してある。② 自動餅転倒始めすべての繍1 ! 8 兵が盤理主れ

ている。

⑬米入の上には計担織が見える。戸棚の中I(

は保存食が収納してある 。台所は政III 加工

の渇でもある 。

@  己れは外便所であるが内便所

は改良使槽I( してある。

③ 台所と牛舎との問 K 広い空間があり戯作業

広大変よく使われている。

⑬ 浴宅内K 洗面所

もある。
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⑨ 台 所の外1( 1主流しがあ り1. 5∞ 円の コンク

リート製センタ空 機がある。当地方には乙

れがかなり普及している。

@  マグサ切はワ ラ打ち に も

利Jl I されている。
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⑮ タバコの乾燥場は公社の助成による。雨天 ⑪ 干物K はヒ. ニールの利J I l は大きい。
⑬ ニワトリ もー羽飼いにしてある。

の場合は録作業の舗にもなる。

一 一一一一一一一千一一一一一ー-ーーー ー・‘ー ーー・・ ・e ・・・ ....--..守・一 ...・・・ー一・・・ーー・・ーーー..・ーー..... ..・・・・ ー..・・ ・・ー.........ーー・・ーーーーー........ー・・一ー ・ーーー...._-.. ・.......... ・・ e ・ e ・・ー ー・ー...-_ .... .. ーーーー一一一一一一ー一一一一 +一一一一一一 一

' いままでの資料か ら乙乙ろみにモ

テソレ住宅を考えてみた。乙れがはた

して新しい容器として， 適当である

かとーうかは，乙れからの研究課題で

あるが，各方面からの批判をまって

次第に「かくあるべき J出家住宅J IC  

近付く「よすが」となればキいであ

る。

設計 IC当っては次の諸点に注g し

Tこ。

敷地面脳を 160即，住宅! 日訟を 30

坪と偲定し， プランニングに当 って

は

1. 客1i l J第一主義を廃止 して冠婚葬

祭は公民館などを利用 して個室を

独立させ家族が大部分の時間にわ

たって使用する リー ピングを1市立

する。

2.  台所は明るい能率的なものにし

て ｊ ＱＡＡｾ加工の場所と家事記帳の場

所を考慮する。

3 .  玄関には作業衣のロッカ ーを設

け便所は上からで も土足のままで

も行け るようにする。

4 .  縁側は千坊として利用できるよ

うに考慮し，できるだけ物入を多

く設ける。

5.  通風や採光，湿気などに注意 し

樹木が繁茂しすぎないように注意

する。

6  洗たく，裁縫，育児の空間を設

ける。

7.  煤煙，盛挨の防除のため設備を

改良す る。

8.  住居の独立と民業経営のための

諸施設を合理化する。

(筆者 岡山県立'.1¥111工業高校教諭}

モテツレ段通E住' i ' l 1 l 十両築設計ー反応斉( 岡山県l I ! 策士会主悩紋計鋭校1等入選) 敷地I回航160坪 硲坪住宅部分30呼

札 ｾ ｊ
・ぜ.. ・ .，. 

医 員長
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島 根 の 古 建 築 (主 と し て 大 社 造 を 中 心 と し て)

J.:M良県へ着任してから約一年半近 くに なるが，まだ県

内足跡くまなしとまではいかない。乙とに，歌!C名高い

隠岐品はいまだ訪問のi殺を得ていない。史官ーにも歌警に

しる

も京. く，また民務の宝庫といわれる隠岐は，近世以後浮

世から隔絶して，風俗習慣など独特なものを形成し，日

本海の悠法j の彼方lζ 俗人を寄せつけぬかのようで，何と

な く心ひかれるものがある， しかし現実!Cは松江大橋畔ニ

から安来港中継で毎日ー往復の定 ｊｾｊ 使Ｈ隠岐丸 ＵＰＰ トンＩ

が出ているのであるが，片道約 Ｗ 時間をｾし， 8 月以後

は波浪商く初めての者には一寸臆病なのである。島の人

々特に乙女たちは松江をはじめ各地lζ 進出しているし，

乙とに料亭の女中さんたちは例外な く歌がうまく，本場

のしげさ@，どっさり節をそれ乙そ，どっさりと聞かせ

てくれるのである。まだ見ぬ島へのあ乙がれも，乙んな

と乙ろから生まれるのかもしれない。とにかく，後鳥羽

上♀，後醍醐天皇の行在所跡をはじめ諸々の建築遺跡も

多いと思われる乙の島には機をみて一度出かけてみたい

ものである。県内で昔の由緒あるもの，文化的なものを

と尋ねると出雲，石見二国のうち，やはり出雲の地lζ 多

いようである。石州益田のｾ光寺， J j 福寺の22州庭園，

同じ く人l密神社( 万葉の? 甘冠歌人布li _，.jc人 j密は石見の主主

いわかっ

「国守」であった) ， 1也l乙石勝利1社など，大田Il 付近では

大森銀山代官屋敷や五百羅漢，石州では目ぼしいものは

ζ の程度，出雲部iζ なると仁多郎烏上のたたら跡，平田

市鰐出: t 寺，一畑薬師，松江城，同じ く近郊の枕木山主主蔵

寺，安来市清水寺などがあるが，何といっても古代日本

文化の中心，出雲朝廷の本拠として栄えた元意宇都，

( 現総江市大庭i町，および竹矢11的地内! c 古代の食重な

かもす

泣1 M、は集中しているといわれる。相11魂神社( 伊佐奈美大

事11) ，八重臣神社( 須佐之男命，稲回姫命夫妻) ，熊野

村l 社( 同し く須佐之男命を主祭{ ! ¥l とする) な どをはじめ

国府跡，国分寺跡( 目下盛んに発掘調査がされており，

また最近1M近の畑の中から条皇整然たる天平道路の一部

が発婦され，学者の識者の声により松江市も文化財指定

を咋l 討し土地を只収して保存する乙とになった。) を中

心に，古 JJ ' I が散在し，貴重な古代文化をしのぶ出土品も

多いとの乙とである。ととより少し離れるが， 簸川百巨大

おおやしろ

社町の山雲大社は「出雲の大社」として人口κue灸し，

天地板元造に発する大社造様式の最大かつ最も完備した

ものとしてm川平野の一角に君臨し，出雲園内 1096t土に

のぼるといわれる摂社，末社を率いてmっさまはまさに

圧巻である。全国からど神徳をｾｾって四六ｊｬ寺 中 参拝客が

絶えない。近i時観光地としてクローズアップされ，また

乙の 5 月，cは福山敏男博士のど設計に より，焼失した拝

殿の再建も立派に成って，さらに拍車をかけ，遠近各地

から大型パス が王与を連ねて集凶参tl が行なわれている。
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不敏にして，また不幸! c して古代文に弱い筆者と して

は記紀にも，また出雲風土記にもなじみはないが，諸々

の紹介文にときおり引用せられる上代神話の世界はま乙

なかのうみ しんじ ι ひいかわ

とに興味津々たるものがある。 中海 ，宍道 湖 ，ｾ 伊川，
だいせん さん4 さん

} J ，根半品，弓ケ浜，大山，三瓶山な どが次々に澄場する

国引きの壮大な神話は，数千年前，かなり地形のたたず

まいの異なる当時の国土lζ 展開する雄大なロ 7 ンは，な

にか姶てがたい寓窓を含み，空想はそれからそれへと天

謝る八雲のどとく流れて果してもない。閑話休題。

ｾ王者は着任早々のある日，それはちょうど昨年 Ｕ 月中

旬，統一選挙の日で，全国津々打li 々で国民の審判が下さ

れつつある歴史的な臼であった。選挙権を持たない気安

さで，折からの五月晴に誘われて一人でぶら りと大社を

訪れた。もとより誰の案内も借りず，特に予備知識も な

く，いき なりズパリとぶつか って見たい気持でもあっ

た。北松江駅からー畑電車で，陽光に照り映ゆる宍道湖

かわと

の眺望を楽しみながら小半時，川跡釈で乗換後須受にし

て大社神門駅に着く。大鳥居か ら引きつづいて表参道を

行けば，砂地』ζ 松の並木がつづいており，松の差し交わ

す下技がつくる1去には，伊勢大神山の天をj繁す杉並木の

あの是正J i l ! i さはない。むしろ，のびやかな庶民性が! よじら

れた。

拝殿は焼失後再建中であり，工事物の大きな采屋板Iζ

隠れて本殿は見えない。右から回ると正而に八足門があ

り，東西に回廊を連ねている。門の奥に大きい楼門があ

る。その奥に本殿の切奏上部および千木がmわれたが，

乙れらの前の建物の関係が思ったほど大きな感じを受け

なかった。お費量誌をあげて拝礼，右より同腕lの外を回っ

て哀へ 11¥ると ，ちょうど本殿の裏になった。乙乙へ来る

と低い回廊だけなので， 80 尺の大株がじかに辿 って く

る。 勾配の強い桧皮主主の大屋綴，乙れをどっしり受けと

める桁， MEおよび円柱，やはり大社であるわいと満足し

かっ安心した。写真あるいは図板で見た大社造であるが

そのものズパリ K 接すると印象も鮮烈である。

乙のたび完成した島根県立憾物館の設計者菊竹清司11氏

も乙の洗礼を受けたうちの一人で，最も機能的な ζ の建

物の: tII1造方式およびファサード lζ 乙の大社の迫力カ埼玉移

したのではなし、かと評する人もあ る。 再び大社本殿にも

どるが，破風の金飾や廻高欄の株式な どが，比較的新し

い完成された '!i! であり，乙の乙とが古代人の気鋭をじか

に伝える κ 幾分妨げと なったであろう乙とは低めない。

中古以後徳、) 11幕府の命により楼門その他が附加された

ζ とと思うが，その出来不出来は別として， ζ れら後世

の附1] 日物は全部別lζ 移すなりしてでも，少なくとも八足

門から直後木殿を拝す乙とができたらどんなlζ すばらし

いか，また部践にまみれた現代人 l乙何物か強烈なインス

... 



ピレーションを与えるのではあるまいか ? 乙れにより古

代人の精神が現代に生きるのではないか? 等々畏れ多く

も，とりとめも ないととを考えた ζ とであった。伊勢の

両宮は森厳なる千古の木下閣ににつつまれ，二重，三重

の玉垣，瑞垣，御門 lζ 隔てられ御正殿の詳細は鋭うすべ

もないが，乙乙では，ま乙と白目の下， r底津岩根に宮

柱ふとしり… .J という実感が得られる。本殿現在の高

さは 8 丈， 千木の長さは 2 丈 8 尺， J協男木の重さ 1 個

500 貫といわれている。

以下しばらく関野克先生「出芸大社図録解説」の中よ

り引用させていただく。 r本殿は典型的な大社造，桁行

2 悶，梁間 2 悶，ともに実長は 36尺を数え，屋線は切安

造妻入りで南面し，柱はすべて円柱で現在は礎石の上に

立っ ているが， 長元 4 年 ( 1031) Iζ 本殿が倒れた| 時乾

(北西) 1科の柱だけはill1れなかったと記されているか

しんの 1.

h 古くは堀立柱であったらしい。殿内の中心日 心 御

しり

柱とよぶ太柱( 直径 3 尺 6 寸) があり，古くは「岩根街l

柱J の名があった，出雲大社では ζ の心街l柱の向 って右

側，側柱との聞が，板壁と なって殿内が仕切られ，乙の

壁の奥 Ir . 神座があり，一間社切妻造の内殿が西国して置

かれている。四隅柱および両側面中位はいずれも径 2 )";'

4 寸であるが， ただ正面と背面の中柱は「うづ柱」とい

われ，径 2 尺 8 寸あり，かつ，その柱心は| 将柱の心より

やや外に出ている。柱とは，上下二段に長押を打つ。正

面向って右方が板扉で，左方は都戸を吊っている o ｾＱＱＱ お

よび背面はすべて板壁である。柱上lζ は梁を渡し桁をの

せており， 1科柱上だけは，桁下に添木を婦人している

が，組物は一切用いていない。 rうづ柱」は棟木下まで

伸び，梁は両側lから乙の柱κ 差じ込まれている。さらに

両側の梁の中程には，それそれ束を立て，柱上と同総な

組み方で母屋桁を支えている。

構造は 乙のよ うに極めて単純であ るが，それだけ に古

い時代の形式をよく残しているように思われる。屋，恨は

桧皮葺，税ur . は千木と勝男木 3 本をのせている。現状

は，斐の破風板』ζ 反りがあり，千木は置千木になってい

るが，乙れらはいずれも後世の手法である。破風中央に

打った懸魚，大棟，鬼板の形式などはすべて近世風であ

る。縁は本殿の四周をめぐり ，縁束lζ よって支えられて

いる。縁の先端には高欄があるが， ζ の形式は古11;11を守

っているとはいいがたい。正面の扉の前には縁先lζ 木階

15段があり，乙の部分に向拝とよび屋棋を 掛けている

が，古くは向祥はなかったようである。以下略」

前川 ど っ て，松江市郊外大庭のお九五神社は出芸大社

の原形といわれ，秋晴の一日島根県建築士会の飯塚会長

のど案内で訪れてみた。折から秋上宮司もおられていろ

いろとお話を伺った。

一 「当社は大庭大宮ともいい， 出雲面返ら大祖? 喫Ff13
0 ι c  

命がこの地lζ 天降られてど創建，伊佐奈美命を紀 り出雲

事11宮，出雲国の総lti 土大神として天粧! 日命の子孫( 大社

町北島，千家両国造家〉は元正天皇室亀 2 年に至る 25代

果安国造まで千数百年以上祭主として奉仕，斎明天皇の

勅命により 出雲大社の創建なるや杵築( 大社〉へ移住

( 1200年前) した。本殿は国宝大社造屋根，栃主主，梁間

しんのみはしら

2 閤桁行 2 間，心御柱は径 2尺S 寸， 他の柱は径 2尺2 寸

ともｉｬＮ円柱で材料は松赤味としＩｊｾ板はくさ槙 ， 天井は杉

板とする。明治33年国宝に指定され，戦後の新国宝にも

残っている。現在の本殿は昭和23年度よりの修理の際上

部の柄 lζ 正平元年内戊十一月日( 室町初期六百数寸年前)

と盤書されたのを発見， したがって現存大社造として日

本最古のもので，建築株式も 出雲大社の改築より約四百

年も古いので歴史的にもさらにー庖原始的な構造，古形

を温存している。」と話は尽きない。

境内が狭いのが玉に殺であるが，はるか中海を臨む小

高い丘の中腹に台地を開き，高い杉の木立に阻まれて静

かな環境lζ 銀座ましましている。高さ大きさなどの諸元

は，大社のちょうど半分，いや大社創建の時に乙の本殿

を倍』ζ 拡大したといわれるが，柱だけは 2 {告にする乙と

はでき ないので( 例えば心御柱は大庭が 2 尺 5 寸，倍す

すれば 5 尺と なるが大社の現状は 3 尺 6 寸に止まる。す

なわち径 5 尺，長80尺近い直材は入手不可能であったに

巡いない。) 全体の木書11の感じからいえば当社はどっし

りと充実し，高欄の高さ( 地盤よりの) も比例が高く高

殿の感じが強いが，大社は乙れがその割に低くなってい

るので高棚上に露出する柱のプロポーションが長く，柱

径の比が小さいため，よりスレンダーな感じと なり，破

風，高欄の様式なども加わって幾分輩麗である。

乙れに反し当社は高欄， TJ波風，繰形も古式を守りシム

フ勺レで金飾もな く，質朴なが ら雄大の気宇』ζ 満ちてい

る。ただ し後世附加したと見られる拝殿と，これに接続

する向拝は大社類似形式であるが，はるかに食弱なのは

惜しい。乙のほかにも千木の削り方が大社の竪削ぎに対

し大庭は平均lぎであり，平面も同じ大社造ながら街! 神体

は大社は内陣東より西向， 大庭は西より東向と相対 して

いる。祭神は大社は男神，大臣Eは女神である ζ とによる

様式の差で，大社を男造，大庭を女造と称するなど，仔

細に見るとま乙とに面白い。

ともあれ松江近郊にあって八重垣，熊野，大庭と古代

事¥1話ゆかりのしかも由緒正しい古建築がまとめて見 られ

るのは地方の人に幸せであるが，大社の繁栄の蔭に寂れ

てい るのが惜 しまれる。都人士，乙とに出雲来遊の建築

家はぜひ一度，ζ の地K 杖を引かれる乙とを期待する。

乙のほかにも安来の清水寺や松江城，松平不昧公ゆか

ついじまっ

りの茶室菅田庵，簸川良家と築垣松などふれたいものも

あるが，今や与えられた紙数も尽きたので次の機会にゆ

ずりたい。( 文責在筆者)

( 島板県建築課長 吉川潤)
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道 後 温 泉 に お け る 公 衆 浴 場 建 築 物 に つ い て

大 里子 勝 国

今年は，スポーツ IC. 美人コンク ( Fi g.  1) 乙れが道後温泉をー名「鷺 で行幸あるいは行瞥が記述せられて

- J レにと，まさ κ 「四国ブーム」を の湯」と呼ばれる起りである。 いる。

まき起乙しまして，本州からみると 足なへの病いゆとう伊予の湯に なお道後温泉発展の歴史に特砕す

離れ小島の「南国四国」もやっと脚 飛びても行かな終にあらませば ベき乙とは，平安朝後Wl に入ってお

光を浴びつつあるという感を呈して 子規 乙なわれた巡礼( 遍路) の風習と，

います。 なお道後温泉が大国主，少彦名尊 民長年聞における加藤嘉明の松山城

さて，地方色豊かな代表的建築物 の二御利11<:: よって創められた逸話は 築城である。

につきましでも，乙れらに恥ずかし 古く「伊予風土記逸文」 κ 述べられ 温泉の東方約 2 キロの所にある石

くないものと張り切ってみましたも ている。乙の二御神が相携えて伊予 手寺は，巡錫の笠場88カ所の内 52番

のの，諸兄IL i アッ」といっていた の困IL立ち寄られた際，折悪しく少 目の札所として有名であり，巡礼者

だくほどの建築物も見当らず，ただ 彦名命が重病にかかられほとんど絶 は必ず道後に一泊し，族の疲れをい

道後温泉そのものはど披露申し上げ 望の状態になられた。大国主尊は非 やしたので宿場としても発展をした

る価値があろうとうぬぼれまして， 協: IC心配せられ，窮余の策として湧 のである。

乙れに建築物を結びつけて，標題の き出る湯 IC少彦名命を浴せられて温 王手泥の草経lましたり遍路宿

ようなものK落ちつきました次第で められたと乙ろ，不思議にもたちま 村上様目

す。 ちにして快癒せられ，少彦名命は似IJ さらに波長 7 年に加藤嘉明が，松

道後温泉の代表的な公衆浴場建築 にあった玉石を踏んで「只暫絞哉」 が] より松山 1<:: 城を移したため一躍必

物は，現在 3 件ありますが，乙れら と叫んで菩乙ばれたという。 山は，城下町として発展したので，

の内容についてど理解願うために， 談林派の俳人，岡凶惟中は乙の玉 道後への入湯客がふえ， したがって

簡単に温泉の歴史特質についてふれ 石を見て感動し
乙の恩恵が道後』ζ およんでいる。

てみたいと思います。 伊予の湯の灯にたてる玉の石 久杉定行が克永12fJ 二船山城主に任

乙れぞ争¥1代のしるしなりけ る ぜられるや，ただち K 温泉の諸施設

1  .  道後温泉発展の歴史 と詠んでいる。現在本協建物の北側 の充実に努めた。まず温泉の周囲に

首11泉の起源、については，いず乙の に玉石と歌碑を達している。 ( Fi g 2)  垣摘を設け ，瑚石を整理し， i谷柑を

i I f i ¥. 泉でも伝説はっきもののようであ 現在二御神は湯の事¥1として湯村i社 l乙 拡張して 3 浴室とて，その上I CE廷を

るが，道後も例』ζ たがわず，速く相¥1 祭杷せられている。 架して入湯客の使宜をはかった。

代の昔. ) 即を痛めた捻が，岩間から 道後が伊予の国における古代文化 第 1 浴室は士族. f町田用に， 第 2

噴出する湯を見つけ毎日飛んできて の発祥地である乙とは古代文献によ 浴室は婦人用に，第 3 浴室は男子用

は乙れに腿を浸していた。やがて傷 っても明らかで，長行天皇. l
'
中哀天 』ζ と区分していた。定行はその後別

が癒え，元気にな って飛ぴ去ったと 阜，事¥1功皇后および聖徳太子は伊予 tlI[ lζ て雑人用として 1 浴場ーを設け，

いう「いわれJ が伝えられている。 風土記述文で，好明天皇は 11本書記 その下流には露天式にて馬湯を設置

した。乙の乙ろよりはじめて浴場建
.  .、

物としての形態をおびてきたものと

推草案ができるとともに，これが後述

する本湯建物の起源、となっているよ

うである。

明治に入ってから管理権が，城主

から国家に移り ，さらに町役場に移

っているが，昭和19年に道後滋之町

F ig・1. 脚を絡めた憶が噴湯に血症をQ ると E ろ Fi g. 1. 玉石と惟中の欧i 1 0 1 '
が松山市に合併せられる K および，
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非:t; l 3 階の

休ilfl li!

(  4帖半)

合併条件として財産区制が実施せら

れるとともに温泉の経営は区会が乙

れに当り現在に至っているのであ

る。

2.  道後温泉の特質

まず第 1 1ζ ，前述の歴史にもある

よう に一般公衆浴場として発展した

乙とである。乙れは主として湧出品

1(. ，乙れほど密接な関係をもってい

る温泉は他に類例がないであろう。

わが国最古の歌集「万葉集」にあ

る伊予の歌は，すべてとの温泉の情

絡を歌ったもので源氏物語，新万葉

集にも伊予の湯として詠まれている

江戸時代は諸国の交通頻繁となっ

た関係、か，文人や俳人が， しばしば

訪れ歌を残している。

そなたのかたの西述寺，猶たのみ

ある浄土寺の

普いもかたき石手寺や，八幡の社

ふしおがみ

伊予の湯桁の右左，数の名所尋ね

てコてコ

しばらくつかれをはらしけり

大淀三千丸

寝乙ろんで蝶泊 らせる外湯哉

一 茶

なお，郷土出身の俳歌人，正岡子

の関係であろうと思われる。しかし 規の散策集には充分道後情緒が述べ

近代温泉都市として発展するために られていて，夏目激石の「坊っちゃ

は，是非旅館の内湯を必要とすると ん」には「温泉3階の風景J (l=i93:  

乙ろから漸 し 昭 和31年1(. 源泉の地 激石がいつも入浴の際K は 3 階で休

設を行い，施設を完備した次第であ 憩したという 4 帖半の個室) ， i協

るが，現在なお公衆浴場への入湯者 の中の遊泳の乙を J i 温泉裏手の遊廓

は 1 年聞に約 360 万となっている。 街J などつぶさに述べられている。

t f P Iζ は，混質が他の温泉に くら その他おも なものを列記すると ，

ベて非常にすぐれている点である。

そのｾｾ質は各源泉とも ｐｈ 8 - 9 のア

ルカリ性単純泉で，それぞれ 5 - 8

7 ツへの ラド ンを含有してい る。浴

後の! 汎ざわりは また格別で，爽快で

あり，石けんの泡立ち非常によく ，

}Tiがほとんど透明で着色がない点で

ある。第 3 は，古代より文学の進展

高浜虚子の「いよの湯J ，岡山花袋

の 「山水小記J ，谷口梨花の「山水

巡礼J ，高浜やす乙の 「道後温泉」

高郡逸社の「お遍路さんJ ，火野発;

平の 「街の灯台」な どがあり，最近

では獅子文六の 「てんやわんやJ IC 

は内湯のない温泉宿が点描されてい

る。

3. 公衆浴場の建築 徳川末期まで続いたものと恩われる

以上前文が長く なって恐縮だが， が，明治 5 年iζ 改修を加え，さらに

つぎに公衆浴場としての建築物を紹 同25年κ 大改築を行なったものが

介する。昭和31年，各旅館は，内湯 l=i9.  4， 5， 6 の建物である。明治時

を設備したが，道後温泉としての情 代の遺構としては最も優美な建築で

絡はやはり，公衆浴場でかもし出さ 秀れた技法で構成美を表現している

れていると申しても過言でないと恩 ものと思う。( 平面図も参照)

っている。その最も代表的なものが 関口 12間，奥行16簡の 3 屈にて，

本湯( 本館建物) である。 屋根入母屋造り，玄関唐破風の格天

井で，工期20カ月を要している。

A， 本 湯 頂上には l=i9.6 のように，楼閣の

寛永， 天保年間の改修を経たものが 頂上に金鷺をすえ外観に奥彩を添え

F i g.4. 本 湯 正 面 玄 関

F i g. 5.  

本 渇の北 西 商

F ig. 6. 木 濁 の 頂 上 の 金 縁

自 』 島 崎 町 - 一

Fi g. 7. 神 之 濁 2 階休! i f } . 3f
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1 受 付

2 玄 関

3 司1 l話室

4 向 上

5. 同 上

6. 神 ノ湯脱衣( 女)

7. 同 浴 室

8  養生場脱衣室

( 男)

9. 同 浴 室

10. 事11ノ1劫脱衣室

( 女)

11. 同 浴 室

12. 養生渇脱衣盆

( 男)

13. 同浴割程

14. 便 所

15. 玉ノ1易( 列)

16 悶 上 ( 女 )

17. 物 協

18. 又 事11 隙

19. 従業貝食蛍

20. ポンプ室

21. 物 路

1. 司I 務 局

2. tfl 入

3. 事11ノ1昂脱衣髭

4 鐙 2註

5. 養生渇脱衣髭

6. 同 上

7 使 所

8. 控 室

9. 玄 関

10. 物 限

11. 完 的

12. 上段 ノl羽

13 叉 新 殿

14 玄 関

4・L- ___ 

道 後 温 泉 本 湯 平 面 図 ( 3 階は省略)

道 後 温 泉 椿 湯 平 面 図



F ig. l 0  叉 ( ユ ウ } 新 殿 内 部

ている。

床面積は附属家を合めて 1階230

坪 2階160坪. 3階65坪， 吾1.455坪の

堂有たるものである。

タマ

本湯は内線で霊之湯，神之湯』ζ 分

れていて. Fi g.  7 は神之湯 2 階の休

憩室( 広間) である。 Fi g. 8 は霊之

F ig.13.  m湯 2 階 グ リ ル

F ig .12 彬 渇 正 而 玄 閲 F ig. 14. 締盟主 1 階 広 間

で，窓匠およひ' 繰形』ζ は桃山l時代の 姿は本湯とまた変った趣きを呈 して

技巧がみられる。床には模造の三種 いる。木造日本瓦葺二階建， 延 124

の神擦があり，天井は桐の三枚重ね 坪。

高麗張，床板は春日杉の一枚板，床

脇は'神代杉，襖は極彩色の秋の七草 C， 椿 湯

が聞かれている。便所は畳敷，便器 国体を松山K て開催する乙ととな

は木製黒漆塗，便査はなく砂敷きで った機会 lζ 建設されたのが ζ の建物

湯 3 階休憩室( 広間) のシャンデリ 使用後は取替える乙ととな ってい である。したがっ て昭和28年 4 月者

ヤで，銅製にて四方 lζ 巧みな践を配 る。 工し同年 9 月lζ 完成している。前 2

している。 閃聞する K. 乙の本湯建物は国指 湯とは全く趣の変った現代建築物で

構造としての特徴は，通し柱 8 寸 定の文化財として文部省技官の調査 階数 2 の鉄筋コンクリー卜構造であ

角，四方ｾ節Ｎ 36尺の長尺ものを使

用し，花岡石材の使用がおびただし

く，因みに一つの側石が荒石の百才

以上のものがかなり使用せられてい

る点である。

ユウ

本湯の東北隅I乙又新殿があるが，

乙れは皇族専用として明治29年 lζ 増

築したものである。 (Fi g.9. 10. 平

面図参照)

ユウ

又新澱は，外 観桧皮主主破風造り

Fi g. ll . 新 品1 以 正 問 玄 関

の結果，指定申請の勧奨さえあった

乙とを附加しておく。

8， 新 温 泉

昭和20年11月K . 本湯建築のほとん

どが進駐軍に接収されたが，当時

は，旧松山市内が戦災のため市内の

公衆浴場が全滅となっていたので

極めて不便であった。 そ乙 で道後公

園内』ζ ，昭和21年 3 月に建築K . 着手

る。

延面積 232 坪で， 階下を公衆浴場

[ζ ，階上を家族風呂にあててい る。

( Fig. 12.  13.  14. 平面図参照〉

x  x  x  x 弓

以上道後温泉における代表的建築

物の概要を申し述べましたが，諸兄

御来潟の節には，本湯楼隠lより早朝

したものが乙の新j E泉である。と乙 6 1申乙打ち出す栂太鼓が開湯の合図

ろが工事途中，南海大地震に遭遇し となっておりますから，是非木湯朝

たため全温泉が停湯したので一時工 風呂で，古く神代よりの幾多の変せ

事を中止した乙とがあった。その後 んを偲ばれながら温泉情緒を味わわ

再び工事を続行し昭和23年 3 月に竣 れますようお願い申上げますととも

工している。 (Fig. 11)  に，明治中 j切における代表的述築物

m築資材統制l時の建築であるため のど批判も いただけば幸甚の至りと

構造， 13匠ともに さほどみるべき も 考えまして慾火を終ります。

のはないが，道後公闘を背長にした ( 筆者愛媛県建築調1技師)
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福 岡 地 方 建 築 家 の 活 動

1. 熊 本 県 農 協 会 館 設計lζ 対する観念がほんの一部に 大隅建築事務所

とどまり，まだ地域社会の全般に熟 銀行，1I!k:函館などの作品がある。

知さ れていない嫌いがある。おそら 鹿児島方面が多い。

く全国を通じて 6 大都市から遠ざか 福岡県 労 働 金 庫 本 庖

るほどその感が深いのではあるまい 鉄筋 コンク リート造 3 階建

カ> ?  

延 1，379 .339M2

昨今は建築資金の関係から立替工

同附属屋 H  
79 .339M2  

事というか，延べ払いなどで大手業

飯塚セントラノレ映函館

者ーが設計施工をやっているのも福岡

鉄骨鉄筋コンクリート造 3 階述

などで特に目立つ。

延 1，282 . 182M2

しかし九州人の純nな性絡に) 1 瓜応

当l 烹 安 広

性を働かして設計の委嘱に務めてい

鉄筋コンク リート造 3 階建

延1，068 .79 3 M2

2. 長 崎 県 政 協 会 館
る設計事務所もあり，あまり宣伝を

しないで一歩一歩前進しているのが
岡図的場建築研究室

現状であろう。
各方面 ( C活躍している。 ドライと

設計l乙関する古い観念の殺を突き ウエッ トを兼ねて福岡，八勝，別府

破るのはそ う遠い乙とでもあるま などに。

い。乙れが現実lζ 建築家の地方的課 日本住宅公団福岡支所

題であろう。
鉄筋コ ンク リー ト造 5 階建

福岡市に支所 または営業所を設置

延 3，300M2  

し，あるいは当市に設計事務所を持

中 津 市 福 沢 会 館

っている建築家の主な作品を述べよ

鉄筋コンクリート造 3 階述

延 1  ，200M2  

つ。

3. 縮 問 女 学 院

6. 商 商 学 院 高 校

1.2.3.  8.9. 

ヴォーリズ建築事務所設計 松田建築事務所訟計

4.5.  10.11 .  

大隅建築事務所設計 日建2宣言十工務KK福岡支所設計

6.7. 

大部建築設計事務所殻計

4  稲岡県労働金凪木応 5.  飯 坂 セ ン ト ラ ノ レ 朕 函 館
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八 幡 市 大 倉 中 学 校

鉄筋コンクリート造 3 階建

延 2. 600M2

別 府 市 楽 天 地 会 館

鉄筋コンクリート造 6 階建

延 1. 500M2

大部建築設計事務所

校舎，記念碑，外入社宅など宗教

関係が多い。

西 南 高 校

鉄筋コンクリート造 3 階建

延 2. 338 .050M2

横 綱 栴 ヶ 谷 記 念 碑

石 造

松田建築事務所

ブリッヂストンタイヤ株式会社関

係， EE々公社，道路公団. ホテルな

どである。

ブリッヂス トンタイヤ

久留米工場 ・アパート

日本電信電話公社

雲 仙 ｬ 公園普 ｌ 岳ｾｊＺ

鉄筋コンク リート造及木造

延 581 .818M2

日建設計工務株式会社福岡支所

九州全般にわたり白治体，会社，

8. プリヂスンタイヤ K K久留米工場とアパート 1拝

工場などあまりに数多いからほんの

一部にすぎない。

八幡製鉄転炉工場，住友金属小

倉各工場，安川1 t i : 機研究所，井

筒屋八幡支庖，岩田屋増築，福

岡水族館，平和台球場，諌早市

庁舎，長崎県漁述市場

徳: 7i < . 建築設計事務所

銀行，会社，旅館など。

福 岡 福 岡 銀 行 各 支 陪

鹿児島

東芝商事株式会社鹿児島支庖

熊木三牧P I l . 旅館

志賀建築事務所

校舎，病院，ピ J レなどの作尽: があ

る。

福岡大学新校令 ・研究室

鉄筋コンクリート造 3 階建

延 4 . 196 .859M2

建屋

i

-

z

 

E

一

三

釘

砂

丘

、

古

川
崎

封
匂

一

ド
ぃ

盛

一

日

j

紋

一

1

一

力

ノ

整

一

ン

3

E

一

コ

』

筋

沖

一

鉄

延 1. 299. 173M2

福岡大学校舎 ・図書館

鉄筋コンク リート造 3 階建

( 校舎)

. . 5 階建( 書庫)

計 延 5.316 . 430 M2

稲岡県花寺国芸l民業

協同組合花ピル

鉄筋 コン クリート造 4 階建

延 1. 501 .524M2

ヴォーリズ建築事務所

校舎，オフィスなどの作品があ

る。

福 岡 女 学 院

高校， 中学校，幼稚園，大講堂

休育館，寄存i舎，職員住宅他

鉄筋コンク リー ト造 3 階建( 校

舎)

サモコーン 2階 建 木 造 平 震 建

( 住居) 延 13 .300M2  

熊 木 県 民 協 会 館

鉄筋コンク リー卜造 4 階建

延 6 .600M2

長 崎 県 民 協 会 館

鉄筋コンク リー卜造 3 階建

延 3. 570M2

大阪建築事務所

八幡製鉄所関係が主である。締め

切り に聞にあわなかったのは遺憾で

ある。

(松田建築事務所 松田昌平記)

10 平 和 台 野 球 編

9  日本低々公社虫仙公閣n岳荘

11. 弁 問 屋 百 貨 ! 占 八 幡 支 脂
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建 築 と 舞 踊 の 「 間J と 「 あ い だ 」

柳 井

日木建築の言葉のなかには，いにしえより伝え残され

ているものは数多くある。 i 閲J という言葉も伝承され

ている一つであ る。 i間」という言葉はなにも建築lζ 限

ったことではない。舞踊のなかにも，窓味は異なるが，

「問J という言葉はある。

いな舞踊ばかりではない。三味線音楽にも，また歌舞

伎の台詞，務; 九講談のなかにも，あるいは，われわれ

日常の会話のなかにも， ￭ なんとおまえは ｮｌｕ Ｂ ｾ の惑い

人だ」なんていうのもある。広く考えれば，演技，また

は演奏には，みなあるのではなかろうか ?

建築の 「間」と 「あいだ」

建築でいう「間」は古代からいろいろな意味に使用さ

れているものである。職業的に建築に関係、のある人は，

「閲」という言葉を耳がタコになるほど聞き，また毎日

使わなければならぬといつでもあえて過言ではない。そ

れでは， i 閲」とは一体何であるか? ，建築家のみなさ

まには，釈迦に説法ではあるが，一通り述べてみよう。

建築でいう「間」とは何か，次の七つの事柄について解

説をしてみよう。

( 1  ) 室町時代には，部屋の大きさを表わすのに「間」

といったとの乙とである。例えば， i三間の座敷」とは

三坪の座iJ i j { の乙とである。その当時は，畳敷きがなかっ

たので六畳といわずに「三間」と呼んだのである。( 家

屋雑考) 。

( 2 ) また，部屋を数えるとき κ も， i一間J i二た

間」というように使用されている。

( 3 ) 柱と柱の「悶J ( あいだ) を「間J ( ま) とい

うように，物と物のあいだを「問」という。例えば，極

木と榛木，板太と根太とのあいだを，一尺五寸 「間J ， 

あるいはー尺二寸「間J という。数えあげれば数限りが

ない。

( 3 ) 柱と柱のあいだを， i間J ( けん) ともいう。

例えば，五「間」といえば，柱聞が五つある乙とをいう

のであって，柱数は六本あるのである。お -!i' の御堂でい

う「七間四国の御蛍」といえば，柱聞が正面七つあって

側面IL 四つある乙とである。
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乙乙にいう mru ( けん) は六尺をもってー n尚」と

なす，とは意味は異なるのであ って，柱聞の長さの単位

には関係がないのである。柱間が六尺でも七尺でも，長

さには一切乙だわらないのである。奈良の法隆苛ーは，推

Ｑ￯ 天皇の Ｑ Ｕ 年にｾてられたと ｦ きいてあるが，これは 日木

政 ￯Ｇ￯ の木造 ｭ ｾ 誕である。

乙のm築は，高麗尺が使用されているという学者の説

であるが，高麗尺の 1 尺は，現今の IUI 尺の 1. 174 尺に相

当するとの乙とである。( 大阪の四尺王寺もこの尺が使

用されている) したがっ て， 和同年間K 建立されたとい

う法隆寺内金堂は，初周「五間四面J 上層「四間三面」

で， 1  i 間J の長さは，調査されたものK よると，当時

の 6 尺は現今の 7 . 115尺から 7 . 14尺となっており，それ

も柱悶K . よって，多少の誤差もあり ，また狂いを生じて

おり 1 . 174 尺の倍数にはなっていないのである。( 伊

藤忠太，関野貞，足立康博士説)

( 5 ) また住宅などで， i間」と名のつく部屋の名称、

をあげる ζ とは野暮な乙とではあるが，次の間，応援

問，居間，客間一床の間，茶の間一土間，板間，また旅

館，料理屋などには，松の間， 鶴の間， 系jの聞など樹

木， 草花，花鳥，山水など千差万別の名称があるかと思

えば，また構造的な方面からみれば，間仕切， .jf.fJ聞など

というように，乙れまた数えあげれば際限がない乙とで

ある。

( 6  ) 地方によっては，本家( おもや， 母屋とも普

く) 本柱( おも柱) と本柱とのあいだを「本間J ( ほん

ま) という。本家というのは，本家( ほんけ) に対する

分家または隠居の怠味ではもちろんなく，構造的な言葉

であって，建物の庇し，小棟を除いた主なる建物，すな

わち建物の本体を乙 ζ ではいうのである。その本体の附

柱と隅柱の闘を「木間J といい，桁行の長さおよび張関

の長さをいう。例えば， i本間」の桁行七悶( けん) ， 

「本間」の梁間四聞とよぶのである。うそ，ほんま( ほ

んとう) の語源も乙ういうと乙ろから出ているのではな

いかと思われる。

( 7 ) 和小屋の訟付 IL は，古くから工匠の閥では，柱

ｲ｣ 梁 ｪｾ そのほか，重要 な る其Ｈ心とも沓くＩいわゆる

「センターJ IC は，次のよう な符号を用いている。 家は



乙の総が小屋組の水平の基線となるのである。例

えば， ｾｲ ｨＡｬ ＱＸ 尺の場合，勾配は Ｕ 寸なれば，第 Ｑ

の母屋は桁水より 1 尺 5 寸上り であり ，ｾＡ［＠ 2 の母

屋7 ] < は桁水より 3 尺上りであり ，したがって，椋

水は 4 尺 5 寸上りである。来の長さを決定するに

は，7 l < 定木と称するものをつくって，各母l歪，記長

の* の高さを記入しておき，乙の定木で苛|釘4 をす

るのである。小屋梁1[. は，束の「間J ( p; ) が記

しである。また，水平には突の側面に， i 水」の

紛が墨でうづてある。桁水より 5 寸上りとか 6

寸上りとか，桁水より上った水平総，すなわち上

り水と称する。そうして束下までの寸法を差し引

けば東の下部の長さが出る。また束の上部は母屋

「水」から 2 寸とか， 3 寸とか下がって計算すれ

ば束の長さが出るわけである。

小屋組で， i間」は以上のように，大切な語で

あるとともに， ￭ 水」は 上下の 言 Ｑ ・ｴＷｾをするため

に，乙れまた重要な語である。また来の剖・t ? ーばか

りでなく，梁と地椋とのかみ合わせの仕掛( 仕

組) のときにも， i水」を基礎として計算を行な

うのである。まっすぐな木材を組み合わせるのであれば

造作はないが，和小屋ではすべて 1111がりくねった茶木

( 原木) を組み合わせるのであるから，なかなか難かし

いわけである。桁行方向の梁の「悶」と妥行方向の突の

「悶」が，左右合致した線で， しかも上下のかみ合う水

平の総， i 水」が基本となって計算されるのである。
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踊の 「間」と 「あいだ」

次lζ ，踊の「間」の乙とについて述べてみよう。まえ

にもいったように， [ " 間」は踊のみに限った乙とではな

い。あらゆる演技，または演奏のなかでも特に踊の「間」

は重要視されるからである。また，その「問」は，舞踊

の布11髄ともいうべきもので，腕の「閲」の良し悪しは，

実K 乙の「間」にあるといつでもあえて過言でない。ま

た乙の「間」ほど魔物はなく，教えて習えないもので，

理論や認識を超越した，いわば神秘的微妙なものである

と思う。

写真は花柳八比呂主ん 「かかきぬ正直正道 品のよ M

Z三子三子三三 / 7三」の1mである( 長唄，供奴)

75 

アルファベットの S の反対のような形である。

乙の牢符号を「問J ( ま) とよんでいる。乙の字印の

符牒は筏印手の変形したもののようである。また筏印字

は中という字の変形とみられる。和小尾において「問」

ど切っても切れない因縁関係にある「水」という工l庄の

用いる単語がある。 i水」とは一体何であるかというに

一口にいえば「水平」であって，また水平を表わす総を

いうのである。日本建築辞設によると， i水」とは規矩

の語云々と記しであるが，規矩法とか規矩術とかいう大

げさなものではなく，和小屋組の墨付にはあたりまえの

乙ととして，普通に使われているものである。

「水」はまた，J ] <盛，J ] <糸K 深い関係のあるもので，

昔は建物を建てるときには，まず基礎を造る。その際造

形を行ない，7 . k 糸を張るが，その水糸の水平をきめると

きκ地面に講を掘って水を流し水平をさめたものであ

る。今日では乙のような原始的な方法はとら ない。水平

器とかレベルなどによって水平を定めるのである。

「水は方円の器lζ 随う」という格言があるが，乙れは

用器K 7 . k を入れたときの乙とである。実際「水」の本性

は， i水の低きにつくどとし」で， i水は逆Iζ 流れず」

の将えのように ，乙れが「水」の本性である。水は低き

に流れて， 逆lζ 流れず，青争止したものがすなわち水平で

ある。工匠のいう ￭ｾｊ とは ， すなわち，乙の水平をい

う乙とであり，またその符調である。それでは， ￭ｾｊ＠

はどういう方法で使用するかを解説してみよう。

「る J 1ζ は桁水，母尽7 ] < ，棟7 ] < の三階段がある。いず

れも上図のように，桁，母屋，事! ( 木の峠より 2 寸下った

と乙ろに水平の線を引く，乙れがすなわち「水」であり

.  
-



しからば，教えても習えないものを どうして会得する

かといえば，同じ振りなり所作を，何十回も何十辺も自

分で体験しておのずから その神髄を会得するのである。

「習わんより慣れよ」というか， i読書千遜その義おの

ずから見られる」とでもいうか，まあ適切な言葉がない

というのがほんとうであろう。私は，祁父から聞いた話

である が， i千両役者が舞台へ上 って舞を舞う には，千

通の税古をする」と|聞いた。突にさもあるべき乙とであ

ると今になって感じたのである。

それでは， i間」とはどういうものであるかというに

一口K いえば，踊の進む拍子とい った もので，踊や三味

線の進行する流れのなかで，一時的に中断される l時間的

な休止状態である。 乙の状態は三味線lζ 「間」があり ，

附に「間」のないときもあり，その反対の場合もある。

また，三味線と踊りと同時に「間」のある乙ともある。

この「間」をいかK うまく踊り乙 なすかかっ芸妓の面白さ

で観衆の胸を打つのである。例を取っ てみると ，長唄の

供奴lζ ， i 己がE 那はな廊一番隠れない丹前好撃者l乙召

したる JI張巻羽織きりとシャンとシャンときりりと，高l股

止の袴っき後』ζ 下郎がお草履取 って夫さ是さ」乙れが一

節であるが， i しゃんときりりと」の後κ 「閲」があ

る。乙の「間J は，三味線も唄もなく，腕では「きりり

と」の次lζ ，ヤンハーと「閉」を入れる。と同時に三味

線では 「間」 を消す。乙のヤ ンハーには，l ! i f i の手( 振

り) がついている。i ! i i i りの振りに は，各流各派 ICよっ て

l ! i f i りの手のつけ方は異なってい る。

それでは一つ，名優の「閲」 についての話を聞いてみ

よう。六世尾上菊五郎の省いた「芸J という本のなかに

乙ういうことを書いている。 i 日本の踊りの『悶』は大体

四拍子によって進行するのであるが，同じ四拍子でも緩

急はあ る。また「抜間」とい うものなどもあ って， そ乙

』ζ 興を添える点もあるのであるが， i間J K.乗れないの

は， i 間J を外すとい っていい ζ とではないのです。た

だし，乙とさらに「間」を外して踊る箇所もあって，乙

ういうのは，故意1[. r半間」を脱つである振り なので，

かえって特殊の面白 さを表わす場合もあるのです。」

また「伯父さん( 市川団十郎) はとうもいいました。

踊りの「間」というものに二種ある。教えられる「間」

と，教えられない「問」だn とりわけ大切なのは，教え

られない方の「悶J だけれども，これは天性持って生れ

てくるものだ。教えてで きる「間」は， i あいだ」とい

う字を書 く，教えてもできない「閥J は， i魔」の字を

書く，私は，教えてできる方の「悶」を教えるから，そ

れからさきの教えようのない魔の方は 自分の力で索りあ

てる乙とが肝心だ」との教訓でしたが， ζ れが容易に会

得で きるものではないのです。教えてもできない路の方

を会得するには，なみたいていの乙とではない。 i読書

百遍義白 から見わる」とで恥いいますか，容易な修業で

はできるものではない。乙の修業について， 尾上梅幸丈
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の話1[. 乙ういうのがある。かつて，亡父( 六代目菊五

御) 10mりの稽古をしてもらったとき，よく地方の三味

線弾きが踊り手lζ 合せようとする乙と があると， rおい

踊る奴』ζ 同情するな』と厳し く叱言をいい，とどのつま

り，三味線と踊り手を背中合わせに して踊りをつづけさ

せた。乙うすれば，蛙ではあるまいし，お互いに後lζ 目

がついていない以上旬j きにとらわれずにいつしか本当の

「間」を体得できるよう ICなる。

また乙れとちょうど裏表となるよい話がある。今はな

き西崎緑さんの御主人内海通吉氏が筈かれた「緑の舞

扇」を読んでいたと乙ろ，乙の本のなかにほんの少しで

はあるが， i問」の乙とが出ている。 i最初緑は，舞台

で楽団 IC混ってアコーデイオ ンを開くと共務ぎみたいだ

といった。ととろが半年たたないうちに，私が獄かない

と踊り tι くいというようになった。踊りの「閉」は微妙

である。どんな優秀な楽団でも，譜面をみていては，踊

りに合わせる乙とがむ ずか しい。私は西 ｷＮＧｾ洗の ｉｬ ｬｬ 自は全

部暗譜して， IliTIりを見ながら弾き ，楽団が私についてく

る。わずかの「間J の注いで観客の拍子が随分逃うので

ある」と苦いであ るが，さきの尾上折ii 幸丈の話と内海氏

の話とは対照的で，放に合味のあ る体験談である。

む す び

踊りに「間」のある ζ とは百も承知していた乙とであ

る。実際自分も演って経験もあるが， rあいだ」 という

いい方があろうとはいまのいままで実際知らなかった。

建築には「閲」もあり， i あいだ」もある乙とは建築屋

のわれわれは知っているのが当然の話である。問りにも

「あいだ」があることを知ったので乙の文の表題とし

実は乙の文字を省く気になったわけである。しか し，教

えてできる「間」は ， i あいだ」という字を書き ，教え

てもでき ない 「関J は，魔の字を普くといわれているが

はたしてこの字は適切であるかどうかは疑問な点はない

ともいえないが，ともかく，踊りの「悶」にも乙のよう

に 「あいだを発見した乙 とは建築の「あいだJ と対照し

ではなはだ面白いことであ り，また建築も舞踊も とも lι

空間的な芸術 lζ は変りはない点でも一致するものであ

る。また尾上梅幸丈と内海氏との話は，正反の対日誌にな

るが， 栴幸丈の話は踊りを 習 うときの話で，三味線の

「問」 にはずさぬよ うに，また踊る人の振 りを見て乙れ

に合わ さぬように，厳 lζ 注怒したものである。 内海氏の

場合は，踊 る人も開く人もその道の述人ですべてl呼吸が

ピッタ リ合って，ニつのものがーっとなっ てい るのであ

る。夫婦の愛情もまた格別なものがあったのであ ろう。

また西崎緑が日本舞踊界の花形として白木民族趣味豊か

で新舞踊の創作に，あるいはラジオのトンチ教室のレキ'

ュラーメ ンバーと して活限 し，一時は全国を風勝 した袈

には内海氏のごとき良きプロデューサーのなみなみなら

ぬ努力があ ったからである。

(1li 者は広助市tt ' I 5 課長奥井忠太l l I I 氏である)

、.  
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新 建

4 いず乙も同じ「ビノレビル」で話題

の中心だ。米式励賛? 空高く「ヌー

ッ」とそびえてまさに建築の「ヌー

ドショー」である。 i核! の街」とは

よくいったものである。街路樹さえ

ないと乙ろが多い。 ど多聞にもれず

新進稲岡でもピノレ街と日常会話の中

にささやかれるようになった。 ｉｾｊＯｊ 、

都市の誇りでもあるまいが，一極の

シピック センターを怠味するζ とに

もなる。一体敗けずぎらいの人間族

の自然でもあろうか Y 東京でも以

前から有名 な赤煉瓦街みたい な丸の

内がある。乙のような地域は，おの

ずから地価か宵. いのと，利用上経済

的打算からも敷地いっぱいκ建て並

べて，味も香もな lζ もない。むろん

上に延びるであろう。悪 くいえばm

2誌の道楽とも考えられる。元来人間

生活は土 lζ 親しむ乙とは必要- 条件で

あるが，空高く雲間f L 位しての烏開校

生活は健康上あまり利巧とはいえな

い。しかし文明欲からテレビ塔でも

建築して本来の使命よりも観光的の

方が有利なありさまで，乙の流行も

長い乙とでは ない。回舎者の目ざま

しであろう。猟奇的な人間共通性

と群集心理をとらえた表現でもあ

る。

4 さて乙のヌードショー や，ウオー

ルストリートの裏面 K は，いろいろ

の務悪両而の問題がある。社会的に

考終する ならば，ひとつのなゃみが

ある。 ζ とに暗夜のわびしい巷には

j鐙: mがつきものである乙とを，建築

士としては大いにｾ戒すべきであろ

築 の 道 聴

薄 与 荘

べきである。しかしてあらゆる動物

の進化が自然界に支配されて長年月

の聞に変化している乙とはいうまで

もない。古代追跡や，出土品発摘で

も明瞭である。さらに今日のごとく

科学の進歩発達に影響すると乙ろは

単に肉体的ばかりでなく精神的にも

甚大な感化がある乙とは枚挙にいと

まはない。さら K また古代の変滋は

20世紀の今日にくらべるならば，谷

川の水のようにその影響も遅有たる

ものであったが，現代は台風のそれ

のどとく，まるで凡人の想像もおよ

ばぬものばかり。と乙ろで科学的理

論K 追従はしてもそれのみにこだわ

ってはな らぬ。現代のスピードi時代

に対し長い実験もできない向然化作

用の実紡もないと乙ろにう らみがあ

る。現に建築はその資材κ 対し，保

存命数を問うならば，おそらく長い

保紅のlilfi 答は得られない。そ乙 K 吾

人の誤解が生ずる。またー而，今日

不動産扱いである建築物が都市の改

良改革で実際 lζ は動産化の状況であ

るから，都会の建物を動産的観念、で

一般人は考えると乙 ろに無関! があ

る。

4 また他の商からみるに従来自由主

義が勝手気ままになり建築物の施工

面まで応用されてきた。すなわちバ

ラバラ主義で ( A to mism)  で，口木

の神社神殿が宗敬の・ンンポ J レを誤っ

て狂楽的となり，神社とはおよそヨ5・

えられぬ。また寺院などの設計が祖

先崇拝の紛争ｾを没却しているのも原

因の一つである。学校も病院も，ホ

う。正直なと乙ろ米国においては強 テJ レも会社も，役所も倶楽部も，邸!

?思犯罪の沼t 床となっているありさま 場もダンスホ ールもなんと見分けの

を忘れてはな らない。とくに建築家 っかぬ混交のはなはだしさ。なにも

は建物を建てさえすれば事足れりと かも独創のバラバラ式で一つの進歩

いうのでなく社会道徳政治までの自 はあるかも知れぬが日本民族の「ラ

党を持ち，その責任怪おいて自重す - _ シサ」は全くない。聖堂と魔it も，

途 説

和11主とボスも，教育手? と労働者も識

別はつかぬ。 ＱＱｾｭ｡ｬｬｩｬｬ 軒Ａなき学生か丁

稚小僧かが校門をくぐるとはまさに

百鬼夜行で規律のあるのは n衛隊と

ｾ 官だけぐらい。怖るべき日本の将

来が思われる。駄足だが，約40年ば

かり前， ドイツでヒ勺レの総l i l ' l 子張り

が流行して災事のとき甚大な被害を

受け，直ちに禁止された。日本でも

約40年前浅草の相;般の国技館が大火

災で鉄骨がまるで轡Illl し網のどとく

硝子はアメのごとく，敷地 lζ 流れて

寄りつけぬ惨状であったので，間も

な く鉄骨は耐火構造lζ あらずと して

小屋裏まで鉄' f 1 ' は防火被被せよとあ

るのに，忘れたのか似忘性か「人の

うわさも 75日J i 暇元過ぎれば熱さ

忘れる」でほんに浮世・は万事かくの

ごとしである。

Ｔ 最後に新ｾｾ誕とは何ぞや，ただ単

lζ 直線的構造で余絡のない無駄が多

いが，ただ直悩径行の作品といえよ

う。統制美はあっても，部分的 lζ は

フリ ーの研究がな く Box- Buil でまさ

にウオ ールピルが多い。平ったくて

「ヌッペラボー」である。多少の陰

影が望ましい気がする。交通地獄が

はなはだしい今日の歩道にアーケ ー

ドを設けるのは結構だが，火災の延

焼K 注意を要する。

重ねていう。奇抜な自己設計fC陶

酔することなし建築は神聖なる人

間道の聖放と私は心得ておるもので

ある。ドイツ展のときキャバレーの

どときチャーチの写真をみて黙視で

きずドイツの領事さんに感想を伺っ

てみたら「私は硲築はわからぬが何

となく頭がさがらぬ気持がします」

と答えられた。まさに至言ではあり

ませんか。

(司E者相岡県建築士会会長}
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新 刊 建 築 耐 風 ・ 耐 雪 論 2223諒詩夫FZ禁22ftikE

建 築 学 大 系 ・ 20 A  5 判 532頁 特 製 図 入 ￥1330 〒140

建 築 計 画 ・ 設 計 論 計笠禁句下22苛22t;ZE隆

建 築 学 大 系 ・ 7 ａ Ｕ ｾ Ｎｊ ｊ＠ 480頁 特 製 図 入 ￥1200 〒120

新 し い 建 築 材 料 (2)

建 築 文 庫 ・ 108

洋 風 喫 茶 庖 (5)

建 築 写 真 文 庫 ・ 97

ム晶、

日

重 版 建

建

1'¥ 

築

築

所 (3)

建 築 写 真 文 庫 ・ 102

材 料 学

建 築 学 大 系 ・ 13

施 工 (2)

建 築 学 大 系 ・ 25

(2) 

建 築 写 真 女 庫 ・ 53

ヨ ー ロ ッ パ 建 築 序 説

増 刊 建 築 文 化 臨 時 増 刊

高 后 特 集 ・ 1

小坂賢二羽一 本書はセメ ン トmi.昆羽 l材料l乙つ

いて， 性質 ・規格 ・施工な どを詳細に収録。

B 6 変形状 320頁 上製 ￥440 〒50

彰国社編新しい喫茶応の構想、をあますと乙

ろなく写真によって紹介した実用的な写ｾＧｬ集

B 6 判 80頁 総 ア ー ト上製 ￥300 干30

彩国社編 台 所 の 近 代 的な設備と ，その配置

形式の種類を写真によって収録紹介したもの

B 6 判96頁 ア ート及上質 ・上製 ￥300 〒30

大系編集委員会編 執銀は狩野春一 ・小島武

- 架山宝 ・桜井高景 ・近藤芳美他 5 氏による

A 5 判4. - 82頁 特 製 函 入 ￥1210 〒130

大系編集委員会編執筆は平賀謙一 ・益田重

撃 ・字佐美重健 ・三浦忠夫と最適任の 4 氏。

A 5 判 456頁 特 製 函 入 ￥1150 〒120

彩 国 社 編 会 館 ・ホテ J レに附属しているパー

や， 2 階 ・中 2 階を利用したパー10数点収録

ｂ Ｖ 半ｾ 88頁 総 ア ー ト上製 予300 〒30

ペヴスナ ー著 ・小林文次訳英国の建築評論

家として著名な著者による建築史の好解説書

A 5 判 416頁 上製 警 870 〒90

彰国社編( 西川駿 ・協力) 最近作16点を写

真図面をそえ解説した商庖建築の得難い特集

A 4 判114 原色 ・グラビア等 ・￥300 〒30
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14日 3 時一- 51時 於 会 館 会 議 室

出席者 尾崎会長ほか 7'理事，井手京

都支部長代理，田辺監事

議 事 ( 1  ) 建材審査委員会改組に関する件

( 2 ) 議醤会開催同調する件

( 3 ) 工高生デザインコンク ール入選作図集発行

に関する件

( 4)  r  A.B.C. モダンリビングフェア」の後援に

関する件

付) 家庭用ステ ンレス製流し台専門委員会委員

推せんの件

( 6 ) 入退会者承認の件

( 7 ) 報告事項

| 教 育 委 員 会 |

小委員会 ( コンクール入選作図集発刊)

1 日 6 時一一 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 奥 島 委 員 長 ほ か 7 委員

図ｾの内容，型，装傾，発行部 数，定価， レ イアウト

委員の委瞬などについて審議。.

委 員 会

7 日 3 時一- 5 11寺 半 於 会 館 会 議 室

出席者 奥島委員長ほか 6 委員

議 事 ( 1  ) 講習会，講演会の実施企画の審議

( 2 ) 事業報告

(  10 月 分 )

図集編集委員会

17日 2 時一一 31時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 森 問 委 員 長 ほ か 9 委員

図集発行について，収支予算，執筆者，本の型， レイ

アウトの件，今後の工程などに関して審議。

小委員会 ( コンクリー卜議演会)

20日 11時半一一131時 於会館会議室

出席者奥島委員長， 管回，北山両 氏

講演会「 コンクリー トに関する最近の話題」の実施企

画について審議。

図集レイアウト委員会

14日 1 時半一一 3 時 於 会 館 会 議 室

出席者 山本氏ほか 3 委員

コンクール入選図集のレイアウトの進め方について協

議。

工高生デザインコンクール審査会

1 日 2 時半一一 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 佐 野 審 査 委 員 長 ほ か 7 審査員

寺岡小委員

応 募24校89点を審査 して入選作10点を決定。

工高生デザインコンクール入選者表彰式

16日 2 時一一 3 1時 於 会 館 集会室

出 席 者 佐 野 審 査委員長ほか '2 審盗委

員 入 選 者 9 名

人選者各自に表彰状および日高立を手交したのち茶話

会を開催 して懇談した。終了後佐野委員長の案内によっ

て新大ヒソレと新朝日ヒV レを見学。
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| 事 業 委 員 会 |

小委員会 ( 忘年懇親会〉

8 日 12時一一 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 尾fむ主査ほか 2 委員

尾i i l . 主査と 事務局で予定会場を検分した後実施策につ

いて審議。

小委員会 (古建纂見学会)

8 日 8 時一一 8 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者井上主査ほか 2 委員

大徳寺茶室見学を行なう乙ととしてその選択を岡田孝

男氏に一任する乙とに決定。

小委員会 (工渇見学会)

9 日 6 時一一 7 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 山本主査ほか 2 委員

l列年 2 月以降 lζ 実施する見学工場を一応予定した。

委 員 会

12日 6 時一一 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者岩崎委員長ほか 6 委員

議 事 ( 1 )  10月の事業企画について

( 2 )  11月， 12月の事業企画について

( 3 ) 忘年懇親会の企画について

( 4 ) 事業報告

小委員会 〈若い会員の集い)

22日 S  時半- 6 1時半於会館会議室

出席者 松 村 主 査 ほ か 2 委員

香里団地の住宅見学と批判の会の実施案について審議

| 住 宅 委 員 会 |

13日 3 時半一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 片山委員ほか 6 委員

議事い) 家庭用ステンレス製疏し台専門委員会打合

せ会IL関する報告の件。

( 2 ) 委員会の活動方針の決定。

幹 事 会

12臼 4 1時一- 61侍 於会館会議室

出席者 白石委員長代理ほか 3 幹事

2 月「原子力利用施設特集」号の企画について審議。

委 員 会

17日 4 時一- 61時 於会館会議室

出席者 白石委員長代理ほか 6 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 11月「建材特集」号

( ロ) 12月「地方建築特集J .号

( ハ) 1 月「モニュメント特集」号

( 2 ) 企画審議

2 月「原子力利用施設特集」号

| 災 害 委 員 会 |

20日 3 時 半 一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 越田委員長ほか ? 委員

議 事 ( 1  ) 鉄骨格造計算の講習会企画の件

( 2 ) 災害に関する資料目録作製に関する件

( 3 ) 伊勢湾台風の災害調査に関する件

| 第 3回 各 種 鋭 明 会 |

アートボンドとパイプシャ ッターの説明会

3 日 1 時一一 3 時 於 大 阪 建 設 会 館

聴講者50名

1.  アー トボンドについて( スライド併用)

中之島製鋼KK技術部 天 野 仁氏

1.  パイプシ ャッ ター他について

KK日本シャッター製作所 松 村 昌 裕氏

純 国 産 多 彩 塗 料

@  

本 社 大 阪 市 此 花 区 西 野 下 之 町 3 .8 営 業 所 東 京 唱し続. 仙 台. 名古恩. 神戸. 広島繍岡 工 1品 大阪. 峨浜 芥 ウ 的 . 平 塀
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|座 談 会 |

「建築におけるローカリティ 」座畿会

22日 6 時一- 9 時 於 北 水

出席者 足立| 波大教授ほか 5 氏

司会 白石編集委員長代理

会誌12月号「地方建築特集」号企画として開催。

.‘ .  

ｼ 若い会員のＮｾ， I  

ホームタイルのタイル絵創作の会

8 日 61時一一 81時半於会館集会室

伊奈製陶KKおよび平田タイノレ庖か ら指導員が来所して

タイノレ絵の創作を楽しんだ。出席者23名。

22日 6 時半- 9 時 於 会 館 集 会 室

前回同様指導員の来所を得て実施した。出席者 6 名。

|映 画 会 |

10日 1 時半一一 3 時 於 会 館 集 会 室

会館の開館記念行事として開催。出席者60名。

1.  r日本の宝」カラー 4 巻

アメリカ文化センター提供

1.  rハウス J (イ ームズの家) 1 巻

アメ リカ 大使館提供
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第11回工場見学会

住友金風工業和歌山製造所と

和歌山城の見学会

19日 2 時一- 5 時 半 参 加 者50名

和歌山支部 と共催。

大阪市長公館見学会

管 理大阪市建築局営繕諜

設 計 双 星 社 竹 股 建 築 事 務 所

胞 工 大 林 組

21 日 3 時一- 5 時 参 加 者80名

大阪府建築士会と共催

|竺 援 し た 会 |

1  .  照明の織演会

主 催 電 気 工 学 会関西支部1

日 時 10月 2 日 1 1時半

場所関西電力南サービスセンター

1  .  日本建築学会近後大会

主 催 日 本 建 築 学 会

日 時 10月24日一一26日

場 所 京 都 大 学 お よ び 大 阪 市

| 支 部 事 項 |

和歌山支部見学会

24日和歌山支部見学会の一行70名来阪して日本シャツ

ター製作所工窃および日本建材協会のがほ交建材展示場を

見学した。

.111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

編 集 後 記

毎年， r地方強築」特集の企画をしているがc . れは簡単のようで，

なかなかむつかしいと感ずる。 何か集中的K 焦点をあ わすとすると ，と

く限られたものになってくるし， 事くの地方をいれるとすると維多なも

のになり 勝ちだ。

今回は，まず協会支部，各府県砲築士会， 工高建築科宛 ｉｾ ，適当なる

作品 1，2 点はらびに地元の新建築の影響とか地元住築家の活動とかの

木文テーマと執t医者についての紹介をお願いした。 その結果，作品につ

いて十数点が紹介されたが， その後正式に設計者宛J i j l 碗依頼して期日 ま

でにあつまった ものが， 本号 Ir 掲紙したものである。畑j 固までにあつま

らないものはあえてきいそくしなかっ た。 また若干の ものは ，紙数を減

らしたり . あ るいは紙数を極度 ｉ ｾ 限定して紹介された執 ｭ 者宛に原稿依

頼したりして， c. の点， 深〈おわびする。 乙れも予算の関係上の乙とで

ひら ｉｾ c : ょうしゃ願いたい。

なお，ι の特集 Ir ， r地方J とは何ぞや， という 一本筋の とおった原

稿がほしいという乙とで， はじめ白井威 一 氏 ｉ ｾ お願いしたが， c: 多忙の

ため辞退されたので， ｣Ｎ ζｬ ｾ ｬｉＡ録した座談会形式をとって，一応の結論

をだした。 内容が日本の地方性というにとどまらず， インターナショ ナ

ル的K 発展したが， ひとつの統物にはなると思う。

きいとにと協力下きった各府県! . l ! 築士会， 協会支部， 工高i 1 ! 築科，な

らびに執鍛者 Ir 厚〈感謝します。

建禁抑思待

Ｚｉｾ剖益勾 ｡晶ＱＮ Ｍ . : 1. 旦回酌ツ州ヲ

日本住宅公団・ム三一三御指定 f53ン. 錠

蓄 差 益 山 製 作 所 ivi 五百
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理事会 8 日 3 時- 5 時 於 日 本 建 材 会 館 4 階

青木副会長，金光理事長以下 8 名。諸報告後展示場

の件，伊勢湾台風見舞の件，山陽地方講演と建材説明

会開催，私水化学京都工場一外見学， 府宮脇建築部長講

演会，入退会詮衡等協議。

展示場委員会 13日 3 - 5 時 近 倣 建 築 会 館 4 階

高田委員長外 18名。北浜第一会場上段小間スペ ース

拡大，出品会費一部改正，公会笠に面した会館外壁κ

P.  R，委員分担 10 月交替による空小間補充の件等協

議。

講演と説明会打合会 14日 111時30分- 1 1時30分

於建築会館 3 階

恒和化学，永大産業， ｾ点水化学，回烏応用化工Ｈ東

洋リノリューム欠席) 各社関係者出席，山陽地方巡回

説明内容等打合す。

展示場内部内部委員会 20日 正 午- 1 1時

於建築会館地下室

高田 ，日中正副委員長外 8 名出席，北浜，京町堀，

稲岡展示場の小閑整備外協議。

講演会 20日 ＳＭＵ Ｑ 時於臼ＭＭＱ，，ｾ 材 会館 Ｔ Ｑ 倍

金光理事長外約50名出席， 本会顧問大阪府建築部長

官脇l晴美氏欧米住宅につき 8 Mj M I決写並視察の話と

千里山方面大住宅街建設企画の構想をきく。

出品者会 23日 ＴＭ Ｗ 時於日本ｾ材会館 Ｔ 階

高田委員長外50余人，諸報告祥述 P ・R 外今後の事

協議。

記念写業委員会 29日 4  - 711寺 於 LI 本建材会館 4 階

室谷委員長外 ? 名出席， 35年 10刈創立前 10周年につ

新 入 会 員

社 名 代 表 者

1H附 晃

深I邑 &

取 扱 品

別 房 設 備 一 式

ブリント 合仮・木材エイ

ダイン

合板ボード ・テ ックス

H  WIJ I 房 線 工 業 所

永 大 ベ エ ヤ K K

⑨本部所在
第 1 会 場

日本建材会館

第 2 会 場

福 岡 分 室

4

2

 

報10 月

き協議。 ① 慰笠祭， ② 表彰式，①祝賀会，@ 記念、出

版，①記念講演会，①見学視察旅行会その他経V i : 80万

円をま| 上した。

日

守

F

M

--=ロ

25日 大阪朝日夕i1Hζ 新建材について第 2 会場の件。特

大記事掲載あり 26日より 150名の来観者ありたり。

26日 建築学会近畿大会毎日ホ ール。

会 員 動 勢

社名変更

大阪耐火ボードKKは日本耐火ボードKKIC変更。

大阪麻生商事KKは麻生商事KK大阪支庖に変更。

社屋移転

日本金具製作所大阪出張所は大阪市南区長編柄通1の1

fffr長一ピノレ 1階 1号室，電@ 代36切に移転。

問村商会は神戸市生回区京町72 ( クレセントピ J レ3階)

神戸@ 代0881 1( 移転。

電話番号変更

は大阪建築事務所は@ 代93511C変更。

藤森建材KK大阪出張所は@ 9417- 8 1乙変更。

そ の 他

青木友一氏( 東洋 々瓦同 社長) は大阪パー 7 タイ トKK

を設立，取締役社長lζ 就任。

支庖開設

五輪 7 ークで知られているおそうじ百貨水品商庖κ て

は今般京都本庄，大阪支庖の外下記の通り九州悩岡に

営業所開設の通知があった。

KK水 l込商l苫福岡営業所( 福岡③2706悉) 福岡市下対馬

小路 128の4

紹 介 (10 月 分)

トヰ側出

l  m速区間荷町1の側

-.  

所

巨豆三

@  0193 

ｾ Ｑ ＹＲＷＭＹ＠

大阪市東区北浜 3丁 目 近 畿 建 築 会 館 電 信@9908

向 上 会 館 内 電 話@7172

大 阪 市 西 区 京 町 橋 竃 停 前 電 信@5590

同 上 会 館 内 電 話@5092

1導 多 駅 前 通 松 下 ピ ル 検 入 電 信③1225

82 
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装 簡 と 実 用 性 を 誇 る

セ圭t

7t :  

88cmX I21 cm. . . 800円

88cmX152cm…900円

121 cmX  152cm"' 1300同

152cmX152cm' ・・1600円

182cmX 152cm' ・・2000円

格 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 ( 京阪野江駅前

T E L 代 表 ⑮ 1751- 4 ・3638

別註寸法の場合は

一 ~ 二 剣 高 で す

京 ・広 島 ・ 和 歌 山

田中式ヌカイライトベンチレーター

: t ，ヌチールサ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

撤 或

舎 11

:E ttl Z222 

1 ・I誕l 商 工 業 ( 有 ) T E L  品 崎 ② 6046

商 庖

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 ( 34) 207- 8・4836--7



一 一 特 命 文 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

4 .  

ｾ＠

ｾ ＷＰＳＱ ⑧ ＶＷＹＳ＠

@9278 

③1820 

1596 

②1938 

@ 1158 

曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

回 工 業 株 式 会

取締役社長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 通 1 丁 目 7

m @ 代 2 6  1  3 ・9 4 3 1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・ 4 3  8' 6  

名古屋市中区梅ケ校町 2 の 3 電 ③ 1 7 6 5

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 ⑧ 2 3 4 6

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1  電 ② 1 3 7 5

商

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六

東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 四O

名古屋市中区新栄町二丁目 ー

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五

広 島 市 石 見 屋 町 五 五

福 岡 市 養 巴 町 二 二

晃一
一
一

株式会社

本 社

出張所

社

ネ士

営業所

山

本

出張所

.  .  
ム
一
宇
会

株 式

会社

設 計 施工

翠 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

絵

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸沼南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 5231 ・8231 番

東 京 ・名 古 屋

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台・新潟 ・金沢 ・福井

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・m話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・屯話神戸@5892

庸口城代表取締役

底

所

支

出張

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピノレ 6 階 6 7 6 区

電 話 和 国 企 @ 3761 ・3762・37日・ 3764

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 大 同 ピ ル714号

電 話 大 阪 @1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 @ 4 6 6 1

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁目千代

田ピノレ522号 電 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大正二年

腐

庖

名 古 屋 庖

広

阪

幌

株式

会社

東 京

大

キL

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフド レイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区 ｬ 順 ｾｐ ｉ ｊ 通 一 丁目四四番地
電話大阪@ 代表4496- 8 ・4993- 4番

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

m話 28 局 6505- 8番

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 市 二 祷 丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

本

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

暖冷房 ・環屍衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐堀通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目 電話@ 代 表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表 7お6

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話③ 1989・2255

神戸市生因 区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 文 庖

神 戸 支 活

福 岡 支 庖

支 庖

大阪市東区高麗橋 三 丁番壱番地 ・ 電話代表 ＲＶ 局 ｦｾｾｾ
l3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目十若手 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・ 広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

電 気 ・ 曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

業 大 阪工機
一
一
一

-、.  
空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

社材建

式

社

株

会

庖大

大 阪 市 北 区中ノ烏二丁目 ( 新朝日ピノレ 5 階)

電 話 大 阪 @印41 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁 目ー

支阪

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2 丁目 51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3のl 電話東京@5281

広島出張所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 篭話広島③7544

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳 ピノレ

式

社

株

会

本社及東京支庖

営 業 所

2  
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ヤ リ ヤ 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空気祖湿度調整装置

工施
到

川設

大阪市北区堂島船大工町五三番地 ( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5  6  (代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四務池

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

社

后

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝 日ピノレ 8 階)

包 話 大 阪 @ 7 6 4 1 ( 大 代)

社 東 京 都千代田区神田駿河台 4 丁目2 番地

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

株式会社 朝 日 工 業

犬阪市北区中之島 Ｔ Ｍ ＳＹ 電｀ＶＶ ＷＱｾＵ
東 京 支 庖 東京都港区芝浜松町 2ー 7 電 ⑬ 7 3 4 1 - 5

北海道出張所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②>2203・③5374・5969

仙 台 出 銭 所 仙台市元寺小路( 五械ピル) 電 @8061・③ 9261

名古屋出張所 名古屋市中区東隣町 6- 5 1!l @ 1270 ・1484

広 島 UHIi 所 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電4 ③ 7 9  4  9  

稲 岡 山 張 所 福 岡 市 藁 研 町 3 1!l @0788・⑤ 0296

社

生

置

暖

温

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 俊 人

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目一番地

屯話大阪 ｀ ＳＳＹＱｾＵ 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

H.t 話 ③ 2  1  7  7  ｾ＠ 8  若手

神戸市生田区下山手通八丁目 三三 電話元町@3035番

京 都 市 中 京 区 間 倉 週 三 条 下 ル 電 話 上 ③2869番

狩 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 電 話 大三沢36番

A

令

官

本

株式会社

支 rn 

本

.  .  

神戸出強所

京都出彊所

三沢出積所

温湿度調整・緩冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 間 町 30 電話大阪@jiSE;ぉ。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ー 10

話 ⑧ 2 6 3 1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 @ 2  8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取締役 市 川 進 男

⑨ 

京都市中.京区両替町通リ指1;小路上ノレ

電 話 @( 代表)7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 @8  8 2 9  

四日市市浜田西末広町電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

社

大 阪 営 業 所

本

仙 台 支 庖

四日市営業所

津 営 業 所

暖房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大阪市北区高垣町二三 宿話大阪⑧2ω5・5725

東京都千代田区神田司町 2 の10船木ヒソレ二階

m話 ⑧ 5 0 3 8  

愛媛県川之江市川之江町古町

m話 川 之 江 6 0 3

社嘉

本 社

東 京

営業所

四 国

出51所

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 電 気

設 計 施 工

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

包話大阪｀Ｈ代 Ｉ ＵＱＷＱｾＳ ・ ＳＶＴＳ
東 京 都 千 代 間 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 東 京 (866)7683 ・7716 ・259 4

下 関 市 大 和 町 33 大 和 ビル 23号室

電 話 ② 7 3  0  6  

名古屋出張所

大日

東 京 支 庖

本

下関出51所

アーマーコート 西日本代理J.5

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防水美装塗料… ・アーマ ーコー ト

特殊防水ノ4テ・・・タイガー印 コーキ シグ ・

ハ イ ドロν ーノレ

床面美装仕上材料- … フアノレベ トシ

う定装吸音材料・… ・・ラテックス ，ボー ド

本 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 T E L大阪電車3∞3骨

九州出張所 久 切 米 市 原 古 賀 町 北134の1 T E L久劉米7侃 5昨

北陸出強所 石 川 県 松 任 町 字 布 市 倒f50 T E I. 松 任 672番

3  

工業用及建築用各磁石灰製造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

プ ロ ッ ク

セ ン トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

.  

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 務 地

( 桜橋氾停曽綬崎新地西入) 電話大阪⑧1274- 6

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

ネ土
. 6.  

ｾ＠

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @5 2 7 3- 5 ・5 4 5 1ー 2

営業所 東京・名古屋・札幌・沖縄・福岡

株 式

A: : = 

ヌL浅 海 電
社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

包 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1- 5 番

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

m 話 @ 8  3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

.6. .  

' ::D> 式株

< l =  

ヌL電藤エ

-.  

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市北区梅ケ校町二五番地

電話大阪ｾ 8131代表- 4 @7263 

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

気 工 事

計 ・ 施 工

電 気 株 式 会

取締役社長 山 本 博 三

大 阪 市 北区中之島三丁目三朝日ピル 7 階

電 話 大 阪 局 ③ 9 5 3 1  ( 大代表)

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 日 凶 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @5  2  0 1 審( 代表) - 3  

京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 20

電話ｾ 3  4  8  1  

所業営

社

11 

設

陽朝

村取締役社長
ネ土

営業所

本

出張所

4 会』

ココE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

太

大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 @ 代 3 0  5  6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館 ＶＰＷ 号室電話東京 ｾＷ 必 Ｔ

北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福 山 ・福 岡

畠 -

ヌLト 電マヤ株式会社

本 ，龍山取締役社長

所

社

東京営業所

出張

本

盤

置

置

び

作

社

著

書

著

書

地

番

電

装

装

及

川晴

香

5

晴

5

番

四

番
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E

6

受

止
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信
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防
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タ
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4

H

H
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七

3

盤

蹴

視

ト

附

品

九
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U

河

M
U
R
-
-
ω

電

司

監

ス

気

武

田

川

ド

)

ι

州

日

6
F

分

中

方

町

電

i

K

M

m

閉

山
崎

安

l
'
r

町

8

1苦

t

間

決

T
体

行

押

協

同

町

一

時

間

小

開

業

勺

町

一

…

判

明

用

ぜ

監

イ

・

t

=
一

一

信

制

倍

匝

大

原

信

岡

話

作

盤

笹

川

一

-
E

京

京

臨

癌

古

操

作

装

ト

ザ

電

東

菱

電

大

君

事

電

動

操

動

y

r

社

場

庖

所

所

白

方

自

ロ

一
列

+

r
本

支

峨

強

機

遠

度

フ

一

制

到

R

E

船

出

動

動

湿

種

1

3

目

古

閑

電

自

温

各

ク

森

東

工

大

名

福

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

社

大

大阪市 北区絹笠岡iJ 50番地( 堂ピル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5 0 1 8

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目二番地

電話兜町@ l 1478 ・1479 ・1470番

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

興

井坪

株式会社

取締役社長

ネ土

庖

本

支

社

.6. .  

' ::D> 

取 締 役 社 長 嘉 納 億 三

社大阪市北区絹笠町50 ( 堂ピノレ 3 階)

電 話 ⑧ 7 0 7 7 - 9

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁目 51

m: 話 @ 5 1 4 8 ・6 6 4 6

東京都千代田区飯田町2- 15(飯田橋

ピル 4 階) 電 話 ③8520 ・8527- 9

名 古 屋 ・ 光

式株機電宝

庫

本

倉

底支

出張所

出張所

.  .  
電 気 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社

五

3

三

4

一7

一3

目

3

一1

丁

5

目

2

三

3

了

3

I

4

三

9

岡

γ

J

之

引

が

れ

東

西

江

@

江

@

野

野

区

阪

区

阪

東

東

城

大

城

大

市

市

i

町

市

町

苛

阪

阪

大

沼

大

沼

4 会』

ｾ＠

明

株 式

正本

A: : = 

3札

中取締役社長

中 本 電

社本

社

4 企』

2 コE

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

包語大阪⑬代表 4 0 3 5 ⑬3 5 1 5

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 淀 橋 @ 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 ・知・広島

式株

< l =  

ヌL電東

社

本

支

j工

機豊島工渇

資材倉庫

出強所

4  



リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施 工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南掲江上通一 丁 目三一

電話新 町 ｾ ＳＴＲＶＭＷ

.  
-

大 和 洋 瓦

去
、
.
，

雨風に強く緩勾配 iζ 最適

超軽量荷重( 坪当37貫)

発 売 元 和型より安い

大 仏、 組 24す' J ZP5

本 庖 京都市東山区今熊野池田町九 @おお

大阪常業所 大阪市東区内淡脇町一丁目 8 9 7 5  

出 ζ 商 月 縄 帰 京 電 品 送 畢

. 井 田 商 事 株 式 、 会 社

大 阪F浪速区西河手町ー 0 - 七密地戸島町駅貨物八号門前

電車高 (Sヨ> 4 8 9 0 ・( 54)  0 8 0 8 - 9  

、

メ タ ル フ 才 一 ム 用 特 号

関 西 代 理 庖 掠 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道 野星電停新i

製 造 元 東 京 j- y ヒ ッ ト商会 電 淀川@0417・ω91

Standard Board&S  late 

大阪市東住吉区桑津町三丁

PAI NT I NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 林 塗 装 庖

TEL. 大阪 @ 1756- 7 ・東京 @ 1335 

陶管・ベンチレーター

事車式 士

会 社 二ニー
幸 商

d -

::a: 

大阪市ｾｴ［区曽綬崎上ーノ凶ー

電 話 大 阪 ⑩ 3 1 4 5  

ヒ ュ 一

雨7防毒入剥落防止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ム 管

ナ

ニ

ワ

瓦

緯

式

会

耐

議

事

謹

元

町

一

E

t豆

電

信

州

五

口

豆

ナニヲ緩勾配買

3寸緩匂配愚過軽量 71く止付( 空葺) 瓦

ずg易街生陶器

販 売 と 陀 工

電 車 仕 感 謝 の 1芭

郡西'M二書〈鰭通警

一
一

二

)

ム

コ

リ

J

J

二

£仇一

議
機

態

己

勘

U

戸川

隆

完

ル

6

も

弘

主

主

n

免

芳

日

ボ

柑

安

西

国

間

制

ツ

樹

液

ν

士
ロ

立

政

問

彬

フ

式

社

M

q

耐

天

Aμ

株

会
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|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

ゆ

…

一

工タ ア

鈴 木

ヤν  木鈴

ア株 式 会 社

-ら.

電 話 @ α 腕 ・ 田37 ・8729

四申42PR墨ー :0

・也---

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

大阪ガス会社指定

自 申 風 呂 狼

シヤν9・
社

. 6.  

' :z:s; 式株業エ和

圃回章 ｈｾＢＧ｜ ・

⑬函⑫

スタンダードーメタルの大島化学

エ パ ー プ ラ イ ト の 大 島 化 学

( アルミ篤ルーフイング)

オ ー シ マ ラ イ ト の 大 島 化 学

( ポ日 エ ス テ ル 樹 脂 積 層 積 )

大 島 応 用 化 挙 工 機 密 楚

本 社 エ 渇 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 ノ 町 4 丁 目 電 話 繊 東 ③ 3679 ・“ 81 ・8471

111= 工 場 大 阪 市 域 東 区 古 市 中 通 2 丁 目 電 信 械 東 @

支 腐 新 居 浜 市 西 原 町 電 話 2 3

. . 所 名 古 里 市 電( 中 ) 7025 ・ 広 島 市 電(:1) 7582 幽 護 所 四 日 市 市 電

⑧5750 ・8444

電@Ol ω. 1733

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁目

東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁目

Z ンドレヌ( 長れの)

妙シヂドメＢｾ
谷樋Ｎ彦根 ｉｾ 是 ＺＴｴ どうぞ

〔広島営集所開股〕

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 盤 装 置 設 計 施 工

各種送排風機・エロヒンヒーター ・キ ャビネ ットヒーター

冷 却 塔 ・各 種 レ ヂ ス タ ー ・ア ネ モ ス タ ッ ト 類 製 作

各種陶管・大正便所・ S.P. 石綿パイプ・モルタ

ル製敷プロック・腰鉛ブロック・スペンサー

セメ ジト煉瓦・流司洗濯糟 ・盛芥箱 ・空気抜・ヒ ューム管

各種セメント製品・コンクリート製品製造・販売

句.

‘  

社

. 6.  

ヨヨE式株エ鉄本藤

lli 話@ 1 2 6 4 - 6

包 括 @1l 44 - 5

電話包)4594 ・5118

電話( 寝屋川 )0404

本 社 並 エ 場 大阪市旭区赤川町三丁 回二八

布陣岡宮集所 大 阪 市 北 区 神 明 関I 五 O

名古屋也積所。名古屋市東区駿河町一丁目 三

寝 屋 川 工 場 経 底 川 市 大 字 太 問 一 九 五

三 舟 建 賊 宿 舎⑨ 

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 審 地

電 話 @ l 2 4 2 0 番

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四 J 一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五O 蛍 ピノレ 5 併

T E I.; 大阪⑧2021 ・3486 ・1141

本土本

庖支

燃えない建築資桜

.  .  

ぜ
タイガー印

モデルルームへどうｾ

E

'

L

J

F

同

一

一

鵠

富
市

-
h
'

m

-A-附

~

7

ガ

川
町

高

月

ィ

，

u

厄

勿

U生裂亀

今でも時代懸賞iこ枚Lょう E努力 t います

電話新町(53)

2201- 3容
大宮詩画姐

凶 ｩ 師事星野ｾ
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄蒼太阪支庖

本Ｇ Ｍ 司 Ｍ‘ 』 、 ， 司 ＱｩＢ ＮＮｊ ｾ ＮＮＮｾ・ Ｔ 島 市・ｏＡＡＺＺｚｗｉ‘ｾ ｾ

大阪市東住占区桑津UIJ 3  -J " g59 

電 話 大 阪 ⑬ 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 自 13

電 話 和 歌 山②0298 ・9435

社本

出ｾ所東邦商会

軽 量 鉄

設 計 ・ 施

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 25

電 話 i @ 6  0  9 ・6 5  7  5  

神 戸 市 東 灘 区 本 圧 町 青 木 古 堂 町53

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010

電 話 尾 道 2お8 向島 ｬ ｾ 1 9  

7  

骨

エ

電 気 工 事 設 計 施 工.  
‘  

社

場

本

エ

電 工 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 楽 村 町 41

m 話 @  6 3 3 5 (代表) - 8  

東 京 都 渋 谷 区 大 和 岡 町 25

匂 話 @ 4 2 4 6 - 4 2 4 8  

名古屋市 ・四日市市・三島市・甲府市

宇都宮市

株式会社

社本

.  

'‘ 

支 庖 並

営 業 所
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回目圃

固圃園

⑨芳j害北朝T挙結内烹余F55

田| 園田園

日日目

ポリエステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレ ト防水 工 事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事選

議耐酸モ ノレタノレ工事 各 種 床 工 事 警

大 阪 耐 酸 Z 業 PK

大阪市北区浮田町82番地 電話豊崎@1333番

随 . G. C 試

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外F業株宅会お

N.G. イγν ュライ ト断熱材製造発売元

8  

"・



.. .  

跡調れの年限仕様

ω  

地区 組
メE益Z、

員 名 住
所 • 言邑

( 株) 久 保 商 庖 大阪市北区真砂町5 大 阪 @位07- 8・48:路- 7

( 株 ) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸属商通5ノお 大 阪8 5408. 5486

近

( 株) 明 正 キ土 大 阪 市北区舗ノ上町45 大阪 ｾＱＵＷＭＹ

( 株 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通1ノ7 大 阪 @邸31- 5

( 株) 大 前1 商 会 大阪市南区高湾町4番 了73 大阪I i j ! I路島1筑15・6飽 7

( 隊) 石 国 建 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 大 阪@ 掛 か お05

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町1ノ51 大阪 ｾ ＳＴＳＴＭＶ

• 組 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪@ 街55- 7

j不同頓

日 本 漉 背 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 后 大坂市北区富田町40 大 阪@5496円 8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵J I f ( 区荒岡町l T 目 神 戸 ⑤2140・2697

( 株 ) 中 出 商 会 神戸市兵隊区上沢通6ノ9 神 戸 ③必30

タ テ パ ヤ ν 溜 1苫 京都市下京 区四条大宮南入学校前 京 都 @ f 4468

同島応用化工( 株) 大阪出張所 大阪市西区京町婦上通1ノ14 大 阪@ω51(代)

• ( 資〉岡 回 建 材 庖 名古屋市西区西菊井町2ノ12 名古屋⑮ぬ57・0121

( 株) 名 建 商 会 名古屋市中区宮出町41ノ2 名古屋@1329・2817・2106

海 高 機 建 材 m 名古屋市中区材木町1ノ12 名古屋②3295

オt

北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町8 金 沢 ②4552- 3

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 常 業 所 富山市奥田新町28 富 山 ②2218 ③ 1014

島 工 務 庖 高岡市大坪旭町2丁目 32ノ3 高 岡 2463

自量

小 鳥 工 務 庖 富 山 営 業 所 富山市神通町3区1 ω3 富 山 8221

中

背 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108 広 島 ②2281- 4

背 後 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 岡 山市東田町3 岡 山 ②7911・8169

a  ( 有 ) 小 野 甚 高) . ! i 岡山市内山下30ノ10 岡 山 ②4272

( 妹 ) 浜 原 重 量 商 f.!i 尾道市若宮町 尾 道 2760

四 ( 株 ) 浜 原 豊 趨 庖 防府支) " 6 防府市大林寺
防 府 1似 7

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高総市天神前220 高 松 ③4239

国

正 和 商 寧 妹 式 会 事 土 松 山市1蒋 町21 松 山 525・1159・2159

九 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 福岡市万行寺前町14 福 岡 ③1225- 6

隣 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市業院国IJ 65 福 岡@4辺6

州 高 橋 工 業 株 式 会 社 長崎市大黒町45 長 崎②9228

建 霞 省 販 建 22号砲可 出資金 600 万

亘 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 ー の ー 凶

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区 小 台IOJ 六三三 ( 国鳥応用内)

北 陸 ・ 東海 ・ 近ｦ，ｾ . 中国 ・四国 ・九州

T E L  ｾ代表 ＵＹＵＱ

T E L ⑪ 代 表 1 1 8 1
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事5 木 貼 床 板

フ ロ ー リ ソ ゲ
施 工 請 負

プ ロ ツ ク

ベニヤブラ ッ品ノュドアー
造 作 取 付

グ ラ イ ジ ダ ー 床 削

6夢幻 寄 木 商
4Z2Z』E  

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 掘 6- 49

電 話 @3 7 3 1 ・3 9 6 0

エ 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

建 築 L之

内落語ｾＮ，
一 般 陸 屋 根 防 水 折 版 、 シェ ル構造屋根防水

防水完全施工 P. C . 構 造 屋 根 防 水 地 下 室 内 外 防 水

外 壁 防 水 防 湿工 事 その他特殊気密、防蝕工事

ゴー レッ クスP ーコーキ

販売商品ゴーレ ックスK-- 盤 土 用

ゴーレ ックス51一万能接着剤

日本ゴーレックス工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 T !3- I 番 地 電 話 官加591- 2  

工 場 大 阪 市 都 島 区 友 湖 町 1 2 :r 

鐘淵紡績 株 式会社樹脂工場内電話 筒 ｾＳＵＱ

宣底営業所東京支底東京都中央区 日 本樋小網町 Ｓ ＭＱＱ 鎚ピル電話 ｾ Ｔ “

名古屋営業所名 古 屋 市 中 区 南 伏 見 町 2 - 1  電話tz! )l 872

広 島 営 業 所 広 島 市 下 中 町 1 - 3 電話(2目280

アルミ= ウムの新しい瓦/

発明賞に

輝く

• Ａ ｈ ｾＮ 規織板Ｎそ 町 他 ｔ ル ミ 建材も販売致しております Ｎ

よ

い

住

心

地

を

お

約

束

・

一 段 肘 施 工 は 施 工 明 細 書 で ー

'・.  

ー特 徴 一

合近代建築に守 ッチした美しい銀白色 合青島反射高〈夏 li 涼 し〈冬は帳かい

合 経 〈てきぴf 塗義不要的理想的屋銀材 合不燃・酎毘性で防火・密集地区に も

合緩勾配で完全な防風水特貯 最適

北陸軽金属工業橡式会社

本 社 富 山 県 高 岡 市 金 屋 町 1 6  8  電話( 代 ) 2 0 . 5  

東京幽彊所 東京郵墨田区業平信 4 丁目 10 電話 (622河曹71 .9885
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ア ス フ j レ | 防 水 の 材 料 ど J 事は I  

( アイクエオ順)

(37)  6002 ・857

(66)  8861- 2 

(97) “60 ・8288

(44) 代5951

八尾 (029) 2308 ・3039

( 39) ω' 24- 5 ・2045

(53)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 白 川 通 5 丁目 91

大 阪 市 西 成 区 橋 通 9 丁 目 2 4

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 掲 上 通 1 丁 目 1 4

八 尾 市 竜 筆 町 字 太 子 堂 6 2 9

大 阪 市 東 淀 川 区 堀 上 遜 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 4 0

k. k.  

社

社

大阪出彊所

重量 k. k.  

大阪営重量所

阪 支 后

(23)  1731代 ・2931代

( 44) 代 お81- 5

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36)  7474- 6・お63・7406

(54)  3785- 7 

( 36) 関 58- 9 ・日50

(53)  4520 ・8401

(79)  4427 

(36)  0774  

(34)  4305 

(44) 偲 53 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  5224 

(73)  2514 

(44)  0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル〕

大 阪 市 西 区 京 町 潟 上 通 2 丁目 4

大阪市東区道修町 1丁 目11( 加藤 ピル)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2  

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区絹笠町5O (堂 ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 北 通 5 丁 目3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 田:S94

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 13

(37)  6お5 - 7

(44)  3520 ・4564 ・1∞5

(37)  3340 ・3505

(37)  1333 

(33)  3679・“ 81・8471

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5 ω8 ・5486

(34)  0207- 8 ・4836- 7

( 34)  1105 ・ 脳O

( 37)  0251- 3 

(64)  1回 8 ・1 ω5

(35)  4779 ・ω9 7

(64)  3434- 6 

(34)  1804  

(37)  3375 

(35)  9231 

(45)  2360 ・2030

(34)  8157- 9  

(75)  7271 

神戸 ( 5 ) 2697

神戸 ( 5 ) 必30

神戸 ( 4 ) 6930 

神戸 ( 4 ) 5飽 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 27ω

広島 ( 2) お81- 2

高松 (3) 5034 

程山 0525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 減 東区里子江東之町 4 丁 目104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1了 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 民 砂 町 5

大 阪 市 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁 目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大阪市東淀川区木 川 西ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 領 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神繊共栄 ヒソレ

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 ー 番 町

松 山 市 萱 町 2 丁 目 9 5  

4 製 造 鍵 社

箇 和 建

k. k. 工

k. k. エ

田 島 応 用 化

東 童

日 遷 化 学

日 新 工 業

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k. k. 大 阪 支 腐

井 上 工 材 k ム

池 田 商 事 k. k.

内 因 商 会

梅 本 石 油 k. k.

筏 松 商 会

、大 阪 朝 日 湿 育 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k. k. 大 阪 営 業 所

中 西 湿 膏 産 業 k .k. 大阪営業所

k. k. 長 野 商 庖

日 本 建 霞 興 業 k. 弘

前 田 商 后

村 井 工 鎌 所

山 女 商 事 k. k.

4 工 事 業 社

組 化 建 工 鎌 k. k.

k. k. 井 上 浄 夫 商 庖

k. k. 石 田 建 材 広

大 阪 耐 強 工 事 院 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

k.k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 涯 膏 工 難 k. k.

k. k. 木 下 隆 三 商 后

k.k. 久 保 商 庖

坂 口 興 業 k. k.

清 水 興 難 k. k.

k.k. 大 和 商 会

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k. k.

日 本 涯 育 工 業 k. k. 大 阪 支 后

k. k . 双 葉 商 会

総 本 涯 膏 工 雛 k. k. 大 阪 支 庖

マ 4 ル ヱ ス 工 業 k.k.

k.k. 日月 正 社

米 国 工 * 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k. k. 中 出 荷 会

三 信 工 業 所

中 村 湿 膏 工 業 綜 式 会 社

日 建 湿 膏 工 業 k.k.

有 限 会 社 小 野 甚 商 l i 5

k. k. 浜 原 盤 商 庖

膏 盛 建 材 k.k.

古 市 断 豊 島 エ . k.k.  

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 普

司量

英

盛

k

工

弘

k. k.  

大

材

工

工

工 業

k. k.  

• • 

.  .  

( 27)  1251 ( 代)

一 団 法 人 ア ス フ ア ル ト 向 指 関 西 支 部 ベ (; 1:: '， 9  IIGIJ  • ｾＲｾｋ＠ I  
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大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目k.k. 油右
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AL  
ア ル ミ サ ッ シ ・ ア ル ミ ド ア ・ ア ル ミ ス パ ン ド レ ル

FR聾ALUMI.SASH

liI¥¥ 

、.，

司ｾＺＮＮＮ，Ｎ，ＡＮＭ

椋 式 番 低 木 ニ 製

本 社 : 川 崎 市 中 丸 子 1 3 5 . 地

東 京 事 事 所 . .東 京 暢 中 央 区 銀 座 西 6 - 5 ・地

大 阪 支 庖 . .大 阪 市 西 淀 川 区 御 常 島 町 中 3-4・池

宮 旗 所 : 福 岡 ・名 古 屋 ・量 沢 ・仙 台 ・札 幌

憶 病

• 72 - 4261 ( 代)

電 57- 5526( 代)

電 4 7 - 1 ・5 4  

工 場 ・川 崎 ・大 阪

アルミが繍ぴ蝿いとい

う司臨時 . AI の 憎化 抽

(A  1. 0 ，) がアル ミニ

ウムの置量化を防ぐ・役目

をするからです. この

安 定 危 般 化 l宜臓をつ〈

るために. アル ミニウ

ムは倍加の l 年 位 は 腐

貴 が 進 行 し ま す が. そ

れ以後は蛾化皮臓に保

飽 き れ て . 非 常 に 侵 食

が緩慢に1 1 . り. 長年 同

町使用に耐えるよ うに

なります . この 峨 化 皮

膿 を 人 工 的 に 栴 え た の

がアル ミラ イトです 。

当社印刷品悼す べて ア

ル ミライ ト仕 上 で. い

つまでも 藁蝿な光沢を

f畢色ます .

6・

.  
-

-.  
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ア ア ス フ アルト同業会kk ・H ・H ・..11

浅海電気kk ・・ H ・H ・- … H ・H ・..… . 4

kk 朝日工業社....・ H ・... .・H ・-… ・3

伊奈製陶kk …...・ H ・.....・ H ・. . 中挟

井田商事kk ・H ・H ・H ・H ・.....・ H ・.. 5  

kk 岩住鉄工所・・ H ・H ・.....・ H ・-中挟

岩元工業kk .…...・ H ・... ..・ H ・-… 14

kk 栄興商会. . .・ H ・- …. . .・ H ・-…・・ 3

栄進鋼業kk.. . ・H ・...・ H ・...・ H ・. . . 8

kk 荏原製作所. . .・ H ・.. .. ・H ・... 表4

オリエシタノレメタル製造kk 中挟

大阪建材工業kk.... ・H ・. ..・ H ・.. .20

大阪コ Y ベス建材社. . . ・ H ・-・… 17

kk 大阪城口研究所. . . ・ H ・...・ H ・. 2

kk 大阪電気暖房商会. . . . ・ H ・.... 2  

大阪耐酸工業所…. . . . . ・H ・-… ・・8

大島応用化学工業kk … ....・ H ・. 6

kk 奥村重兵衛商庖・・ H ・H ・- …本文

奥山化工業kk ・H ・H ・-…...・ H ・.. .19

絵本特殊構造研究所・・ H ・H ・-… 17

カ 樫野石灰工業kk. …・・… H ・H ・... 3  

kkJII 岸窯業・・ H ・H ・-……. . . . . ・ H ・5

川口ゴム工業kk. . .・H ・H ・H ・. . 前付

河津装飾kk. . ・H ・....・ H ・H ・H ・- 前付

kk 関西機械建材ネ土… H ・H ・...… 16

関西三星タイ J レ会・… ・・ 目次対抗面衷

関西ペイジト kk … ・一目次対抗面

近畿建材工業kk. . . ・H ・.....・ H ・.. 3  

工藤電気kk ………- …・・いい・・・ 4

kk 久保商庖…・… ... .・ H ・. .. .・ H ・. 1  

kk 建材社. . . .・ H ・.....・ H ・. .. .. ・H ・. 2  

kk 工英社. . . . . . . . … ・・ H ・H ・-一・・表 2

江東電気kk ・・ H ・H ・-…....・ H ・-… 4

kk 小俣製作所・ H ・H ・. . . ……・本文

kk 金剛商会・・ H ・H ・-…....・ H ・-… 5

サ サ γ エス石膏kk … ・… … … 中挟

斎久工業kk ・H ・H ・..... .....・ H ・... 2  

kk 斎藤省三商庖・… … … … … ・ 2

「材料と設計」 …. .. ..・ H ・- 叫本文

三機工業kk ・・ H ・H ・.......・ H ・" … 2

kk 三幸商会.. ..・ H ・-・・・… ...・H ・. 5  

kk 三興社. . .・ H ・. ...・ H ・H ・H ・- … 4

kk 三晃商会・・ H ・H ・... ....・ H ・-・ γ ・2

三星装備kk …・・. . ....・ H ・...・ H ・.14

次
( 50音順) 建 築 と 社 会 Vol. 40 No.  12 

三宝電機kk ... ・H ・.. ...・ H ・.. .・H ・. 4

kk 三和ν ヤッター製作所… 前付

敷島金物kk ・H ・H ・-…. . . . ・H ・-・前付

彩 国 社 ・・H ・H ・.... .・ H ・-… 本文

昭和アノレミニクム kk・H ・H ・..… 16

新鋼建設工業kk. …・・・ H ・H ・-… 7

kk 新興建材工業所… … ・・…中挟

須賀工業kk. … ... ・H ・.....・ H ・-… 2

鈴木ν ヤタア商会. . . ・ H ・. . …… 6

住友金属工業kk. …....・ H ・. . . 本文

セメダイシ商事kk … … … … 中挟

タ タキロン化学kk ・H ・H ・" ……本文

田島応用化工kk ….....・ H ・...表 4

田中工業kk …. . . ・H ・. . …. . .・ H ・.. 1  

kk 田中風自製作所...・ H ・. . …… 6

回辺工業kk ・・ H ・H ・........・ H ・- 本文

田村商会建材都・…・ H ・H ・' " … 18

kk 谷山製作所…. . . . ・ H ・. .…・・本文

耐酸化学工業kk. . .・H ・....・ H ・...15

第一工業kk. …....・ H ・-… ...・ H ・. 3

大嘉熱工業kk ・・ H ・H ・…… H ・H ・. 3

大日本硝子工業kk. ... .... ・H ・. .. 8  

大日本塗料kk …. . . . ・ H ・. . . …本文

大 仏 組 … ・ . .. .・H ・.. ..・ H ・…… 5

高砂熱学工業kk ・H ・H ・...・ H ・-… 3

kk 武智工務所・…' " ・ H ・....... 本文

淡陶kk ・H ・H ・....・ H ・... ・H ・- …・前付

中央電気工業kk. ... ....... ・H ・. . . 4

朝陽電気kk ... .・H ・. ... ....・ H ・- … 4

kk 包工社・・ H ・H ・.... ・H ・....・ H ・. . . 7

東京鋼板工業kk ・H ・H ・....・ H ・...14

東邦商会…. . . . . ・H ・....…・・ H ・H ・7

東洋キヤ 3 ア工業kk …. ..・ H ・. . 3

東洋陶器kk .……. . .. ・H ・. . . …前付

東洋 3 ノリュームkk ・H ・H ・. . 前付

東洋レーヨンkk … … 目次対抗菌

ナ ナニワ瓦kk …...・ H ・..…...・ H ・.. 5  

内外工業kk ........ ....・ H ・...・ H ・. 8  

内外土木建材社……・. . . ・ H ・... 15

，j : t本電気kk …・…. . . ・ H ・...・.. .… 4

中之島製鋼kk ・H ・H ・.....・ H ・- 前付

浪速合板 ・H ・H ・H ・H ・...・ H ・H ・H ・. 7  

浪速建材工業kk ・・ H ・H ・.....・ H ・.18

日本管工業kk ・H ・H ・- …. . ..・ H ・.. 3  

kk 日本金具製作所… .... ・H ・- 中挟

日本ゴーレックスkk ・H ・H ・..… 10

日本サッシ筒会関西支部' 開会貝…前付

kk日本シヤバー製作所・ H ・H ・..表 3

日本り川防水剣製造所・・H ・H ・-表 3

日本耐火ボードkk …' " ・H ・.. 前 付

日本ドアーチエ Y タ製造K K … … 中挟

kk日本ドアーチェック製作所… ......16

日本熱学工業kk …- … H ・H ・..… 3

日本ハードボード工業kk … 中挟

日宝姪石kk ・H ・H ・- …. ..・ H ・-…・・15

日渥化学工業kk …・ ...・ H ・- …前付

西日本アス 7 アル ト事業飽同組合・・・・・・ 9

k k 西原衛生工業所・H ・H ・...・ H ・. 2

ハ kk 林塗装庖…. . . ・H ・...・ H ・...・ H ・5

kk 汎建製作所・・ H ・H ・- …. ...・ H ・.17

kk 日立製作所… H ・H ・- ムH ・H ・表 2

kk 平川鉄工所... .・ H ・.... .・ H ・- 前付

フタパ黒板……. . . ・ H ・H ・H ・..… 5

福屋工業kk. …...・ H ・..… H ・H ・.. 5  

藤森建材kk ・H ・H ・..…....・ H ・- 前付

kk 不二製作所…. . . . . ・ H ・. ...・ H ・.12

「プラスチックス ・エージ」… 本文

平和工業kk ・・H ・H ・- …. ...・ H ・-… 6

豊国セメント kk ・H ・H ・H ・H ・..… 14

北陸軽金属工業kk ...・ H ・..，・ H ・.10

マ 美索工業所・・ ・・ 目次対抗菌議

水谷ペイシト kk ・H ・H ・H ・H ・. . 本文

kk 三高製作所・・ H ・H ・.. ..・ H ・.....17

kk 三谷製作所・ H ・H ・.. .・ H ・- …前付

三舟建材商会 ・・ H ・H ・・・H ・H ・..... 6  

kk 室谷商庖… . ..・ H ・..…....・ H ・. 7

森井電業kk ........・ H ・.... ・H ・-… 4

ヤ 山間工業kk ・H ・H ・.....・ H ・. . …… 2

山宗化学kk …...・ H ・...… - ・・表 3

kk ヤマト 電気商会… …. ..・H ・. . 4

kk 山本建材社. . . ..... .....・ H ・-… 20

kk 油脂化工社・…. . . .・H ・- …・表 3

kk 吉田芳雄商庖………. . . . ・H ・5

吉野石膏kk ・・ H ・H ・-… H ・H ・...… 7

kk 寄木商庖・ H ・H ・・ H ・H ・....・ H ・.10

ラ kk ライト製作所・ H ・H ・J … … … ・1
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東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18番地( 素晴ピル 3 階)

電話ｾ 0  6 2 1 ・0 . 6 2 8

名古屋市中区対池町24( 丸菱ピル) @ ぬ48・4593

広 島 ・ 福 岡・ 富 山 ・ 札 - 幌

本社及工場

大 阪 支 底

7
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・

ν
ツサ

ム

ス
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レ

ド
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ル

テ

ア

ス

タてyチ ー J j ，シヤス

名古屋支庖

代 理 庖

-
a  

@  
.  -

社
企h

Z 罵 ・式株トンメセ国豊

町

京

田

・ 東

苅

阪

県

大

岡

倉 ・

福本 社

事 務 所

|スカイライト並開ベンチレ十|岩 元 式

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮属、オペレーター、門腕鉄棚

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

川

引

式

銅

ぺ

株

関

山

業

献

⑧

;

附

話

圃

-

大

電

一

冗

柑

岩

近 代建 築 bで:; こZ225: ー ペ Y ト で す

. . J 兎- 会，

' ! " r二司‘ ... 

，厄1 "タ

ー 富 士 田

• 9  

製 造 発 売 元

三 星 装 備 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町 I - IS (久宝会館 ) T  E し大阪 ⑮ 4 4 4ワ

14 
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|=味。ール i
iヒルコシ

実免 月lt 虫豆

レディ

后

• ミクスト

壁塗材. /

③ 自 室 蛭 眉 株 式 会 祉

大阪市東区. . 橋 3 - 7  T  E  L  (23)  1601 ・1704 ・5627 ・5628
連111工渇・大阪市東淀川区豊里菅原町119 TEL  (羽) 3101 

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各種)

パーチカルペンヲとレーター (電動式)

波 型 硝 子 屋 根 完 全 養

E安 置十 施 工

続 式 会 社 内 外 土 木

大阪市西区土佐掘船町23 ( 大阪商工 ピノレ)

鋳 ' 0' たい

審 倍 。

40f手の伝統と経臓を2寄る

体 育館ア ー ケードに最i &

建 材 社

T E L  (44)  3犯3 ・4396

警羅空襲 f李警警警三F哲也

防 水 に 耐 酸 に 補 強 積 層 用 と し て

E ・
責 任 施 工

耐 酸 化 学 工 業 株 式 会

大 阪 市 北 区 高 垣 町 八 十 番 地

電話代 (36) 178・4161 (34)  4957・4958番

社

15  
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I ( KK 

- 伝 統 の 後 衛

・ 製 品 の 優 美

・ 工 事 の 確 実

・ エ 期 の 正 晴

・ 価 格 の 適 正

( カタ e グ 嘩 且 乞御 一 報 }

ｾ〆 〆

. .  #1' 

11' 

r 官三

.  

..  ..  

営 業 品 目

の 岬 出 型 材

アルミニウムの押出型材は徹維な型状のものが容易に作

れ、製品コスト吾 下 げ、 型車 しく、銀ぴず、 合 舎 に よって

鉄鋼に匹敵する強度を持ちます。

品近は、鐙築、船舶、航空機、その他軽工 業 や 家 庭 器

等級めて広範囲に使用されています.

ア ルミニウム 工 業 に於て伝 統 を勝る当事土は、品新式拘1出

織により、管、機、線、その他各種の型材を生 産 し、 1

激に地大してきた新しい需聖書に応じています 。

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

本 社 甥 市 海 山 町 6 の 2 2 4

電 話 塀 ( 3 ) 1181 (大 代 表} ・大 阪 (67) 3522(代 表)

東 京 営 損 所 東 京 事 事 中 央 区 日 本 柵 寝 留 町 1 の 1 2  

電 話 ( 曲) 0087・033‘・ 0715・1776・柑26・7667

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ヤ ッ タ

特 孫 機 械 廊

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

刷会社繍. ，機械建給総

本 杜M ー 工 場 大 臨 柑 淀 川 区 野 中 北 週 二T 目 三 五 制三 岡 ; 担

割 ニ 工 場 大 阪 市 崎 車 区 野 江 西 之 町二 T 日ニ 電 話胤 班α咽 263

ｾＮ 古風 出弾所名古里 Ｑ Ｎ 市中区車陣町七丁目ニ唱 ａｾＢＧＮ 肯服副知 ＳＷＲ

広 島 出 演 所 広 血 市 小 網 町 三 九 電時 広 白 1311250

嗣 岡 山 蝿 柵 柑 岡 市 J ニ 州 崎 町 二 五 電 I l i n4

ニ ュ ー ス 印 ド ア ー チ ェ ッ ク

。 フ ロ ア ー ヒ ン ヂ

ク ピ ポ y ト ヒ ン ヂ

ク ラ パ ト リ ー ヒ ン ヂ

カ タ ロ グ 進呈

警震目本ド? ーテz ・ック狼作鮪

尼崎市金楽寺 Ｒ 丁目 ＲＴ 番地 Ｎ ｭ ｮ ｾ 大 阪 Ｈ Ｔ Ｘ ) 5855 ・7273 需

'.  .  

.、・

‘ .  
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ドF→lンガー

m
e
 

h

w
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官

v

v

v

p

 

・
別
品

骨

d

v

陸忌主尋」事 ＧｾＱｾｊ __ 

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 ー 69

電 話 大 阪 37ー1 7  5  4  ( 代 表 )

ス チ J レ サ ツ
ン、

ユ

伝 統 に ス チ J レ シャツタ

輝 く ス チ J レ ド ア

ｾ＠ .  

優 秀 な
新 規 製 品

製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 生 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社

汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  電信 此 花 ⑮ 2 9  0  3 ・ 4 4  6  1  

f ム z

綜合建築設計への道

設 計 部 1. 各 種 鉄 骨 ・鉄 筋 コ ンクリ ート 造 建 築

の設 計 監 理

2. ダイ ヤモ ン ドト ラス ・ヲグザグ トラ

ス・ 平 行 トラス等

各種大張間鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P AT . Q式 ( 織 本 式) ヂベル及グランプ 《

、、 広明4

地質都 ボー リング ・建築物基礎工 '" ' y  

事の為の土質調査

.  '.  

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 1日織本建築設計々算事務所 ・織本特殊総造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきがら町 3 の 2 電話 制 6443 ・7007 ・7062

.  

‘  
.  

.. 
ｾ＠

17 



浪建式

スチールサ，' }シュ・ド7-

シヤ'Vヲー .it ベレーター

lトカライジ〉タム処理I揚繊

4 ・‘ ー襲造販売ー

&皿山山1

建霊夢

第 二 工 場

浪速建枚Z業様式会社

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 丸 番 地 電 話 大 阪 ⑧1171- 3 番

第二工地 ・ 大阪市城東区茨困横縫町四一番地電話大阪 ｾ ｬ お ・ 倒 ｍ 番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木投勉ピル六号館 607号 室 電 話 東 京 ⑧ 4611番

福岡営業所・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ピ ル 内 ) 電 話 徳 間 ④ 8462番

出 i I ! 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3  6  6番

臨 3州

全回線代理屈 I  

ｾ＠..  

Ｙｾ 亨最高の晶 新 じ い 建 築 資 材 |  

----_. 

田村式〆タルシーリンク川

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ

モリソン式ボードサーッシユ

ノンヌリーッフヘ白地キ奉

コーナービード.J  ¥0ン予ンゲ
-

"

a

守

・
a
a

-

-

月

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材

盆

田

川淵

串

間

山叶

判

例

訪

問

刷

問
問

③

 

連羽 BK
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⑪ 

N E C 蛍 光 ラ ン プ は 世 界 的 水 準 を ゆ く 最 高 の 技 術 で 創 作 さ れ

て い ま す

N E C 蛍 光 ラ ン プ は 完 全 に 品 質 管 理 さ れ た 工 場 で 生 産 さ れ ま す

N E C蛍 光 ラ ン プ は 常 に 新 し く 魅 力 あ る 品 種 を 用 意 し て い

ま す

特 に N E C レ フ レ ク タ ー 蛍 光 ラ ン プ は 他 社 に 先 ん じ て N E C .

が 製 作 し た も の で す が 中 で も

F  L - 4 0 R，- Wは 自 由 に 回 転 で き る 回 転ペ ー ス 付 レ フ レ ク タ

ー 蛍 光 ラ ン プ で す の で 従 来 の 蛍 光 ラ ン プ よ り 更 に 広 範 囲 に

利 用 で き ま す

， 

a・

東 京 ・大 阪 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 名 古屋 ・金 沢 ・広 島 ・高 松 ・ 福 岡

旭 川 ・ 膏 席 ・郡 山 ・附 楠 ・楠 浜 ・ 街 削 ・ 甲 府 ・ 松 本 ・ 静 岡 ・ 訟 限

耳目山 ・京 都 ・岡 山 ・徳 山・ 新 居 浜 ・松山・高知・小倉 ・熊 本 ・鹿 児 島
新日本電気株式曾施

19 
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30メーカイそ理広

機

23ム1; ，、建梓匁

ツ阪・四大

- ス ロ ー ル 天 井 板

・ 吸 音 ボ ー ド

. スロー} ( . . 断熱板

- メラミン樹脂製品

. ボ ー ド 特 殊 合 板

・プラスチック製品

- アルマイト吸音板

・ ス ギ メ ラ ス

・ 木 毛 セ メ ン ト

特 殊 板

ドアーアルミサッシ・

ドア:ノー ル サ ッス チ • 

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー ・ オ ペ レ ー タ ー

( 弊社堺工渇事務所)

エ 業 株 式 舎 社大 阪 造 材

r、

一

、J
-

d

・

t

 

t

 

電 話 ⑮ 8 3 6 - 8 3 9 番

電話 @ 7127 ・7047 番

電話堺② 3323- 3327 番

電話 ⑮ 8 3 0 番

電 話 I @ 2  2  3 番

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地

同 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 六 番 地

大 阪 市 大 正 区 泉 尾 浜 通 四 丁 目 六 十 一 番 地

名 古 屋 ・ 金 沢

営 業 所

工 事 部

本 社 工 場

経理部分室

泉 尾 工 場

出 積 所

20 



日広建築協会優良謹明 セ 〆 ン ト 増 強 防 水 脅'1

ヲ方-f J ィ1- 0望

日本セ〆ント防水剤製建所

ト1: )I<WU，1' ir .l:i 正di ，:':di 1: の池北28 1  Ｎｾ＠ ，;，1i '  ｩｾ＠ 塚 2  1  5  3  

IYr 大阪 "i.*l><: 船勉11I J 2  - 31( 船越ヒソレ)

屯 話@2626( tI'(.i!li) ・9231( ピノレ代炎)

出 張 所 15 品化山ｾ @  1 3 3 1 ・1111 介 ③ 0 7 2 1 ・ 札 悦 ⑤ 7 1 7 1

ォータイト工業- * ｊ［ｾ＠ @  0  8  7  4 ・ 安 総 工 事 柄| 司③ 5 7  6  5  

活 大 =:  1:. ＧＧＧｦｾ＠ ，: 石松⑨ 8 6  9  Ｗ ・ｾＭｾ ｉｾ 建材 Jぶ 砧 ④ 3 5 6 7  

削

機

…

m

附

呈

i金診
紫

褒

-・11111111111111111111111111111111111川 川 』 川1111111111111・1111・H ・. ... 

J I S 合 格 モ ル タ J L - コ ン ク リ ー 卜 用

続

章盟 ｅ 歪 ｾＭｊｾ 頭開 ｉ
E E玄望書

量 孟 温 函 蓮 通 過 EE民冨司E置II5l ! I I: 5j d.; ] I
責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

八幡メタルホーム区 K 推 奨 品

日 ミ 削 旨 化 工 社本社

取 締 役 社 長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 世 情 所

..........，....111111111111111"'"111111111111111111111111111111111 . .  

電

手

パ

バ

台

育

台

育
ン

動

動

フ

ィ

東京都品川区二葉町 1 - 4 4 1 電話荏原⑧1 7  1  5三

大阪市東成区西今里町 2 - 48 電 話 ⑧4765 ・α>63 言

圃・圃・園田園田園田園ーーーー一一

2S株式曾社田本シャッター製健所

.  本社工喝 大 阪 官J(AJ) 匙JJ A; ょ148 番 地

プ 司 語版 J 1主j

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、そのよ 「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります 。

協議

回

U リに p  ・ ｊｾｾ
山宗化学株式会社 史点前比町長EF345MFFi d紅綴 22
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